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　窓の外ではジィージィーとうるさいほどにセミが鳴き、道路のアスファルトからは、ゆらめくかげろうが立ちのぼっている。

　気温三十度を超す猛暑の八月。繁華街の駅前に立つ雑居ビル三階の窓の外では、古いエアコンの室外機がガタガタと音を立てていた。

　窓の中には、活気のない小さなオフィスがある。オフィスの薄汚れた扉には小さなプレートが貼はりつけられ、『檀だん埜の探偵事務所』と書かれていた。注意しなければ見落としそうな、目立たない看板だ。

「暑いわねぇ。冷房効いてないんじゃないの？」

　オフィスの奥にあるソファに寝そべって、黒いキャミソールドレスを着た少女が苛いら立だたしげにつぶやいた。

　張りのある肌にうっすらと汗をかき、気けだるそうに口をへの字に曲げている。整えたおかっぱの髪はベタつき、せっかくの美しい顔も今ひとつ精彩を欠いていた。

　少女は転がっていたリモコンを取ってボタンを何度も押すが、エアコンは反応しない。ただ静かにぬるい風を送り出している。

「ったく、壊れてるじゃない！」

　腹立たしげに叫んで、リモコンを放ほうり投げた。カツンと壁に当たって跳ね返り、カーペットに落ちる。電池のフタが取れて、寿命のつきかかった単三電池が二つ転がった。

「ねぇ、ちょっとあなた」

　少女は、オフィスのデスクに座っている若い女性事務員に呼びかけた。

「は、はい。なんでしょうか、宝ほう生しようさん」

　黒縁のメガネをかけたおとなしそうな事務員が、おそるおそる振り返る。

「電器屋に電話してちょうだい。すぐに来て、エアコンを新しいのに取り替えろって」

「買い換えですか？　修理すればまだ使えると思いますが……」

「わたくしの言うことが聞けないの？」

　少女――宝生柚ゆず璃り奈ながにらむと、事務員はビクッと背筋を強こわばらせた。

「いえ、聞けないだなんて、とんでもな――」

　言い終わるより早く、柚璃奈の顔に意地の悪そうな笑顔が浮かぶ。

「ふふっ。いいわよ、その根性。虫も殺せぬおとなしそうな顔をしながら、内心では反抗心に満ちている」

「はぁ……」

「心の奥底に積もり積もった闇やみは、やがて虫どころか人をも殺すようになる。真に恐ろしい人間は、鬼の顔などしていない。無表情な能面の顔をしているの」

　事務員は、なんて返事をしたらいいのか戸惑った顔だ。

「……今のセリフ、聞き覚えないの？　映画よ。檀だん埜の那な百ゆ合りの名を日本中に知らしめた映画のセリフ。タイトルは……えぇと、なんだったかしら」

「す、スミマセン……。映画は観みないもので……」

　ふんっ、と不機嫌そうに柚璃奈は肩をすくめた。

　今から八年ほど昔、とある映画に出演した子役女優が大評判になった。彼女は小学校低学年ながら、大人おとな顔負けの演技力と妖よう艶えんさで日本中を虜とりこにし、またたく間にトップクラスのアイドル女優へと登り詰めたのだ。

　その子役女優の名前が、檀埜那百合。――柚璃奈のかつての芸名だ。

「ま、昔のことなんてどうでもいいわ。大して面白くない映画だったし」

　柚璃奈はソファから立ち上がり、事務員の隣に歩いた。

　大学を卒業した年齢の事務員と、まだ中学生の柚璃奈。八歳ほども差があるのに、アリと象ほども存在感の差がある。もちろん柚璃奈のほうが象だ。

「ねぇ、あなた。映画の本当に面白いところって、どこか知ってる？」

「映画は観みませんので……」

「楽屋裏よ、楽屋裏。スクリーンでは純愛だの真実だのを涙流して叫んでいる俳優たちが、素顔では互いに醜い愛欲をむき出している。その滑こつ稽けいさったらないわ。どんなギャグよりよっぽど笑えるコメディよ！」

　柚ゆず璃り奈なは狭いオフィスを見まわした。

「ここにいると、薄汚いこの世の真実がこれでもかと見えてくる。メッキを剥はがせば誰だれもがサビついている。赤黒くサビた人間ほど美しい銀メッキを塗りたがるもの」

　檀だん埜の探偵事務所の設立は、今から五年以上前だ。

　かつてのカリスマ的子役女優、檀埜那な百ゆ合りの芸名を冠した事務所を設立したのは、那百合――つまり柚璃奈が所属していた小さな芸能事務所の女性社長である。

　女性社長は芸能事務所をたたんで芸能界から姿を消したあと、人脈を利用した新しい商売を始めた。芸能人や有名人のゴシップを専門に調査する、探偵事務所である。

　オフィスのデスクに、一冊の雑誌が置かれていた。

　人気の若手女優が表紙を飾る雑誌。写真の周囲には、所狭しと記事の見出しが書かれている。『激写スクープ！』とか『知られざる真実!!』などと、人の好奇心をあおるような文字がおどっていた。

　ピンク色の派手な文字で書かれた雑誌名は『週刊芸能タイショー』。芸能人から政治家まで、次々に有名人のスキャンダルを書きたてるゴシップ系のニュース雑誌だ。

『週刊芸能タイショー』の今週号には、とある映画監督と大物女優が離婚したというスクープ記事が載っていた。原因は、映画監督の浮気によるものだ。

　これも檀埜探偵事務所が手がけた調査の一つである。大物女優から依頼を受け、映画監督の素行調査をした。結果、彼が新人アイドルを愛人にしていた事実が判明したのだ。

「喜劇よ、喜劇。この世は何もかも喜劇なの！」

　記事を読みながら、柚璃奈は芝居がかった声でうれしそうに叫んだ。

「芸術家肌の監督もカリスマあふれる大女優も、そして清純なるアイドルも、みんなたった一つの愛欲のために憎みあう！　いいえ、それこそまさしく芸術。愛と憎しみ、欲望と絶望が奏でる四重奏カルテツト！　あは、あははははっ、あははははははっ!!」

　笑い声を上げる柚璃奈を、事務員は少し気味悪そうに見つめている。

　柚璃奈は笑い声を止めて、再び事務員の顔をにらみつけた。

「ねぇ、早く電器屋を呼んでって言ってるでしょ。暑くて暑くて焼け死にそうよ。あなた、わたくしを殺したいって思ってるの？」

「す、スミマセン。すぐ電話します」

　事務員はあわてて電話帳を開き、できるだけ近くにある電器屋を探し始めた。

「一番高いエアコンを持って来させるのよ。一瞬で冷凍庫みたいに冷えるやつをね」

　そのとき事務所の扉が開いて、暑い外気が吹きこんだ。

　憎々しげに柚ゆず璃り奈なが振り返ると、三十歳くらいの男がのんびりと入ってきた。薄汚れた白いシャツを着た、特徴のない男。眠そうな目をして、無ぶ精しよう髭ひげを伸ばしている。

　事務員が電話をかけながら、キラキラした乙おと女めの目になって男を見つめた。

「入るなら早く入って！　部屋が生ぬるくなるでしょ！」

　柚璃奈にどやされても、男はやる気なさそうに自分のデスクに向かう。

「徹夜で調査してたんっすよ。褒めてくださいよ～」

「なんの調査してたのよ」

「決まってるじゃないっすか。帝みかど野の熊くま五ご郎ろうの隠し子ですよ」

　帝野熊五郎。帝野グループという企業を世界的な大企業にまで発展させた、稀き代たいのカリスマ社長の名だ。

　しかし熊五郎は激務がたたって体調を壊し、一年半ほど前、五十歳目前という若さで他界した。人格者としても名が高い彼の死を、世界中の人々が惜しんだのである。

　だが、そんな帝野熊五郎には、人に知られていない、たった一つの汚点があった。

　隠し子――。

　熊五郎の妻・鹿か野の子こですら正体を知らない、隠し子の少女。

　熊五郎の、許されざる愛の末に生まれた娘。

　そして彼の一人息子である将しよう悟ごの、腹違いの妹……。

　柚璃奈がこの探偵事務所に入りびたる目的はただ一つ。

　隠し子である妹を見つけ出し――帝野将悟に復ふく讐しゆうすることだ。

　一ヶ月ほど前、柚璃奈はついに将悟の妹を捜し当てた。

　妹の存在を利用し、帝野将悟の信頼を失墜させるため、罠わなにかけようとした。だがたくらみは失敗に終わり、兄妹を無事に再会させてしまったのだ。

「まだ目的は果たしてないわ！　必ず帝野将悟を絶望のどん底にたたき落としてやる！」

　一瞬、柚璃奈の目に嗜し虐ぎやく的てきな光が宿る。

　が、すぐに元のガラス細工のような美しい目に戻り、探偵のほうを見た。

「で、調査結果はどうだったの？」

「それなんですがねぇ、聞いてくださいよ、帝野熊五郎の秘密を手に入れたんです」

「……秘密？」

「帝野グループの、瀬せ利りさんって人が教えてくれたんです。帝野熊五郎がずっと昔から隠していたものが見つかったって」

　瀬利――。帝野鹿野子の秘書である瀬利吏り沙さのことだ。彼女は鹿野子の側近という立場を利用しながら、帝野将悟の社長就任を阻むべく暗躍している人物である。

　以前、柚璃奈が将悟をおとしいれようとしたとき、瀬利秘書と手を組んでいた。

「帝みかど野の熊くま五ご郎ろうの私設金庫を調べてたら、古い書類が見つかったそうですよ。いや～、死後に秘密が暴かれるなんて、熊五郎さんも気の毒っすねぇ」

　探偵はいかにも手柄を立てたという顔で、もったいぶった声で言う。

　おそらく瀬せ利り秘書は、探偵に熊五郎の秘密を教えることで、柚ゆず璃り奈なに情報を流したのだ。

　柚璃奈はきびすを返し、窓際にある自分のデスクに向かう。

　一番下の引き出しを開けると、中に一台の携帯電話が入っていた。青い流線形のデザインで作られた電話だ。

　声を自在に変化させられる、高性能のボイスチェンジャー機能が搭載された携帯電話。

　将しよう悟ごの部屋の机に隠されていたものを、こっそり盗み出したものだ。

　柚璃奈は電話を見つめながら、口角を曲げてほくそ笑んだ。

「やはりまだ、終わってないのよ。いいえ、むしろこれからが始まり。そうよね？　将悟――お兄さま」

　真顔に戻ると、柚璃奈は再びソファに腰掛け、探偵の顔を見た。

「面白いじゃない。それじゃあ聞きましょ、帝野熊五郎が隠していた秘密とやらを」

　柚璃奈は探偵が話す新たな秘密に聞き入った。



    

  
    
      


１章　兄と妹と新しい毎日





「あづい……。あづぐてたまんねぇぜ……」

　帝野将悟はシャツ一枚の格好でベッドの上に手足を広げ、つぶれたカエルみたいになってベタッと寝転がっていた。

　八月の初め、真夏の昼過ぎ。部屋のガラス戸は開け放たれ、庭からは、灼しやく熱ねつの陽ひ射ざしとともに、煮えたつような熱い空気が入りこんでいた。

「夏休みどころじゃねぇ……。休む以前に、存在してるだけで体力が削られてくぞ……」

　うつぶせのまま、手に持ったうちわでパタパタとあおぐ。

　恨めしげに部屋のエアコンを見上げた。古いエアコンは微動だにせず沈黙している。

　先日故障してしまったのだ。修理どころか、扇風機を買うお金もない。

「だから俺おれは、何もしねぇんだ。じっとしてるのが正解なんだ。ちょっとでも歩きまわったら一瞬でＨＰヒツトポイントゼロになっちまうからな……」

「くらえっ、エルボーアターック!!」

　突然、将しよう悟ごの背中にゴツッとしたものが振り下ろされた。

「いでぁっ!?」

　目を白黒させて振り返ると、ベッドの横に立った少女が、右腕の肘ひじ鉄てつを向けている。

　薄手の白いＴシャツに短パンという超軽装の服。左右に結った髪形といい、小柄な背丈に成長しない胸といい、将悟よりも二歳も三歳も幼く見える。朝、公園でラジオ体操をする小中学生たちに交じったら、違和感なく溶けこんでしまいそうだ。

「なな、何するんだっ!?　背中がゴキッて言ったぞ！　ゴキッて！」

「そんなに強く打ってないでしょ。なーにが『じっとしてるのが正解なんだ～』よ」

　暑さにイライラした声で、少女――神かん凪なぎ雅みやびがぶつくさ言った。

　子供っぽく見えても、将悟と同じ学年のクラスメイトなのである。

「将悟の背中、汗でベチョベチョじゃないっ。触っちゃったわよ、もー」

　実にイヤそーな顔をして、肘についた汗をペッペッと振り落とす。

「そんなにキモいならエルボーなんか食らわすな」

「うっさい。将悟のくせに口答えするわけ？　口答えなんて百万光年早いんだからね！」

「……言っとくけどな、『光年』は時間の単位じゃなく、距離の単位だからな。早いとか遅いとかって言わないんだぞ」

　えっ？　って顔で、雅は目をパチクリさせながら将悟を見た。



    

  
    
      



    

  
    
      「だって『年』って言ってるじゃん」

「光が一年かかって到達する距離を一光年って言うんだ。百万光年なら、光が百万年かけて進む距離ってことだ。常識だぞ。もっとしっかり科学を勉強しろ」

　将しよう悟ごは人差し指を立てて、生意気な雅みやびにここぞとばかりに偉ぶってやる。

　雅は眉まゆを寄せて、「うっ」とくやしそうにうなった。

「まぁ気にするな。これからは心を入れ替えて、物知りな俺おれを尊敬するようにな」

「じゃあさぁ、百万光年って具体的に何メートルなのよ」

「……へっ？」

　今度は将悟が目をパチクリさせて、雅を見つめた。

「ちょっと待ってくれよ。計算するから……。ていうか、一光年って何メートルだっけ」

　焦り始めた将悟の顔を見て、雅の顔中にニヤ～って笑みが広がった。

「ほらほら、どーしたのよ～。早く教えてよ～。なんでも知ってる物知りさん～」

「う、うるさいな。黙っててくれ。計算できないだろ」

「計算なんてしてないくせにぃ～。わからないんなら、素直にわからないって言いなさいよぉ。今すぐ土下座して謝ったら、許してあげないこともないんだから」

「とにかくっ、肘ひじ鉄てつはやめろ、肘鉄は！」

「あっ、話そらした!?　将悟が寝そべってばかりいるから悪いんじゃん！　なんのために、あたしが来てあげたって思ってんの」

　部屋のまん中に置かれた座卓には、筆記用具に、開いたままの教科書やノート、ドリルが置かれていた。

「夏休みの宿題進まなくて困ってるっていうから、手伝いに来てあげたのに。宿題サボるのもいいかげんにしなさいよね！」

　将悟はうちわであおぎながら、責め立てる雅をジトッと見つめた。

「……雅はずっと俺のノート写してただろ」

　雅の顔がカーッと真まっ赤かに染まった。

「そそ、そんなことしてないわよっ。あたしはただ、将悟の宿題が正解か確認してあげてんの！　自分がサボってるの棚に上げるなんて、男らしくないわ！」

「なんだよ、逆ギレか、おい!?」

「いいから！　せっかくあたしが見てあげてんだから、とっとと宿題する!!」

　雅は将悟の左腕をつかんで、無理やり引っ張り上げようとした。

「いやだ！　俺は体力ゼロなんだ！　涼しくなるまで少しも動けねぇからな!!」

　将悟はだだをこねる子供のように、ベッドの上で大の字に寝転がった。

　と、腕をつかんでいた雅の体が引っぱられ……

「ひゃっ」

　バランスを崩し、ベッドの上に手をついた。将しよう悟ごに覆い被かぶさるような格好で四つんばいになり、目を見開きながらまっすぐ見つめてくる。

　将悟もまた、すぐ真上にある雅みやびの顔から目を離せなくなってしまった。

　まるで気温が三度も上がったようだ。彼女の体温のせいかもしれない。

「み、雅……」

　一見、子供っぽく見える雅の姿。けれどこうして間近に見ると、やっぱり将悟と同じ高校二年生の少女で――薄着の下の、ほっそりとした体を意識せずにはいられない。

　短パンから伸びた素足が将悟の腰をまたいでいた。胸元のシャツは汗に濡ぬれ、うっすら透けそうになっている。

　このまま手を伸ばしたら、雅の体を思いきり抱きしめてしまえそうだ……。

　――い、いやダメだ……。そんなこと考えちゃダメだ。

　将悟は視線を引っぺがすように、雅の胸から目を反らした。

「あのさ……このままだと、起きられない……」

「う、うん……」

　雅は緊張した顔で上半身を起こし、ベッドの端にちょこんと座り直した。

　将悟も体を起こすと、気恥ずかしそうな雅に背を向けて座った。

　胸に手を当てると、まだ鼓動がドキドキと早はや鐘がねを打っている。

　――くそっ。俺おれはまた、雅相手にこんな気持ちになっちまうなんて……。

　さっきみたいに間近で顔を見合わせたら、彼女の色っぽさに捕らわれてしまう。力いっぱい抱きしめたいと思う。

　――けど、いけない。俺は雅を、そんなふうに見ることは許されないんだ。

　だって雅は……俺の、妹だから。

　血のつながった、たった一人の妹なんだから。

「ね、将悟」

　ふと雅が、将悟の背に話しかけた。

「キスしよっか」

　ビクッ、と将悟の全身が強こわばった。

「ななな、何言ってんだ!?　俺たち兄妹だぞ？　んなことできるわけないだろっ！」

「……む～っ。冗談に決まってるじゃない」

　雅はほおを膨らませて、不満そうな顔をした。

「そんなに否定するなんてさ、将悟、ほんとはあたしのこと意識してるんじゃないの？」

「なんで意識するんだ」

「さっき、あたしの胸じーって見てたし」

　――バレてた!?

「やっぱ将しよう悟ご、あたしのことヤらしい目で見てるんでしょ。このシスコン」

「シスコンじゃねぇって！　俺おれは、妹とキスしたがるようなヘンタイ男じゃねぇぞ！」

「だけど、今まであたしとキスしたじゃん！」

　将悟の脳裏に、これまでに雅みやびからキスされたり、彼女の裸を見てしまったりしたときの情景がよみがえる。カーッと頭が熱くなってしまった。

「あれは不可抗力だってば。ってか、雅から一方的にキスされてばかりだったぞ」

「何!?　あたしのせい？　あたしのほうがヘンタイブラコン女だって言いたいの!?」

　――俺を兄と知って結婚しようとしてたとか、どう見てもヘンタイブラコン女だろ。

　とは、とても口に出して言えない将悟である。

　けれど将悟は――そんな、ちょっと困ったところのある雅が嫌いじゃない。

「俺はさ、雅とちゃんとした家族でいたいんだよ。お互い、たった一人の兄妹だろ？」

　しかし、雅はうつむいて表情を曇らせた。

「ちゃんと、兄妹になれるのかな。ずっと家族として一緒にいられるのかな。……あたしたちが兄妹だってことは、秘密にしなきゃいけないんでしょ？」

　雅は、父・熊くま五ご郎ろうの隠し子だ。帝みかど野のグループを世界的企業にまで発展させたカリスマ社長の隠し子。隠し子の存在が世間に知られれば、スキャンダルになってしまう。

　今は亡き熊五郎だけならまだしも、なんの罪もない雅までが、世の好奇の視線にさらされてしまうのだ。

「俺たちが家族だってことは、見世物にするようなことじゃない。誰だれがなんと言おうと、俺は、雅をスキャンダルのタネになんかさせない」

「うん……。あたしだって、将悟がヘンなふうに騒がれたくないよ」

「それに母さんのこともあるしな」

　将悟が雅のことを隠さなければならない理由がもう一つある。母・鹿か野の子こだ。

　鹿野子は今、帝野グループの社長を務めている。将悟が父のあとを継ぐまでの間、会社を支えているのだ。

　もし鹿野子が、雅が将悟の妹だと知ったら……帝野家の汚点と見られる事実を否定するかもしれない。雅は赤の他人だと言って、家族と認めてくれないかもしれない。

　ただでさえ彼女にとって、隠し子は夫の裏切りの証なのだから。

「だけど、俺はいつかは母さんも、雅のことを家族って認めてくれる日が来るって信じてる。だからいつか、二人で堂々と母さんの前に出ようぜ」

　雅を元気づけるように言うと、彼女は小さく、こくりとうなずいた。

「それまでは俺が兄として、かわいい妹を――雅を守るからさ」

「頼りにして……いいんだよね？」

「もちろん。思う存分頼ってくれ」

　雅みやびはニーッと甘えるような顔を寄せてきた。

「だったら、勉強、教えてくれる……？」

「よし雅。わからないところがあったら教えてやる。どんどん質問するんだぞ」

「む～。なんか将しよう悟ご、偉そう」

「頼りになりそうって言ってくれよ。俺おれは雅の兄なんだからさ」

「……ホントそうだよね。将悟、あたしの知らないこともいっぱい知ってるし」

「そんなに言われると照れるぜ。ま、こう見えても俺、意外と勉強は欠かさないからな」

「さすがだな～。あたし、将悟のこと見直しちゃうかも」

　妹に尊敬の眼まな差ざしで見つめられ、ちょっとくすぐったい気持ちになった。

　でも悪い気はしない。なんだかデキる男になった気分だ。

「『将悟』じゃないぞ。『将悟お兄ちゃん』だ。俺は頼りになる兄なんだから」

「恥ずかしいよ……。それじゃ将しよう兄にぃ……教えてほしいんだけど……」

「おぅ。かわいい妹よ。何がわからないんだ？　遠慮なく聞きたまえ。ん？」

　将悟は兄の威厳を見せつけようと、大きく胸を張った。

「あのね、百万光年って何メートル？」

「…………」

「ねぇ～、何メートルぅ～？」

「俺が悪かったです。ごめんなさい」

　思わず土下座する将悟だった。

　ちなみに一光年は約九兆四六〇〇億キロメートル。百万光年なら、その百万倍である。



　　　　§



　勉強を再開しようにも、座ってるだけで汗が噴き出る将悟の部屋では、とても宿題なんかする気になれなかった。暑さに頭がボーッとして、問題を解くどころじゃない。

　というわけで数十分後、将悟と雅は自習のため学校へとやって来た。図書室ならクーラーも効いているだろうと考えたのだ。

　別館校舎の図書室前に着くと、将悟は額ひたいの汗を拭ふきながら戸に手をかけた。

　……が、戸を引いても動かない。

「あれ……閉まってる？」

　もう一度扉を引いても動かない。鍵かぎがかかっているらしい。

「せっかく来たのに開いてないじゃん」

　暑さにうんざりした顔で、雅が声を上げた。

「おかしいなぁ。夏休み中も開いてるって聞いたんだけど……」

「あら？　将しよう悟ごさんに神かん凪なぎさん。図書室に用事ですか？」

　振り返ると、数冊の本を抱えた女子生徒が立っている。

　こんな暑い中でも涼しげな印象の、透き通るような美少女だった。さらさらと流れる長い黒髪は、小川の清流すら思わせる。

　将悟たちのクラスメイトである、鶴つる眞ま心こ乃の枝えだ。

「心乃枝？　学校に来てたんだ。――図書室で自習できないかなって思ったんだけど」

「図書室が開くのは、夏休み中は週に二日だけですよ」

「心乃枝も図書室に来たんじゃないの？」

「わたしはパンフレットの資料作りに使った本を、返しに来たんです」

　心乃枝は図書室前の廊下に置かれた返却ボックスの中に、持ってきた本を置いた。

　用事はそれだけらしく、図書室は開かないままだ。

「あ～ん、あたし溶けてバターになっちゃうよぉ」

　雅みやびが暑苦しく両手をバタバタ振り回した。

「なぁ心乃枝、ほかに自習できるところないかな。クーラーがあって涼しい教室」

「そうですねぇ……。職員室はどうですか？　今なら小こ都と里り先生もいますから、勉強も見てもらえますよ」

「せっかくの夏休みに、先生に見られて勉強したくないぜ……」

「ホントよ、ホント。鶴眞さん、職員室で宿題なんて、本気で言ってんの？」

　あまりの優等生な回答に、将悟と雅は、うえぇ……とげんなりした顔になった。

「わたしだったら、すごくいい環境だって思うけどなぁ。――でしたら、生徒会室に来ますか？　扇風機ならありますけど」



　というわけで二人は、心乃枝に連れられて生徒会室に来た。

　奥の机に国くに立たち凜りん香かが座っている。将悟と雅の顔を見ると、ちょっと驚いた目を向けた。

「センパイがた、今日はなんの用ですか？　――私服で登校するとは、夏休み中とはいえ気がゆるんでいますわよ」

　さっそくマジメにお説教する生徒会副会長である。

「家で勉強しようと思ったんだけどさ、エアコン壊れちまって勉強どころじゃなくて」

「そうよ、灼しやく熱ねつ地獄だったわ。しかも将悟なんか、シャツ一枚でベッドに寝そべってんだもん。恥ずかしいったらありゃしない」

　パイプ椅い子すに座って扇風機の風に当たりながら、雅はぶつぶつ文句を言った。

　将悟も隣に座って涼みながら室内を見まわした。

　生徒会室のホワイトボードには、マジックで『深み流りゆう院いん学園　臨海学校準備委員会』と書かれている。長テーブルには小冊子の山がいくつも積み上げられていた。

「心こ乃の枝えは生徒会室で、臨海学校の準備なの？」

「クラス委員会と新聞部共同で、生徒用のパンフレットを作ってたんです。完成が遅れちゃってて、昨日なんか二年生のクラス委員も総出で」

「そんなだったのか。大変だったんだな」

　心乃枝はパンフレットを将しよう悟ごと雅みやびに渡してくれた。

　パンフレットのタイトルは『臨海学校丸ごと楽しんじゃおうＭＡＰ』。……野外学習というより、思いっきり観光気分のノリだ。

　雅はパンフレットを広げて、早くも青い海の写真に目をキラキラさせ始めた。

「楽しみ～。あたし、臨海学校のためにニュー水着買ったんだよ！　将悟はヤらしい目をするから、見せてあげないけど！」

「ふふ、わたしも水着買っちゃいました。泊まるホテルにはプールもありますし、近くの海岸にはプライベートビーチがあって、思う存分泳げるそうですよ。――将悟さん、ヤらしい目で見るの禁止ですからね」

「二人とも、なんで俺おれがヤらしい目で見るの前提なんだ」

「だって将悟、どうせエッチぃ水着着てほしいとか思ってるんでしょ」

　雅が白い目を向ける。

「お、俺はそんなこと思ってないってば」

　話題を変えるように、将悟は生徒会室にいる凜りん香かに声をかけた。

「国くに立たちさんも臨海学校の準備委員会なの？　一年生だから参加しないんじゃ？」

「もちろんわたしは参加しませんわよ。今日は生徒会の用事で登校しているだけですので。――まったく、参加できるものならしたいですわ」

「へぇ、国立さんも臨海学校に行きたいんだ」

　すると凜香は不満そうな表情を浮かべて、つかつかと将悟の前に歩いてきた。

「帝みかど野のセンパイ、パンフレットの中を見てください。実に納得がいきません」

　言われて、パンフレットを開いてみた。

　書かれているのは、ホテルの温泉紹介や、周囲の散策マップや、近所にある飲食店の食べ歩きマップなどである。観光雑誌の紹介記事を切り貼ばりしてまとめたものらしい。

「臨海学校は自然に親しみながら勉学にいそしむための行事です。本来、こんなお遊び目的で参加するものではありません」

　マジメな凜香らしく、不満げにぶつぶつと文句を言った。

「いいですこと？　センパイがたは、決して観光目的などでなく……」

「あーっ、見てよコレ！　『滝に打たれる露天岩いわ風ぶ呂ろ温泉』だって！　入りたいな～」

「ここのお店では、名産品フルーツを使ったケーキが出るんですよ！」

　しかし凜香の声もどこへやら、雅と心乃枝はパンフレットを見ながらキャーキャーはしゃいでる。

「く……。わたしが参加できるなら、センパイがたの浮ついた気分を引き締めて差し上げましたのに……」

「はは……。国くに立たちさんは、来年の臨海学校でがんばればいいじゃないか」

「えぇ当然ですわ。来年こそは、このわたしがしっかり計画を立てて学校側に提案いたします。早朝の起床と大自然の中のマラソン、漁業の体験学習、森林浴をしながらの野外特別授業、帰りはお世話になった宿泊施設の掃除まで、身も心も引き締まる理想的な臨海学校を実現させてみせますから！」

「き、期待してるよ……」

　来年の臨海学校はさぞかし大変そうだなぁ……と思ってしまう将しよう悟ごである。

　凜りん香かは、まだはしゃいでる心こ乃の枝えと雅みやびを横目でにらみ、ぶつぶつ文句を言いながら奥の席に戻った。

「それにしても、臨海学校かぁ」

　目を閉じると、将悟の頭には真まっ青さおに広がる空と海が浮かび上がった。

　砂浜でたわむれる、クラスメイトの女の子たち。みんな肌もあらわなビキニの水着を着て、「あははは～」って笑いながら水しぶきをかけあっている……。

　――これこそ、女の子と親密になるチャンスじゃないか！

　雅という本当の妹が見つかった今――将悟はいよいよ、深み流りゆう院いん学園にやってきた目的の達成に向けて努力しなければならない。

　生涯愛しあえる伴はん侶りよとなる女性と出会うこと。

　それが父の熊くま五ご郎ろうから遺言で託された、帝みかど野のグループ社長を継ぐための最後の条件だ。

　今までは、将悟と結婚しようという謎なぞの『妹』に惑わされていた。誰だれが妹なのか疑心暗鬼になって、女の子たちと親密な関係を築くことができなかった。

　だけどもう、将悟の恋愛を阻むものはない！

　期待に胸を膨らませながら、日程を確認しようと壁のカレンダーを見た。

　深流院学園の臨海学校は、二年生を対象におこなわれる。三泊四日の日程で海辺のホテルに泊まり、自然に囲まれた中で社会学習をするのだ。

「あれ？　ていうか俺おれ、臨海学校の申し込みしてなかった気が」

　夏休みは家族旅行に出かけたり、実家に帰省する生徒も多い。だから参加は強制ではなく、希望者を募集する形式だ。事前に申し込みしなければ参加できないのだ。

「将悟さん、臨海学校に参加しないんですか!?」

「なんでよ!?　泳ぎたくないの!?」

　心乃枝と雅が同時に叫ぶ。

「いや……うっかり参加申し込みするの忘れてた……」

「なんで忘れるんですか！　せっかく、新しい水着見せてあげたかったのに……」

「そーよそーよ、将しよう悟ごの忘れんぼ！　そんなにあたしの水着見たくないわけ!?」

「ヤらしい目で見られたくないんじゃなかったのかよ。じゃあ俺おれ、臨海学校行けないのか……」

　ガックリ、意気消沈してしまう将悟である。

「ふぁ～っ、今日も暑いね～っ」

　生徒会室の扉が開いて、生徒会長の天てん導どう愛ま菜なが入ってきた。

　将悟と雅みやびに気づいて、目をパチクリさせる。

「あれっ。将悟くんに雅ちゃん！　どうしたの～？」

「図書室で自習しようと思って来たんだけどさ、開いてなかったから、生徒会室で涼ませてもらってたんだ。ほら雅、俺たちジャマから、そろそろ出ようぜ」

　雅をうながしながら立ち上がったとき、心こ乃の枝えが口を開いた。

「あの、将悟さん。臨海学校の参加、天導会長に頼んでみたらどうですか？　準備委員の委員長でもありますから、なんとかなるかも……」

「でも臨海学校って数日後だろ？　さすがに遅すぎるだろ」

　心乃枝はちょっと悲しそうにうつむいた。

「わたし……将悟さんと一緒に行きたかったですし……」

　――そりゃ、俺だって心乃枝と行きたいけど……。

「将悟くん、臨海学校行かないの～？」

「行かないっていうか、申し込み忘れててさ……」

　将悟は愛菜に、参加申し込みを忘れた事情を話した。

「そりゃ、今からでも参加できるならしたいけど、無理だよな」

　愛菜はあごに指先を当てて、少し考えこんだ。

「ん～、そうでもないよ。昨日になって、海外旅行に行くって言ってキャンセルした子がいるから、なんとかなるかも～」

「えっ、ほんとに!?」

「よかったら、愛菜から先生に相談してあげようか？」

「た、頼むよ、天導会長！」

　将悟はさっそく渡された申込用紙に必要事項を記入して、愛菜に手渡す。

「ふふっ、よかったですね、将悟さん」

　心乃枝がにっこりほほ笑んでくれた。

「これで一緒に行けるな。――そうだ、お礼にパンフレット作り、俺も手伝うぜ」

　しかし愛菜は首を横に振った。

「気にしなくていいよ～。あとは配るだけだから、手伝ってもらうことないし」

「なんか頼みっぱなしで悪いなぁ。ほかに何か、手伝えることないかな」

「う～ん、だったら、これから愛ま菜なの用事につき合ってくれるかな？　運びたい荷物があるから、男の子がいてくれると助かるの～」

「おぅ、いいぜ。任せとけ」

　将しよう悟ごはドンと胸を叩たたいた。

　――こりゃ今日は宿題どころじゃないな。

「ってわけだ、雅みやび。悪いけど、先に帰っててくれる……」

　言いながら雅の顔を見て、言葉が続かなかった。

　雅はじっと立って、取り残されそうな悲しげな目で、将悟を見つめている。

「あ、いや～悪い。天てん導どう会長、俺おれ、やっぱり今日は手伝えないや」

「都合悪いの？」

「雅と宿題する約束になってたんだよ。まだ全然進んでないしさ。――な、雅」

　再び雅に声をかけると、彼女はあわてて両手を左右に振った。

「いいわよ宿題なんて。暑くて勉強どころじゃないし、あたしのことは気にしないで」

　――だけど今、悲しそうな顔してたじゃないか。

　しかし無理に笑顔を見せる雅を前に、何も言えない。

「あたし帰るね。将悟、サボらないで働いて、臨海学校のお礼するのよっ」

　雅はいつもの元気な様子に戻って、一人、生徒会室から出ていった。
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　三十分ほどでパンフレットの整理が終了し、心こ乃の枝えは凜りん香かと一緒に帰っていった。

　残った将悟は、約束どおり愛菜を手伝うため、二人で学校の外へ出た。

　まだ陽ひが高い真夏の午後、道のコンクリートからは熱気が立ちのぼっている。

「将悟くん、なんか元気ない顔してるよ～？　木陰で休もうか？」

「暑いんじゃないよ。ただ……雅のことが、ちょっと気になってさ……」

「雅ちゃん？　雅ちゃんが心配なの？」

　雅が将悟の妹だと知っている人は少ない。知ってるのは、将悟が深み流りゆう院いん学園に編入して以来、一緒に『妹』騒動に巻きこまれた心乃枝や凜香たち、数人の女の子だけだ。

　そして愛菜も事情を知っている一人である。

「さっき雅が俺のこと、不安そうに見つめててさ。なんか、取り残されそうな顔で」

「取り残されちゃう？」

「雅、今日こんなこと言ってたんだ。『ずっと家族として一緒にいられるのかな』って。――俺と雅って、兄妹だってわかりあったばかりだろ。まだお互い家族として信頼しきれてないっていうか……雅みやび、いつか俺おれと離れちまうなんて恐れを、抱いてるのかな」

「それで、今日は雅ちゃんと宿題するって言ったんだね」

「断られちまったけどな」

「そうだね～……。今は、雅ちゃんが将しよう悟ごくんを信頼できるようになるまで、一緒にいてあげるしかないんじゃないかな」

「やっぱり、そばにいてやるしかないのか……。だよな。家族だもんな」

　愛ま菜なの言葉は正しい。ほかに雅と兄妹としての信頼を得る方法なんて思いつかない。

　だけど将悟には、生涯の伴はん侶りよを探すという大切な目的がある。ずっと、雅ただ一人を見ていてあげられるわけじゃない……。

「……将悟くん、雅ちゃんのことが重荷なのかな？」

　愛菜の言葉に、将悟は胸を針で刺されたような痛みを感じた。

「重荷だなんて、そんなことないさ。――だけど、今まで妹と一緒じゃなかったから、どんな距離感で接したらいいか、わかってないのかもしれないな」

　恋人でも友だちでも、ただのクラスメイトでもない、同じ年ごろの異性。

　生まれたときから一緒だったら、自然とお互いの距離感も作れたんだろうけど。

「ダメだな、俺。こんなことじゃ雅の信頼なんて得られないぜ」

「深く悩みすぎだよ～。臨海学校で楽しく遊べば、みんな不安なんて吹っ飛んじゃうよ」

　よく考えてるんだか考えてないんだか、気楽な声の愛菜である。

　けれど今は、彼女ののん気さに気持ちが軽くなる気がした。

「ところで天てん導どう会長。こんな暑いのに、何しに行くんだ？　荷物運びって聞いたけど」

「あのね、愛菜、臨海学校でイベントするの～。それで必要な衣装を借りに行くから、将悟くんに運ぶの手伝ってほしいなぁって」

「イベントって、何をするのさ？」

　聞くと、愛菜は両腕の肘ひじを曲げ、手を幽霊のようにダランと垂らした。

「き・も・だ・め・し～。ふひひひひ～」

　目を細めて口の端を曲げ、アヤしい笑いを浮かべる。

「き、肝試し……!?」

「そうなの～。ほら将悟くん、今、ビクッてしたでしょ～。ヒヤッてしたでしょ～」

「いや、びっくりしたんじゃなくて……」

　将悟は思わず、ぷっと噴き出してしまった。

「あっ、ひどいよぉ！　なんで笑うの～!?　ぷっ、て！　ぷっ、てぇ～!!」

「だ、だって肝試しってさ……俺たち、高校二年だぜ？　いくらなんでも怖がるやつなんかいないだろ」

「そんなことないよ！　将悟くん、こないだお化け屋敷に行ったとき怖がってたもん！」

　六月に将しよう悟ごが風紀委員をしていたころ、愛ま菜なと凜りん香かとの三人で遊園地に行ったことがある。あのときのお化け屋敷は、確かに怖かった。将悟も愛菜も震え上がったほどだ。

「でも遊園地のはプロが作ったアトラクションだろ？　いくらなんでも天てん導どう会長の肝試しじゃなぁ。怖いってより、ほんわかした気分になりそうだぜ」

「ぷぅっ。愛菜の肝試しは身の毛がよだつほど、と～っても恐ろしいんだから！　血が凍りついても知らないよ！」

　愛菜は両手に握り拳こぶしを作って、ぷっくりほおを膨らませた。本気で怒ってるらしい。

　――ったく、怖がりなくせに怖がらせるのは好きなのかよ。

「悪い悪い。夏の定番だよな。肝試しくらいあったほうが、風情が出るってもんだ」

　まだ納得いかない顔で、愛菜はむぅーっと将悟をにらみつけている。

　ちょっと子供っぽい性格が、愛らしい丸顔によく似合う少女。ところどころクセっ毛のある、長くて柔らかそうな髪。

　愛菜のくりくりと大きな目で見つめられ、将悟はドギマギしてしまった。

「そんなに、にらまないでくれってば」

「だって将悟くん、愛菜のこと笑うんだもん。ぷいっ」

「ほら、荷物運びでもなんでもするからさ、機嫌直してくれよ」

「こわ～い肝試し作るの、手伝ってくれる？」

「……わかった。協力する、協力するから。天導会長には、臨海学校参加の恩もあるし。俺おれでよかったら手助けするよ。すっげー怖い肝試しにしてやろうな」

「約束だよ～」

　愛菜はうれしそうに、かわいらしい笑顔でうなずいた。



「……って、お化けの衣装を探しに行くんじゃなかったのか？」

　学校から二十分ほど猛暑の中を歩いてたどり着いたのは、緑色の屋根をした、オシャレな西洋風の建物だった。

　大通りから一本中に入った道にある、落ち着いた雰囲気のカフェだ。

　店の看板には『りりかる☆しすたぁず』と書かれている。

「暑いから早く入ろ～」

　愛菜が入り口の扉を開けると、カランカランと鐘の音が店内に鳴り響いた。

「うらめしや！　お兄ちゃん！」

「うらめしや！　お姉ちゃん！」

　サッと両りよう脇わきに浴衣を着たの女の子が二人立って、明るく笑顔で出迎えてくれた。

　よく見ると、頭にネコ耳の飾りをつけて、おしりからしっぽが出ている。

「あっ、天導会長に帝みかど野のセンパイ！」

　店員の女の子の一人は、以前もこの店でお世話になったくるみさんだ。将しよう悟ごたちと同じ学校に通う一年生で、本名は樫かしの木き来くる実みという。

「来実さん、お久しぶり。アルバイト続いてるんだね」

「はい、おかげさまで店も順調なんですよ。人手が足りないくらいで」

　見ると、半分ほどの席がお客さんで埋まっていた。クーラーの冷風が扇風機で送られ、店内はほどよい涼しさだ。避暑に来ている人も多いのだろう。

「へぇ～、よかったね。……さっきの『うらめしや』ってのは何？」

　来実さんは着ているピンクの浴衣を見せるように、くるりと一回りした。

「今週は『納涼！　萌え萌え幽霊っ娘こデー』なんですよ！　センパイたちも思いっきり怖がって涼しくなってくださいね」

「涼しくなるにはずいぶん元気のいい幽霊のような……。そのネコ耳としっぽは？　ネコ耳メイドのときにも見たけど……」

「今日は妖よう怪かいネコマタのコスプレしてるんです！　しっぽも二本あるんだにゃん！」

　――わかりづれぇ……。

　どうにもツッコミにくい気分の将悟である。

　来実さんに案内され、将悟と愛ま菜なは店内の席に座った。

「俺おれはアイスコーヒーもらおうかな」



    

  
    
      



    

  
    
      「愛ま菜なはトロピカルジュースとイチゴのアイスエクレア！」

「まいどうらめし～！　恨みを込めて作るから待っててね、お兄ちゃん、お姉ちゃん！」

　来くる実みさんが厨ちゆう房ぼうのほうに行ってしまうと、将しよう悟ごはあらためて愛菜に向かいあった。

「それで天てん導どう会長。わざわざエクレア食べに来たんじゃないよな？」

「そんなわけないよ～。嵯さ峨が良らセンパイと約束してるんだけど……」

　見まわしていると、店の奥のほうで何かがモゾモゾと動き出した。

　高さ一メートルほどもある灰色の円筒形が、ガコガコ揺れながら将悟たちのテーブルに近づいてくる。奇妙というか異様というか、一度見たら目が離せなくなる光景である。

「なんだ……？　煙突が歩いてる？」

「違うよ～、あれ、井戸だよ」

　近づいた物体をよく見ると、石畳の模様が描かれている。上部にはやぐらが組まれて、ロープで吊つるされた木の桶がゆらゆら揺れていた。

　動く井戸はテーブルの前まで来て止まった。将悟と愛菜が凝視する中、またガサゴソと音がして、井戸の口から何かが飛び出した。

「うわっ！　……って、センパイ……？」

「アイスコーヒーとトロピカルジュースにイチゴアイスエクレア、お待たせだぞ～」

　井戸の中から立ち上がったのは、大きな丸いメガネをかけた少女だった。死に装束みたいな真っ白の浴衣を着て、グラスやケーキを乗せたトレイを持っている。

　将悟たちより一学年上の三年生、嵯峨良芽め依いだ。彼女は亡き母親よりこの店舗を受け継ぎ、新装開店させてオーナーとなったのだ。

「わぁ～、おいしそ～っ」

　愛菜は目の前に置かれたジュースとエクレアを、さっそくモフモフと食べ始めた。たちまち口のまわりがイチゴクリーム色になってしまう。

「どうでもいいけど嵯峨良センパイ。なんなんですか、その仮装大賞みたいな格好は」

　呆あきれて聞くと、芽依はムッとした顔でアイスコーヒーをテーブルに置いた。

「仮装大賞ではないぞっ！　帝みかど野のはこの心底震え上がるコスプレがわからんのか!?　怪談も知らぬとは、なんて教養のないやつだ」

「あーはいはい。わかってますって。お菊さんのコスプレって言うんでしょ？　『お皿が一ま～い』とか言ってくださいよ」

「何を勘違いしてるんだ。そんなコスプレなどするわけなかろう。皿を割ったらもったいないではないか。当店は飲食店なのだぞ」

「違うんですか？　それじゃ、なんのコスプレ……？」

「ふふん、教養のない帝野に特別に教えてやろう。わたしはサダコ！　の～ろ～い～の～ビ～デ～オ～」

　芽め依いは両手をクロールみたいに大きく動かした。這はい寄るマネをしてるらしい。

　――やっぱりわかりづれぇなぁ……。

　またしても、ツッコミどころがつかめない将しよう悟ごである。

「天てん導どう会長。センパイの店に来たのって、このコスプレ衣装借りるつもりじゃ……」

「そうなの！　嵯さ峨が良らセンパイ、お話ししたとおり、臨海学校の肝試しでお化けの衣装を使いたいんです」

「うむ。店にあるコスプレ衣装から、好きなのを持ってくといいぞ」

「よかったぁ～！　ありがとうございます！」

「礼はいらん。これも学園行事を充実させるためだ」

「へぇ……。センパイ、意外と気前いいんですね」

　将悟は感心してしまった。

「わたしほど学園想いの生徒はいないからな。肝試しの道具に『スポンサー・りりかる☆しすたぁず』と大きく書いてもらうだけでかまわん」

　ちゃっかり宣伝を忘れない芽依である。



　そうしてお化けの衣装探しを始めて約二時間後。

　将悟は芽依の家の階段に腰を下ろして一休みしていた。

　二階の住居部分の奥にある衣装庫には、たくさんのコスプレ衣装があった。

　愛ま菜なはいろんな衣装を試着しては将悟に見せて検討し、試着しては検討し……を繰り返し、どんどん時間が過ぎ去ってしまったのだ。

　今も衣装室では、愛菜が別のコスプレ衣装に着替えている。

「はぁ……。天導会長、まだこだわるのかなぁ」

　店にいた芽依が階段を上ってきた。

「どうしたのだ、帝みかど野の？　思春期の娘に部屋を追い出されて途方に暮れているくたびれた中年オヤジみたいな顔しているぞ」

「……やけにリアルな例えはやめてくださいって」

「わたしのコレクションから、お気に入りは見つかったのか？」

「案外難しいですね。どの服もかわいい系のデザインだから、怖がらせるための衣装ってなるとなかなか見つからなくて。天導会長はまだ探してますけど、いいのあるかなぁ」

　背後で衣装室の扉が開く音がして、廊下をトタトタと歩いてくる音がした。

「しょう～ご～く～ん」

　妙にくぐもった愛菜の声が聞こえる。

「天導会長。いい服見つかっ……うわぁっ!?」

　振り返ったとたん、将悟は驚いて階段を転げ落ちそうになった。

　すぐ背後に、巨大なオレンジ色の頭をつけた怪人がいた。

　真っ黒な禍まが々まがしい三角形の目に、裂けるほど開いた大口。

　カボチャだ。数十センチものパンプキン・ヘッドが、ドスンドスン両りよう脇わきの壁に頭をぶつけながら歩いてくる。

　レオタードの体がふらついて、酔っぱらいのような千鳥足で将しよう悟ごの眼前に迫っていた。

「前が見えないよぅ～」

「ハロウィン衣装を選ぶとは、さすがは深み流りゆう院いん学園の生徒会長。センスが段違いだ」

「ていうか天てん導どう会長、転びますよ！」

「頭が重くて～、うまく歩けないの～っ」

「目のつけどころはいいが、着こなせてないぞ。ほら、もっとしっかりかぶるのだっ」

　芽め依いは愛ま菜なの前に立ち、ピョンとジャンプしてカボチャ頭をぐいっと押しこんだ。

　カボチャ頭がストンと落ちて、愛菜の頭にスッポリはまる。

「ひゃふんっ」

　カボチャ頭の口から愛菜の顔がのぞいた。

「これこそハロウィンの主役、等身大ジャック・オー・ランタンだぞ！　トリック・オア・トリート！」

　愛菜はカボチャ頭についたマントをヒラヒラさせた。

「ど、どうかな～？　似合ってる～？　この服、怖い～？」

　――肝試しでこれを着るのかよ。

　将悟は暗い墓場から飛び出す、巨大カボチャ頭の愛菜を想像してみた。

「確かに怖いな。夜道にこんなカボチャがいたら、いろんな意味ですげー怖いぜ……」

「ほんと!?　やったぁ！　それじゃ最初の衣装は決まりだね～！」

　愛菜は大喜びでピョンっと飛び上がり……

「はわっ!?」

　着地した瞬間に全身のバランスを崩し、ブリッジの格好で後ろ向きになって倒れ、カボチャ頭がドスンと床についた。

「ひん、頭が重くて起きられないよ～っ、た～ふ～け～て～」

　ひっくり返ったカメみたいになって、手足をバタバタさせる愛菜だった。



　　　　§



　芽依の店からの帰り道、将悟はあの巨大カボチャ頭を背負い、さらに何着かのコスプレ衣装を抱え、学校まで運んだ。すれ違う通行人はカボチャにギョッとして脇へ避けるし、その度に愛菜は「みんな怖がってる～」なんて喜んでいた。

　――たぶん怖いのは、このくそ暑い中汗だくになってる俺おれの顔だったと思うぜ……。

　運び終わって愛ま菜なと別れたときは、もう陽ひの沈みかけた薄暗い夕刻だった。

　将しよう悟ごはすっかり疲れた体で帰路を歩いていた。

「しっかし汗でベトベトだぜ……。帰ったら着替えないと。――んっ？」

　アパート前の曲がり角を折れたとき、すぐ前に一人の少女の後ろ姿があった。

　両手にはスーパーの買い物袋を持っている。長ネギが飛び出していた。

　うだるような暑さなのに、長なが袖そでの黒いブラウスの上に厚手のカーディガンを羽は織おっていた。おかっぱに切りそろえられた後ろ髪の下から、白いうなじがちらりと見える。

　――柚ゆず璃り奈な!?

　思わず立ち止まると、気配に気づいたらしく、少女が振り返った。

　大人おとなびた雰囲気の整った顔立ちと白い肌。間違いなく柚璃奈だ。

　なぜか口にマスクをして、気けだるそうな目で将悟を見つめる。

「あら、帝みかど野の将悟。相変わらず冴えない顔ね」

　柚璃奈は指先でマスクを下げ、不機嫌な声を出した。

「悪かったな。――買い物か？　夕飯でも買ってきたのかよ？」

「別に。何買おうとわたくしの勝手でしょう。詮せん索さくするつもり？」

「詮索なんかしてねぇって」

　宝ほう生しよう柚璃奈。将悟のはとこ、つまり遠い親しん戚せきの少女だ。

　中学生で、深み流りゆう院いん学園入学の受験勉強のため、将悟の隣の部屋に住んでいる。

　だが――可か憐れんで美しい顔の下には、将悟を欺き、社長への道から引きずり降ろそうとする恐るべき悪意の表情を隠していた。

「ふふ、どうしたのかしら？　腰が引けてるわよ。将悟お兄さま」

　柚璃奈は挑発的な笑みを浮かべた。

「お兄さまなんて呼ぶんじゃねぇよ。俺の妹は、雅みやびただ一人だ」

「あらそう。素晴らしい兄妹愛だこと。醜い遺産相続に明け暮れる世の兄弟姉妹に見せつけてやりたいわ」

「いちいちトゲのあるやつだな。マスクなんかして、夏風邪でも引いたのか？」

　すると柚璃奈は「くっ」と憎々しげに歯ぎしりした。

「あの電器屋……本気で冷凍倉庫用の空調機持ってくるなんて、なんの嫌がらせかしら。何がフリーズドライ対応よ。あやうく冷凍マグロにされるところだったわ」

「よくわからんけど冷房病かよ。暑いからって、クーラーの効かせすぎは体に悪いぞ」

「うるさいわね。――いいこと、帝野将悟。エアコンを選ぶときはよく考えなさい」

　柚璃奈は再び口にマスクをすると、背を向けて自室に歩いていく。



　部屋に戻った将しよう悟ごは、汗に濡ぬれたシャツを洗濯カゴに放ほうり込み、シャワーを浴びた。

　まだ蒸し暑いけど、昼の猛暑よりはマシだ。居間に戻ってシャツを着替えると、サッパリした気分になる。

　何なに気げなく座卓の上を見ると、教科書やノートが開きっぱなしになっていた。

「雅みやびとの宿題、あまり進まなかったな……」

　生徒会室で去り際に見せた不安そうな顔が、脳裏に焼き付いていた。

　――雅、俺おれと離れてしまうかもって不安なのかな。

　もしも今、俺に恋人ができたら……雅の心は、傷ついてしまうのか？

「……電話かけてやるかな」

　今ごろ雅は、女子寮の部屋に一人でいるかもしれない。

　約束の宿題ができなかったお詫わびと、楽しみな臨海学校のこと。

　彼女との会話を思い描きながら、机の上の携帯電話を取ろうと手を伸ばす。

　電話に触れようとした瞬間、突然呼び出し音が鳴った。

　携帯を手にとって見ると、液晶パネルに表示された発信者は……

『非通知着信』

　一瞬将悟の頭に、『妹』を名のった謎なぞの声がよみがえった。

　――ま、まさか……な。もう終わったことだろ。

　もう妹が誰だれなのか判明している。正体を隠して『妹』などと名のる人間など、いるはずがない。たまたま誰かが非通知でかけただけだ。

　将悟は通話のボタンを押して、電話に出た。

「もしもし」

　しかし、電話の向こうは沈黙している。

　――イタズラ電話かよ。

　電話を切ろうとしたとき、受話器から声が流れてきた。

『もしもし。わたくしの声が聞こえますか』

　声を聴いた瞬間、将悟の背筋が緊張に固まった。

　普通の声じゃない。しかし聞き覚えのある声。

　電話の向こうから聞こえてきたのは、ボイスチェンジャーで機械的に加工された少女の声だった。間違いなく、あの『妹』の声だ。

『お元気ですか。――将悟お兄さま』

「だ、誰だ!?」

『わたくしは将悟お兄さまの、妹です。幼いころに生き別れた、ただ一人の妹です』

　将悟は頭が混乱しそうになった。

　――妹？　俺の妹は、雅だって判明したじゃないか。

「さては雅みやびなのか？　そうなんだろ？　おい雅、妙なイタズラしないでくれよ」

『お兄さまは、まだ信じているのですか？』

「信じてる？　何をだよ」

『わたくしこそが、真の妹。お兄さまと結婚する、真実の妹なのです。いいですか、お兄さま。偽物の妹なんかに惑わされてはいけません』

「何を言いたいのかちっともわからんぞ！　お前、雅じゃないのか？　だったらお前なんか知らない！　俺おれの妹は雅だ！　ほかの誰だれでもねぇ、覚えておけ！」

『そんなに怒らないで。愛するお兄さまに叱しかられたら、悲しくなってしまいます』

「俺が愛するのは本当の妹だけだ。お前みたいな偽物じゃない」

『お兄さまったら妹を愛して、結婚したいとおっしゃるのですね』

「家族としてだ！　家族として愛してるんだ!!」

　頭痛がしてきた。こんな相手とは、話すだけ時間のムダだ。

「とにかく切る。もうかけて来なくていいからな」

『お兄さま。わたくしを無視したらどうなるか、わかっているのですか？』

　電話の相手は突然押し殺した口調になった。

　冷徹な雰囲気に、通話を切りかかっていた将しよう悟ごの指が思わず止まってしまう。

『このままでは今後、お兄さまのまわりで不幸な出来事が起きるでしょう』

「不幸な出来事？」

『将悟お兄さまのそばに集まった女たちが、次々不幸な目に遭あうのです。事件、事故、病気……。これは逃れられない宿命なのです』

「おいまさか、心こ乃の枝えや雅にヘンなことするつもりじゃないだろうな!?」

『……わたくし、許せません。お兄さまと結ばれるのはわたくしなのに、お兄さまをたぶらかそうとするなんて……。これは警告です。わたくしから愛いとしのお兄さまを奪えばどうなるか、彼女たちにはっきり教えてあげなければ』

　思いつめた言葉に、将悟はゾッとした。

　蒸し暑い中、妙に冷たい汗が背筋を流れる。

「脅迫か？　脅迫なのか？　心乃枝たちを人質に取ってるつもりなのか!?」

『人聞きが悪い。将悟お兄さまがわたくし以外の女と仲良くするから、親切に警告してあげているのですよ』

「おい……落ち着いて話せ。俺はお前が誰かも知らないんだぞ。わたくし以外の女、とか言われても困るだろ」

『お兄さまはわたくしだけを愛する。それこそが正しい運命なのです。運命を歪ゆがめれば、必ずひずみが生じるのです』

　――なんだ、この『妹』は……。病んでるぜ……。

『それではごきげんよう、お兄さま。浮気なんかしないでくださいね』

「ち、ちょっと待て、まだ話が――」

　電話は切れ、受話器からツー……という回線音が流れてくる。

「なんだったんだ、今のは……？　不幸な出来事って……」

　どことなく不気味な言葉を思い返しながら、ふと将しよう悟ごは気がついた。

　――そもそもなんで『妹』の声で電話できたんだよ!?

　ボイスチェンジャー変換による『妹』の音声は、特殊な携帯電話でしか作成できない。

　芽め依いの発表した音声変換理論を元に開発されたものの、発売中止となった携帯電話。その電話がなければ、『妹』にはなれないのだ。

　――つまり今の『妹』は、ボイスチェンジャーつき携帯電話を持ってるってことだ。

　どうやって手に入れたんだろうと考え……ハッと将悟は思い当たった。

　あわてて机の引き出しを開け、奥に手を伸ばす。

　これまで次々に現れた『妹』たちの正体を明かしてきた将悟は、最終的にボイスチェンジャーつき携帯電話を手に入れていた。

　もう誰だれにも使われないよう、机の引き出しの奥にしまっておいたのだ。

　だから今も、ここに青い流線形の携帯電話が……

「……ない……!?」

　机の中をまさぐっているうち、将悟は血の気けが引きそうになった。

　どんなに探しても、携帯電話が見つからない。

「しまった……。盗まれた……のか……」

　――誰が盗んだんだ……。

　けど、待てよ。俺おれの部屋から盗まれたってことは……『妹』は、俺の部屋に入ったことのある人間だ！

　今までに部屋を荒らされた形跡はない。だから空き巣に盗まれたとは考えにくい。

　将悟がボイスチェンジャーつき携帯電話を手に入れたのは、六月の終わりごろ。風紀委員会をめぐっての一騒動が解決した時期である。

　六月の終わりから、八月初めの今までに将悟の部屋に入った人は……

　心こ乃の枝えと雅みやび。

　二人は、何度も将悟の部屋に来ている。隙すきを見て電話を盗むタイミングもあった。

　けれど彼女たちに、今さら『妹』になる理由があるとは思えない。

　となると、ほかに将悟の部屋に入ったことがあるのは……

　柚ゆず璃り奈な。

　隣室に住む柚璃奈は、先月に引っ越してきたとき、挨拶のため将悟の部屋に入っている。その後も何度か来ている。電話を盗める機会もあったはずだ。

　――なるほど、柚ゆず璃り奈なが携帯電話を盗んだんだな。

　柚璃奈の目的は、将しよう悟ごを帝みかど野のグループの社長にさせないこと。そのためには、将悟が伴はん侶りよとなる女性と出会うのを妨害すればいい。

　だから『将悟と仲良くした女が不幸になる』なんて脅迫をしてきたんだ。

　確信し、将悟はベランダに面したガラス戸から顔を出した。

　外はもう暗い。隣室の戸は閉められ、カーテンの隙すき間まから部屋の明かりが漏れている。

「柚璃奈！　何を考えてるのか知らねぇけどな、脅迫したってムダだ！　俺おれは絶対に、心こ乃の枝えや雅みやびに手を出させないぞ！」

　思いきり言ってやると、スカッとした気分だ。満足しながら室内に戻った。

　と、しばらくして――家のインターホンがピンポンピンポンピンポンピンポーン!!　とけたたましく鳴り響いた。

　あわてて出ると、柚璃奈が立っている。

　マスクをして、だるくてしんどそうな目でにらみつけていた。

「うるさい黙れっ叫ぶなっ!!　頭がガンガンするでしょっ！　わたくしを殺したいの!?　いいかげんにしろシスコン色情魔!!」

　心底イラついた声で怒鳴り散らし、アパートの壁をガンッと一ひと蹴けりする。

　衝撃で柚璃奈は頭をふらつかせ、ぜーはーと肩で息をした。やはり体調が悪いらしい。

「蹴るなよっ！　おい柚璃奈。俺の部屋から電話持ち出しただろ!?　さっき『妹』だって電話してきただろ!?」

「何言ってるの？　妹の妄想にふけるなら一人で勝手にしてちょうだい、このサル」

　吐き捨てるように言って、しんどそうな足取りで自室に戻っていく。

　――さ、サルって……。

　年下の中学生の罵ば詈り雑ぞう言ごんに、情けなくうなだれる将悟だった。

　しかし……柚璃奈の心底バカにした目つき。たった今話したばかりの『妹』と同一人物とはとても思えない。体調も悪そうだし。

　――柚璃奈は『妹』じゃないのか？

　いいや、騙だまされちゃダメだ。彼女は昔、天才とまで言われた子役女優だったのだ。人を欺く演技など朝飯前だろう。

「柚璃奈……。お前が何をたくらんでようと、俺は必ず生涯の伴侶と出会って、社長になってみせる。帝野グループを、卑劣な連中の思い通りにさせないからな」

　自らの決意を再確認するように、将悟は一人、つぶやいた。



    

  
    
      


２章　夏休みは、山に、海に、妹に！





　数日後。いよいよ待ちに待った臨海学校の日になった。

　朝から快晴で、雲一つない青空が広がっている。午前九時前、将しよう悟ごが荷物をつめたバッグを持って深み流りゆう院いん学園の正門前に向かうと、もう三台の大型バスが並んでいた。

「将悟く～ん、おはよ～」

　バスの手前に愛ま菜なが立っていた。脇わきに置いたダンボール箱から、先日作っていたパンフレットを一部取り出して、将悟に渡してくれる。

「おはよ、天てん導どう会長。パンフレット見させてもらうぜ。――乗物酔いは大丈夫そう？」

「酔い止め薬飲んだから平気～。チョコレートキャラメル味の酔い止めだから、よかったら将悟くんにもあげるよ」

「……い、いや俺おれは乗物酔いしないから」

　むしろ甘ったるさに気持ち悪くなりそうな薬である。

　愛菜は別のクラスなので、乗るバスも将悟たちとは違う。彼女に軽く手を振って、将悟は先頭のバスに向かった。

　校門の柱の陰に、一人の少年……に見える少女が立っていた。さわやかな白のワイシャツに、スラッとしたジーンズ、頭にはハンチング帽をかぶっている。

　将悟の姿を見ると、笑顔で駆け寄ってきた。陽ひ射ざしに、白い歯がキラリと反射する。

「やぁ将悟くん。今からお出かけかい？」

「衣い楠くす。バスに乗らないのか？」

「残念ながらボクは見送りさ。臨海学校には参加しない予定でね。念のため、こっちに残ろうと思ってるんだ」

　水みず谷たに衣楠は帝みかど野のグループ内の特殊組織に所属している少女だ。現在は将悟を『妹』がらみの陰謀から守る目的で、深流院学園に在籍している。

「もう俺の妹は見つかったけど……まだ何か、気になることがあるのか？」

　すると衣楠は顔を寄せ、声をひそめた。

「――瀬せ利り秘書の動向が気になる。注意して見張らねば」

「そうか……。早く真実を母さんに伝えられるようになるといいんだけど」

　母はまだ瀬利秘書の正体に気づいていない。

　知らせたいのは当然だけど、瀬利秘書の陰謀を説明したら、自然と妹――雅みやびのことも話さなければならなくなる。今はまだ、黙っているしかない。

「当分は泳がせたほうがいいだろう。瀬せ利り秘書のバックに、どんな黒幕がいるかもわからないからね」

「衣い楠くす……。苦労かけるな」

「これも帝みかど野のグループのためさ。ボクは将しよう悟ごくんの将来にかけているんだよ」

　将悟は、新しい『妹』の電話について話そうか迷った。

　が、やめておいた。衣楠の負担を増やすような気がしたからだ。

　今回の『妹』は、柚ゆず璃り奈なのしわざに違いない。正体さえわかっていれば、何も恐れることはない。惑わされず、女の子との青春を謳おう歌かすればいいのだ。

「俺おれのことは心配しないでくれ。妹は見つかったんだ。あとは生涯の伴はん侶りよとなる相手さえ見つければ、父さんの試練をクリアできる」

　衣楠は目をうるませ、ガシッと将悟の両手を握った。

「がんばってくれ、将悟くん！　本当はボクも臨海学校に同行し、二十四時間態勢でつきっきりになって守りたいんだ！」

「つきっきりって……」

「キミと遠く離れることがこんなに辛つらいなんて……この気持ち、わかってくれるかい!?」

「わわ、わかった、わかったから落ち着いてくれって」

　背後から「きゃあっ」と黄色い悲鳴が上がった。

　いつの間にかバスの窓から女子生徒たちが身を乗り出して、真まっ赤かな顔で将悟と衣楠を見つめている。パシャパシャと携帯電話のカメラで写真を撮りまくっている。

　結局バスの発車時刻まで、握った手を離してくれない衣楠だった。



　将悟たちを乗せたバスは、一路、臨海学校へ向けて出発した。街中を進みビルの谷間を抜けて、高速道路を走る。

「将悟さん、いよいよですね。どんなホテルに泊まるのかなぁ」

　バスの一番後ろの座席で、将悟の右隣に座る心こ乃の枝えが言った。

「むーっ、鶴つる眞まさん、将悟と相部屋じゃないから間違えないでよねっ」

　将悟の左隣の雅みやびが口を尖とがらせる。

「相部屋だなんて間違えてませんっ。どうせ神かん凪なぎさんと同じ部屋ですよー」

「将悟～、一緒に海で泳ご～ね～」

　雅は無視して、将悟の腕に抱きついた。

「二人とも、バスの中でまでケンカするなって。雅もそうくっつかないで」

「だってぇ～」

　ぷくっとほおを膨らませて見上げる。

　――妹ってわかってから、ずいぶん甘えんぼうな性格になった気がするなぁ。

　でもこんなふうに甘えるのは――また兄妹が離れてしまわないかという、不安の裏返しかもしれない。

「よーし雅みやび。思う存分泳ごうぜ。俺おれだっておニューの水着買ったんだからな」

「将しよう悟ごの水着なんて見たくないもーん」

　つーんと拗すねた顔で、そっぽを向いてしまう雅である。

「なんでだよ……。無理して高い水着選んだのに……」

　車内の座席では、参加者の女の子たちがトランプをしたりおしゃべりしたり、きゃあきゃあ元気に騒いでいた。

「……なぁ心こ乃の枝え。なんか、女の子ばかりじゃないか？」

「自由参加ですし、この学校の臨海学校は毎年こんな感じらしいですよ」

　元々、生徒の七割ほどが女子である深み流りゆう院いん学園だ。その上、臨海学校の参加者を募ったら、参加者の九割以上が女子になってしまったのである。

　男子たちはバスの前のほうに固まって、すっかり存在感が薄くなっていた。

　担任の小こ都と里り先生が正面に立って、バスガイドみたくマイクを手に取った。

「よっしゃー、お前ら臨海学校の準備はいいかー!?　覚悟はできてるかー!?　集団生活で迷惑をかけるなよ！　旅のしおりを復唱できるまで熟読するんだぞ！」

　手に持った『旅のしおり』を振り回し、いつにも増してハイテンションである。

「消灯は十一時！　起床は七時！　いいか男子ども！　女子の部屋に夜よ這ばいいするんじゃねーぞっ!!」

「はいっ！」

　前方の座席に座る男子生徒の一人が元気よく手を上げた。

「なんだ!?　佐さ々さ木き!?」

「僕たちは、小都里先生の部屋にしか夜這いをかけません!!」

「このイカレポンチがぁーっ!!」

　ベシベシベシ!!　……と、小都里先生が旅のしおりで佐々木を往復ビンタした。

「せんせーはな、夜這いされるより夜這いするほうが好きなんだよっ！」

「こ、小都里先生に……夜這いされたい……」

　ほおを真まっ赤かに腫はらしながら座席に沈み込む佐々木であった。

　そんなこんなで、バスは都市部を抜けて山間部に入っていく。

　窓の外には緑の木々に覆われた山地が続き、ふもとには田畑が広がっている。

　バスに三時間ほど揺られ、何度目かのトンネルを抜けたとき――

「あっ、見てよ！　海、海！」

　雅が右手の窓の先を指さし、うれしそうに叫んだ。

　山と山の間から、遠く広がる青い太平洋が見える。

「きれいですねぇ……」

　心こ乃の枝えがうっとりした声でつぶやく。

　将しよう悟ごたちが住む町とはまったく違う田舎町の光景。真夏の陽ひ射ざしに包まれて、山の緑と海の青がつややかに輝いている。

　さらに一時間ほどして、バスは海沿いの町へたどり着いた。

　漁港の脇わきの道路を走り抜け、蛇行する山道を上っていく。やがて正面に、山の森に囲まれた大きな建物が見えてきた。今日から宿泊するシーサイドホテルだ。



　太平洋に面して突き出した、小さな岬。長さ三キロほどの岬の全体が小高い山になっていて、深い森林に覆われている。自然豊かな土地ながら人の手が加えられ、森を散策できる遊歩道や広々とした芝生、そしてキャンプ場などがある。

　岬の根元の山腹に大きなホテルが立っていて、森と海を見晴らしながら過ごすことができる――将悟たちの臨海学校の舞台は、そんな土地だった。

　ホテルのダイニングレストランでランチを終えたあとは、先生による臨海学校のオリエンテーションだ。午後三時過ぎになってようやくホテルにチェックインすると、生徒たちは荷物を持って各部屋に向かった。

「いや～、伸び伸びするなぁ」

　将悟は自分の宿泊する部屋に入ると、さっそくベッドで大の字になって寝転んだ。

　十畳ほどもある、広々とした洋室。大きめのベッドが二つ並び、海を見下ろせる窓の近くには、くつろげるようなソファやテーブルがある。

　冷蔵庫や液晶テレビまで完備されて、泊まるには申し分ない部屋だ。

「ほんとにこんな部屋、一人で使っていいのかなぁ」

　臨海学校の生徒は、本来、二人で一部屋を使うことになっている。

　しかし将悟は申し込みが遅れたのと、男子生徒の人数の都合から、一人で宿泊部屋を使うことになったのだ。もっとも、ほかの生徒たちが四階以上の部屋なのに対し、将悟だけ三階の部屋になってしまったのだけど。

「ま、これ以上高望みしたらバチが当たるよな」

　ベッドでくつろいでいると、携帯電話がメールの着信音を鳴らした。見ると、心乃枝からのメールだ。

『将悟さんもビーチで泳ぎませんか？　みんな集まってますよ』

　今日はディナーの時間まで自由行動だ。生徒たちはそれぞれ好きなように、周辺の森を散策したり、海で泳いだり、ホテルでくつろいだりできる。

「せっかく大自然に来たのに、部屋でごろごろしててももったいないよな」

　将悟はＯＫの返信を出すと、さっそく水着を用意して外に出た。

　ホテルの南側にある裏口から出ると、小さな林を抜ける遊歩道がある。木でできた階段を下っていくと、芝生の広場に出た。広場の先にある石段の下からは、打ち寄せる波音と、海水浴をする生徒たちの声が響いている。

　広場には街灯やベンチつきの東あずま屋やがあった。さらに、海水浴用の更衣室として使える小屋もある。小屋のそばには、ゴムボートや浮き輪が置かれていた。深み流りゆう院いん学園の生徒が海遊び用に持ってきたものだ。

　将しよう悟ごは更衣室で水着に着替え、サンダルを突っかけると、駆け足に石段を下りてビーチへと向かった。

「おー、みんな泳いでるな」

　左右を突き出した崖がけに囲まれた小さな砂浜は、海水浴場というより、プライベートビーチの雰囲気だ。

　午後も深まった陽ひ射ざしの下、水着姿の女の子たちが泳いだり、ビーチバレーをしたり、寝転がって背中を陽に焼いたりしている。

　学校でのスクール水着と違い、各自自前で用意した私服の水着だ。思いっきり大胆なデザインの水着を着ている子も多く……顔なじみの女の子たちの魅力的な姿に、つい見とれてしまいそうになる。

「帝みかど野のく～ん、こっちでビーチバレーしな～い!?」

　まぶしいビキニの水着を着たクラスメイトの女の子たちが、将悟に向かって手を振った。

「あとで遊びに行くよ！」

　手を振って返事をし、将悟はまわりを見まわした。

　――まずは、心こ乃の枝えたちを探さないと。

「よぉーし、お前ら次は砂浜のウサギ跳びだ！　歯を食いしばれぇ!!」

「はいッ！　小こ都と里り先生のためなら山の中海の中ッ!!」

　叫び声のほうを見ると、クマさんのアップリケがついたワンピース水着を着て、竹刀を砂浜に突き立てている小都里先生がいた。

　まわりには、なぜかうれしそうな顔でしごかれている男子生徒の一団がいる。

　――あっちに近づくのはやめとこう。

　抜き足差し足でそーっと、小都里先生たちと反対の方向へと歩いた。

「将悟さ～ん、こっちですよ～っ」

　心乃枝の呼び声が聞こえた。

　駆けていくと、ビーチパラソルの日陰に、心乃枝と雅みやび、愛ま菜なが座っていた。

「もう、将悟おそ～い！　どうせ女の子の水着見てデレデレしてたんでしょっ」

　さっそく雅の毒舌が飛んでくる。

「で、デレデレしてないよ。そりゃちょっとは見てたけどさ……」

　三人の水着姿を前にして、将しよう悟ごはなんだか目のやり場に困ってしまった。

　心こ乃の枝えは白いビキニの水着の上に、薄手のジャケットを羽は織おっていた。雅みやびはフリルのついたワンピースながら、背中が広く大胆に開いた水着である。愛ま菜なは花柄のワンピース水着で、胸元の隙すき間まから深い谷間が見えていた。

「ほらーっ、また将悟、ヤらしい目で見てる～っ」

「またってなんだ、またって！　雅の水着、ヤらしい目で見たりしねぇよ」

「なんでよ！　あたしの水着、魅力ないって言いたいの!?」

「そうじゃなくて！　雅は俺おれの妹だ。妹の水着をヘンな目で見たらサイテーだろ」

「むー……。そうだけどぉ……」

　納得したのかしないのか、ちょっと不満そうに将悟を見つめる雅である。

「――似合ってるぜ、おニューの水着。かわいいじゃないか」

「し、将悟に褒められたくて買ったんじゃないわよっ」

　雅は怒ったような恥ずかしそうな顔で、心乃枝たちの後ろに引っ込んでしまった。

「将悟くん、ラムネ飲まない～？」

　愛菜がクーラーボックスからラムネのビンを取り出した。

「おっサンキュ」

「今開けるね～」

　愛菜が思いっきり激しく、ラムネのビンを上下に振り始めた。

「おい天てん導どう会長、そんなに振ったら危ないぞ」

「だって、シュワシュワ～ってしてたほうがおいしいよ～。ほ～ら、シュワシュワ、シュワ～シュワ～っ♪」

　鼻歌を歌いながら、ビンをマラカスと間違えてるのかってくらい振り乱した。

「えいっ！」

　手のひらで、ビンの口にはまったガラス玉を叩たたいた。

　シュポン！と弾はじける音がして、ガラス玉がビン底に落ちる。

「ひゃんっ！」

　ラムネの液体がジュワッと勢いよく噴出して、愛菜の顔や体にかかった。

「うぅ、冷たいよぅ～」

「だから振りすぎたらダメだって」

「天導会長、大丈夫ですか？」

　心乃枝が愛菜にタオルを手渡した。

「ありがと～……」

　愛菜は顔を拭ふき、それから胸元にたまったラムネの泡を拭き取ろうとする。

　タオルを胸の上部に当てると、押された泡が谷間に流れこみ始めた。

「ひ～ん、水着の中に入っちゃう～」

　愛ま菜なは悲鳴を上げながら水着のネック部分を引っぱって、中にタオルをつっこんだ。

　将しよう悟ごは拭ふいている愛菜から目を背け、ラムネを一口飲んだ。

　ムチャクチャに振っただけに、口の中が痛いほどシュワシュワ炭酸が効いている。

「ねぇ、将悟～。お願いがあるんだけど。これ、背中に塗ってほしいんだ」

　砂浜に立った雅みやびが、ちょっと恥ずかしそうに、半透明な黄色のビンを差し出した。

「……サンオイル？」

「そっ。せっかく海に来たんだから日焼けしないと！」

　サンオイルのビンを手渡され、将悟は戸惑った。

「これ、手で塗るんだよな……？　自分で塗ったほうがいいんじゃないか？」

「手が届かないから頼んでるんじゃん」

　将悟は困った顔で、愛菜や心こ乃の枝えのほうを見た。

　二人とも「塗ってあげなよ～」って顔でニコニコしている。

　――まぁいいか。オイル塗るだけだしな。

　かわいい妹の頼みだ。聞いてやろう。

「よっしゃ、雅。塗ってやるから寝転がりな」

「は～い」

　雅は砂の上にうつぶせになった。

　背中がほとんどむき出しの水着だ。白い肌が陽ひ射ざしを照り返している。

　将悟は雅の横にひざ立ちになって、サンオイルのキャップを開けた。

　――うーむ、どのくらい塗ればいいんだろ。

　ビンのラベルを見てもよくわからない。右手のひらを広げ、そっとオイルを垂らした。

　――このくらいか……？　いや少ないような。

　そろそろ、そろそろ……と手の上でビンを傾けて……

「うわっ」

　つい、ドバッとオイルをぶちまけてしまった。

　手のひらにべっとりオイルが広がり、テカテカに光っている。

「将悟ー？　どうしたの？」

「な、なんでもない。――じゃあ塗るぞ」

　ベトベトになった手のひらを、そっと雅の背中に押し当てた。

「ひゃっ！　ち、ちべたっ」

　雅の背がピクンと跳ねる。

　将悟はとりあえず円を描くように、ゆっくりと右手を雅の背中にすべらせた。

「はぅ……くすぐったい……。なんかぬるぬるしてる……」

「文句言うな。ガマンしてろって」

「だって将しよう悟ごの手つき、なんかイヤらしいし～」

「い、イヤらしくないだろっ！」

「なでまわされてるみたいだもん……」

「あーわかったわかった。こうすりゃいいんだろ」

　なるべく肌に触れないよう、パッパッとはたくような手つきでオイルを塗り始めた。

「あぁんもう、ていねいにしてっ！　塗り残ししたら許さないんだから」

「さっきから注文ばっかだぞ」

「だって将悟なんだから、あたしの言うこと聞いてよね」

　――ったく、ムチャクチャなわがまま言いやがって……。

　こういう生意気妹には、世の中の厳しさってもんを教えてやらんとな。

「よ～し、それじゃあ雅みやび。すっげーていねいに塗ってやるからな～」

　将悟は雅の背を見ながら、ニタッと笑みを浮かべた。

　もう一度オイルでべっとり濡ぬらし、雅の背のまん中に右手を伸ばした。

　そのまま三本の指を立て、つーっと背骨に沿ってすべらせる。

「ひゃひゃひゃひゃっ!?」

　ゾワゾワと雅が体を震わせた。



    

  
    
      



    

  
    
      「な、なななっ!?　し、将しよう悟ごっ、今の……」

「ほらほらー、じっとしてないと、塗りムラができちゃうだろー」

「わかってるわよ。じっとしてるでしょっ。ヘンなことしたら承知しないんだから」

　しばらく、手のひらでていねいに塗って……雅みやびが油断したところで、今度は指先で脇わきの下をツンツンしてやった。

「ひうっ!?」

「ほら動くなよ～。オイルの塗り残しがあるとな、皮が剥むけてヒリヒリして、すっげー痛いんだぜ」

「だ、だからていねいに塗ってって言ってるじゃない……」

「もっちろん。隅から隅まで塗ってやるからな～」

　将悟は両手にオイルをつけると、雅の脇腹を両側から同時にぴとっとなでた。

「ひゃううううっ!?」

「ほれほーれ、ここか？　ここがいいのか～？」

　さらに何度も、雅の脇の下から脇腹にかけて、上に下にしつこく塗り塗りしてやる。

「ひゃひゃ、ひゃめれぇっ!!」

　たまらず雅は転がってあお向けになり、両腕をキュッと閉じながら将悟を見上げた。

　真まっ赤かな顔で涙目になって、唇がピクピク震えている。

　将悟はオイルでテカテカ光る両手をわさわささせながら、雅の眼前に迫った。

「塗り残すなって言ったの雅だしな～。ほーれ、全身くまなーく塗り塗りしてやる～」

「ひ…………っ」

「さぁさぁ～、今度はどこだ～？　足を塗り塗りしてやろうかぁ～？」

　雅はぷるぷると顔を横に振った。

「それともぉ、かわいいお胸に塗ってほしいのかなぁ～？」

　ガゴッ!!

　と、雅のアッパーカットが将悟のあごに炸さく裂れつした。

　フラフラと崩れ落ち、将悟は砂浜に顔を埋うずめる。ノックアウト負けしたボクサーのごとく、真っ白に燃えつきていた。

「くたばれっ！　ヘンタイシスコンエロ兄貴ッ!!」

「……すんません。調子に乗りすぎました」

　結局、最初からオイルを塗り直させられる将悟だった。



「はぁ……やっと塗り終わったぜ……。雅、これでいいか？」

　ようやく雅のサンオイルを塗り終わると、将悟は砂浜にペタンと座りこんだ。

　うつぶせになった雅の頭を見下ろすが、返事がない。

「……雅みやび？」

　彼女の顔をのぞきこむと、目を閉じて、小さく寝息を立てていた。

「将……悟……。手……大きい…………」

　むにゃむにゃと、寝言のような声を出す。

「寝てんのかよ。――ったく、のん気なもんだぜ」

　ぶつぶつつぶやきながら、起こさないようにそっと雅の髪をなでてやる。

「将しよう悟ごく～ん、終わった～？」

　愛ま菜なと心こ乃の枝えが歩いて来た。

　ビーチボールを抱えて、二人で遊んでいたらしい。

「将悟さんと神かん凪なぎさんも、一緒に遊びませんか？」

「雅、寝ちまったみたいなんだ。起きるまで見てるから、二人ともまだ遊んでてくれ」

　すると愛菜が、雅の隣に腰を下ろした。

「愛菜が雅ちゃん見ててあげるから、将悟くん、心乃枝ちゃんと遊んできなよ～」

「でも悪いよ。――ほら雅、起きようぜ」

　雅の体を揺すろうとする将悟の手首を、愛菜は握って止めた。

「ううん、いいの～。将悟くんも、たまには伸び伸びしなきゃ」

　――もしかして天てん導どう会長、俺おれを気づかってくれてるのか？

　将悟は臨海学校に来る前、愛菜にちらっと悩みを打ち明けたことを思い出した。

　唯一の兄として、妹である雅を支えてやらなきゃいけない将悟。

　しかし、いつもいつも支えてばかりでは、疲れてしまう。たまには休息も必要だ。

　……そんなふうに言いたいのかもしれない。

「なら、お言葉に甘えようかな。天導会長、雅のこと頼むな」

　愛菜に感謝しながら、将悟は心乃枝と一緒にビーチを歩き始めた。
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　その後、二人でクラスメイトの女の子のビーチバレーに交ざった。

　遊び疲れたころ、将悟は心乃枝と一緒に、一休みするため上の広場に行った。

　更衣室の小屋の隣に、さっきも見たゴムボートが置かれている。空気を入れて膨らませる、オールで漕こいで進む二人乗りのボートだ。

「こんなボートまで持って来たんだな」

「学校の倉庫にしまってあったんです。せっかくだから持っていって、みんなで使おうってことになったんですよ」

　将悟はボートを見て、それから広がる海を眺め、最後に心乃枝を見つめた。

「一緒に、乗ろうか？」

「……そうですね。せっかくの海ですし」

　心こ乃の枝えはちょっと恥ずかしそうにうなずいた。

　二人はボートを借りて海に出た。

　向かいあって座り、将しよう悟ごの漕こぐオールが海面を打つ。

　心乃枝は羽は織おっていたジャケットをビーチに置いてきて、今は白いビキニだけの姿だ。体を横にひねって海面に手を伸ばしている。

　彼女の体の透きとおる肌色が、陽ひ射ざしを受けてまばゆく照り返していた。

「海、冷たくて気持ちいいなぁ～」

　波をパシャパシャ弾はじきながら、楽しそうに声を上げた。

　やや沖に出たところで止まり、ボートを波間にたゆたわせた。

　ビーチにいる生徒たちは小さく見え、はしゃぐ声も遠くに聞こえる。

「なんか、二人っきりになっちゃいましたね」

「こうして話すのって、久しぶりな気がするな」

「夏休みに入って、学校で会う機会も少なかったですから……」

　実際には夏休み中も何度か心乃枝と顔を合わせている。けれど、毎日のようにクラスで一緒だった日々に比べると、一緒にいる時間もめっきり少なくなった気がした。

　――心乃枝、俺おれのことどう思ってるのかな……。

　将悟が深み流りゆう院いん学園に編入して、一学期が過ぎた。その間ずっと、心乃枝は仲良くしてくれていた。

　でも二人は恋人ってわけじゃない。

　心乃枝は将悟に対する気持ちを、こう話してくれたことがある。

『昔、命を助けてくれた恩を返したい』と……。

　将悟は幼少のとき、心乃枝を交通事故からかばって傷を負った。記憶喪失になったほどの大ケガだ。でもそんなのは過去の話だ。

　――もし恩がなかったら、俺と心乃枝は、どんな二人でいたんだろう。

　こうして仲良くしていられたのか、それとも、ただの他人になっていたのか……。

　わからない。だけど将悟は、どんなきっかけの仲であっても、こうして心乃枝と二人でいる時間を楽しみたかった。

「このまま沖に流されたら、ほんとに二人っきりになっちまうな」

「もう、怖いこと言わないでくださいっ」

「もう少しだけ、遠くに行ってみないか？」

　海も穏やかだし、流される心配はなさそうだ。

　将悟は二本のオールを握り、ゆっくりと漕ぎ出した。

　せめて、ビーチにいる生徒たちの声にジャマされないあたりまで……。

「はぅ……。海に落ちたらどうしよう……」

　心こ乃の枝えは不安そうな顔で海面を見下ろしながら、将しよう悟ごに身を寄せてきた。

　――う……。心乃枝の体、近すぎる……。

　オールを押して上半身を前に倒すと、将悟の顔のすぐ前に心乃枝の水着姿がある。

　もう少しでも前屈みになったら、顔が彼女の胸に埋まってしまいそうだ。

　将悟は気恥ずかしくなって、視線を横に反らした。

「こ、心乃枝……、ちょっと近すぎるかも……」

「えっ……？　将悟さん、なんで横見てるんですか？」

「い、いや……水着が……」

　心乃枝は自分の水着を見下ろして……

「ひゃっ!?」

　小さな悲鳴を上げ、恥ずかしそうに両腕で胸元を隠した。

「あの……将悟さん……。わ、わたしの水着……見たいんですか……？」

　うつむいたまま、心乃枝はボソボソとつぶやく。

「いや見たいっていうか、オール漕こいでて体勢変えられないから」

「でも今、見てたんですよね？　じーって」

「じーっなんて見てないって。目、反らしてたろ」

「じゃあ、わたしの水着……見たくないんですか……？」

「見たいとか見たくないとか、そういうことじゃなくてだな」

「どっちなんですか？」

「どっちって言われても」

「わわ、わたし、その、将悟さんに……見てほしくて……この……あの、その……」

　震える声で言って、オーバーヒートしたようにろれつがまわらなくなる。

「せっかく……新しいの買ったんです……」

「み、見たくないなんて言わないさ。そりゃ心乃枝の水着、見たいけど……」

　いっぱいいっぱいな心乃枝に助け舟を出すように、将悟は言った。

　すると心乃枝は不満そうな顔で口を尖とがらせた。

「ふぅん……。でも将悟さん、さっき目を反らしてたんですよね？」

「それはだから、近すぎるから」

「やっぱり、見たくないんだ」

　心乃枝はボートの上にひざを曲げて座り直し、背筋を伸ばした。

　丸い肩にかわいいお腹にスラッと伸びた太もも。全身の肌が、白く照り輝いている。

　つい、気恥ずかしさに目を反らしそうになるけど……。

　――心こ乃の枝えはもう、妹じゃないってわかりきってるんだよな。

　ちょっとくらいイヤらしい目で見たっておかしくない。妹じゃないんだから。

　むしろ健全な男子の一人として、見たいって思うのが当然じゃないか！

「俺おれ、心乃枝の水着見たい。すっげー見たくてたまらないぜ！」

「わかりました……。そんなに言うなら、しっかり見てくれなきゃダメですからね」

　将しよう悟ごはじーっと心乃枝の水着姿を見つめた。

　大きすぎず小さすぎず、ほどよくふっくらした二つの胸。

　ちょこんとお腹にある、かわいらしいおへそ。

　キュッと締まった腰から伸びる、柔らかそうな二本の太もも……。

「は、はぅ……」

　心乃枝は真まっ赤かになって恥辱の表情を浮かべ、身をくねらせる。

「ごご、ごめん、つい……」

「目を離しちゃダメですっ！」

「ダメって……」

「や、約束ですから、も、もっと……わたしの水着……見てください……」

　そのまま将悟は目を離すことも許されず、心乃枝の体を上から下まで見つめ続けた。

　胸の膨らみに腰のくびれ、張りのある肌の色を、目に焼き付けるほど凝視した。

「はぅ…………。や…………、ん………」

「心乃枝……恥ずかしいんなら無理しないで……」

「は、恥ずかしくないですっ！」

　ヘンなところで強情な心乃枝である。

　そうして、ひたすら長く思える時間が過ぎたころ……

「はふっ……」

　ぽふっと頭から湯気が噴き出るような声を出し、心乃枝はへなへなとくずおれた。

「こっ、心乃枝っ!?」

「わ、わたし……見られてまふ……。隅から隅まで……見られてまふ……」

「しっかりしろ！　心乃枝、しっかりしろぉっ!?」

　十数分後、我に返った心乃枝は、ボートの上で恥ずかしそうにひざを抱えていた。

「そんなに落ちこまないで……。きれいだったぜ、心乃枝の水着姿」

「ひぅ……」

　ますます縮こまってしまう心乃枝である。

　空を見上げると、いつの間にか太陽が傾き始めていた。

「そろそろ戻ろうか？」

「そうですね、あまり沖に出たら危険ですし」

　ビーチはどっちの方向だっけ……と、将しよう悟ごはまわりを見まわした。

「な、なぁ……。なんかヤバくないか？」

　気がつくと、思ったよりずっと沖に来ていた。ビーチの人間が豆粒みたいに小さい。

「どうしましょう……！」

「大丈夫だよ。まだ間に合う」

　幸い、潮の流れは強くない。今から引き返せば、充分ビーチに戻れるはずだ。

　将悟は二本のオールを握り、方向転換した。

「危なかったぜ。手遅れになる前に気づいてよかった」

　ボートがビーチに向けて加速すると、心こ乃の枝えはホッとしたように息を吐いた。

「ほんとですよね。遭難なんてしたら、臨海学校が中止になっちゃいます」

　将悟は急いでビーチに戻ろうと、めいっぱい力を込めてオールを漕こいだ。

　少し焦っていたのかもしれない。つい、力が入りすぎた。

　大きくオールを漕いだ瞬間……ゴトッと何かが外れる音がして、右う舷げんのオールが一気に軽くなった。

「うわっ!?」

　力のバランスが崩れ、将悟は前のめりに倒れそうになる。

「将悟さん!?」

　悲鳴交じりの叫びを上げ、心乃枝が両手を伸ばして将悟の肩を押さえ、支えてくれた。

　なんとか体勢を立て直し、軽くなったオールを見て……将悟は息をのんだ。

「オールが……外れた……？」

　オールの棒に金具がぶら下がっている。オールロックだ。オールロックとは、オールを船体に固定し、漕ぐときの回転の支柱となるパーツである。

　そのオールロックが丸ごと、船体から外れてしまったのだ。

「ま、マズいな……。早くビーチに戻らないと」

　将悟は再び二本のオールで漕ぎ出した。

　しかし支柱の外れたオールは不安定で力が入らず、うまく方向制御ができない。

　ゴムボートは大きく弧を描いて流れ、進行方向がビーチから外れていく。

「こ、心乃枝、携帯電話持ってないか!?」

「ビーチに置いて来ちゃってます……」

「おぉい！　聞こえるか!?」

　将悟はかすかに見えるビーチに向かって大声を張り上げた。

　だが、とても声が届くとは思えない距離だ。

　それでも何度も叫びながら、少しでも陸地に近づくようオールを力いっぱい漕ぎ続けた。



　ボートはゆっくりと流れ、なんとか岬の陸地にたどり着いた。海に面して切り立った崖がけが、すぐ目の前にまで迫っている。

「なんとか漂流しなくて済んだな……」

　将しよう悟ごは崖がけ下したの狭い岩場に立って、ホッと胸をなで下ろした。

　隣では心こ乃の枝えがへたりこんで、まだ顔に恐怖を浮かべたままうつむいている。

　無理もない。あのまま沖に流されていたら、生死に関かかわるところだった。

　ゴムボートを引っぱって岩場に上げると、将悟も心乃枝の隣に座りこんだ。

「ごめん……。俺おれが、調子に乗って沖に出たから……」

　ビーチから離れなければ、こんな大事にならなかった。

　たとえオールが壊れてもなんとか戻れただろうし、叫んで助けを呼ぶことだってできたのに。

　心乃枝は顔を上げ、元気づけるように小さな笑顔を浮かべた。

「しょうがないですよ。助かっただけでも感謝しないと」

「しかしオールが外れるなんてなぁ……」

　将悟はボートの船体に顔を寄せて、外れたオールロックを調べてみた。

　ゴム製の船体の左右に、長方形の強化プラスチック板が貼はりついている。部品を取り付けるマウント板だ。このゴムボートは、マウント板にオールロックのパーツをビス留めする形式になっていた。

　そのビスが取れて、オールロックが丸ごと船体から外れてしまったのだ。

「ビスがゆるんでたみたいだな。最初から危険な状態だったんだ」

「でもヘンですね。臨海学校の前に、持ち出す遊具は点検したって聞きましたけど。異常があったら、修理するか、持って来ないはずなのに……」

「点検ミスしたのかな」

「うーん、けっこう念入りに点検したって聞きましたけど……」

　心乃枝は納得いかなさそうな顔だ。

　奇妙な話だった。このボートは学校の備品だ。しっかり事前に点検がなされていたなら、オールの故障など起きるはずがない。

「じゃあどうして、ビスが取れたんだろ……」

　考えこんだとき――ふと将悟の頭に、ある声がよみがえった。

『お兄さまのまわりで、次々に不幸な出来事が起きるでしょう』

　将悟の電話にかかってきた、『妹』の声だ。

　――まさか……これが、『妹』の言う不幸じゃないだろうな……。

　そんなバカな。電話は何日も前のことだ。

　予言者じゃあるまいし、都合よく事故が起きるわけない。

　誰だれかがわざと引き起こすのでもない限り……。

　そこまで考えて、将しよう悟ごはハッと気がついた。

　このゴムボートは昼間、ビーチの上にある広場の、更衣室の横に置かれていた。将悟が見たとき、生徒たちはビーチにいて、広場には人がいなかった。

　――ボートに細工をした……？

　こっそりオールロックのビスをゆるめ、力を入れて漕こぐと外れてしまうように細工しておいたのか……!?　俺おれと心こ乃の枝えが仲良くするのを妨害するために……？

「将悟さん？　どうしたんですか？」

　不安そうな心乃枝の声で、将悟は我に返った。

「……いや、なんでもないよ」

　――考えすぎだ。どうせ『妹』の正体は柚ゆず璃り奈なだし、彼女は臨海学校に来ていない。

　ただの偶然の事故だ。ビスのゆるみは、やっぱり点検時に見落とされてたんだろう。

「とにかく、まずはホテルに戻らないと」

　二人がいる狭い岩場は、高い崖がけに囲まれている。崖の上には森が広がっていた。

「まいったな。帰り道がないぞ……」

　どこにも上がれるような道がない。ロッククライミングするのも無理そうだ。

「おーい！　誰だれかいないか!?　救助を待ってるんだ！」

　将悟は立ち上がり、崖の上に向かって叫んだ。

　誰かが森にいれば気づくかもしれない。

「どなたかいませんかぁ!?　助けてくださーい！」

　心乃枝も一緒になって声を張り上げた。

　何度叫んでも、返事はない。

　心乃枝がけほけほと小さく咳せきをした。叫びすぎて、のどが痛くなったらしい。

「無理するな。ちょっと休もう」

「でも……」

「何度も叫べば、誰かが気づくって。あわてて声を涸からさないようにしよう」

　再び二人で座りこんだ。ゴツゴツした岩場の上で、おしりが痛くなってくる。

　ふと将悟は、肌寒さを感じた。

　陽ひはだいぶ落ちて、岬の向こうに隠れようとしている。

「夜までに……助かるでしょうか？」

「あぁ……。なんとかしないとな……」

　このまま夜までこの場所にいたら……明かりもない漆黒の中、水着姿のまま潮風に吹きさらしになってしまう。いくら真夏でも、寒さがこたえるに違いない……。

　もう一度叫んで助けを呼ぼうとして、将悟は立ち上がった。

　何なに気げなく海面を見て気づいた。潮位が上がって来ている。いつの間にか、二人が座る岩場のすぐ下にまで波が打ち寄せていた。

「心こ乃の枝え、ここにいたらヤバそうだ。満潮になったら海につかる。もっと上がろう」

　将しよう悟ごは崖がけから突き出た小さな足場に上がった。

　手を伸ばして心乃枝の手を握り、彼女を引き上げる。

「こ、ここなら大丈夫なんですか？」

「足元に草が生えてるだろ。ここまで海面が上がることはないはずだ」

　人が二人、かろうじて立てる程度の狭い場所だった。崖の岩をつかんで体を支えていないと、足を踏み外してしまいそうだ。

「きぃやああああああああぁっ!!」

　突然、心乃枝がけたたましい悲鳴を上げ、将悟に抱きついた。

　将悟は片手で岩にしがみつき、なんとか彼女の体を抱き止める。

「心乃枝っ!?」

「げっ、げっ、げげげっ、げ……」

「どうしたんだよ!?　いきなりキタローの歌とか歌い出して!?」

「げじげじ、いっぱい、げじげじがぁっ!!」

「……げじげじ？」

　震える心乃枝の背後を見ると、岩の表面に、小さな灰褐色の虫が何十匹もいる。

　将悟が顔を近づけると、サーッと波が引くように走り出した。虫たちは一気に岩の隙すき間まに隠れ、姿を消してしまう。

「この虫、ゲジゲジじゃないぞ。フナムシだよ。海辺によくいる虫だ」

「はぅ……そうなんですか……？」

「もういなくなったから、安心しなって」

　しかし心乃枝は将悟にしがみついたまま、離れようとしなかった。

「このまま……。このままこうしてれば、あったかいです……」

　将悟と心乃枝の肌が重ね合わさっていた。今、二人をさえぎるものは、わずかな水着の布地だけだ。柔らかなお腹や太ももが押しつけられ、彼女の髪が将悟のほおをくすぐる。

　密着した心乃枝の体温が伝わってきて、熱い。

「わたし……将悟さんのこと、守ってあげたいですから……」

「心乃枝……」

　将悟は心乃枝の背にまわした手で、そっと彼女の体を押さえた。

　ずっと二人で温めあえば、夜の寒さにも海の冷たさにも耐えられそうな気がする。

　将悟は心乃枝を抱きしめたまま目を閉じ、潮風に混じる彼女の髪の香りを感じていた。

　――なんとか心乃枝だけでも助けないと……。



    

  
    
      



    

  
    
      　心の中でつぶやいたとき……海から、ドッドッと軽快なエンジン音が響いてきた。

「将悟くーん！　心乃枝ちゃーん！」

　振り向くと、一台の大型モーターボートがこちらに向かっていた。

　舳へ先さき近くに愛ま菜なが立って、将しよう悟ごたちに向かって大きく手を振っている。隣には小こ都と里り先生もいて、心配そうに見つめていた。将悟たちの遭難に気づいて助けに来てくれたらしい。

　将悟の心が急に活気づき、心こ乃の枝えの表情に笑顔が戻った。

「おぉーい、こっちは無事だーっ！」

　将悟は手を大きく振って答えた。



　　　　§



　愛菜は将悟たちの乗ったボートが流されたことに気づいて、先生たちに教えてくれたらしい。とにかく警察に連絡を……と相談していたとき、たまたまモーターボートで船釣りに来ていた釣り人が協力をしてくれて、皆で救助に来てくれたのだ。

　救出後、将悟と心乃枝は何度も釣り人に礼を言い、ホテルまで戻ることができた。

　もっとも無理に沖に出た将悟は、すぐに解放されたわけじゃない。ホテルに戻った後に待っていたのは、小都里先生のキツーイお説教タイムだった。廊下に正座させられ、延々と集団行動の心得を聞かされ、間違いなく言えるまで復唱させられたのである。

　やっとお説教が終わったときには、食事の時間もとっくに終わっていた。

「懐石料理のフルコースだったのに……食べたかったなぁ……」

　空腹できゅ～っと鳴るお腹を抱えながらため息をつく。

　将しよう悟ごは風ふ呂ろに入るためタオルと着替えの浴衣を持って、ホテルの廊下を歩いていた。

「しょうがないか……。無事だっただけでも喜ばないと……」

　幸い、将悟たちの遭難は大ごとにならずに済んだ。すぐに愛ま菜なが気づいてくれなかったら、警察沙ざ汰たになっていたかもしれない。

　そんな事態にまで発展していたら、臨海学校は中止の可能性さえあった。

「とにかく風呂を浴びて気分転換しよ」

　男湯ののれんをくぐって脱衣所に入った。衣服を脱いでカゴに入れる。

　タオルだけ持ってガラス扉を開けると、広い大浴場だ。中央にはプールかと思うような浴槽があり、隅にはサウナルームまである。

　中は誰だれもいなかった。お説教されていたため、バスタイムの時間帯とずれたらしい。

「おっ、こりゃ貸し切り状態だな」

　将悟は体をお湯で洗い流すと、浴槽の中に身をひたした。熱いお湯の中に肩までつかり、思いっきり全身を伸ばす。

「ふーっ、生き返るぜ……」

　全身が温まると浴槽から上がって、体を洗った。

　次はサウナルームに入ろうとして、ふと気がついた。

　大浴場の隅に扉がある。扉のプレートに『露天岩いわ風ぶ呂ろ温泉・打たせ湯』と書かれていた。扉を開けると階段があり、上の階に露天風呂があるらしい。

「温泉か！　こりゃ入らねーと損だぜ」

　階段を上ると、岩に囲まれた露天風呂が広がっていた。

　夜空の下、森の木々と広がる海が見渡せる温泉だ。中央には三メートルもの高さの細長い巨岩が、天に向けてそびえ立っている。

　将悟はさっそく温泉につかり、巨岩のふもとまで歩いてみた。

　岩の向こう側から、ジャボジャボと滝の流れるような音が聞こえてくる。

「打たせ湯って書いてあったな。よっしゃ、ここは一つ滝に打たれてみるか」

　将悟は巨岩のふもとを大きくまわりこんで反対側に向かった。

　湯気が立ちのぼる中、岩の上部から、細いお湯の滝が流れ落ちている。

　と、滝の下に先客の後ろ姿が見えた。

　肩を滝に打たれ、気持ちよさそうにたたずんでいる。白い背中がほっそりと美しい。

　――お、女の人!?　混浴だったのか!?

　将しよう悟ごの全身が硬直した。しかも相手は、どう見ても若い少女だ。深み流りゆう院いん学園の女子生徒だったら、明日からどんな目で見られるかわからない。

　将悟は、そーっとこの場を離れようと後ずさりして……

　足をすべらせ、ザブンとお湯の中で尻しりもちをついた。

「誰だれっ!?」

　少女が驚いた声で振り返る。

「ごごご、ごめん、混浴だなんて知らなくて……」

　彼女を見ないように目を閉じながら言い訳した。

「――な……何？　帝みかど野の将悟っ!?」

「あ、あぁ……え、俺おれの名前？」

　なんだか聞き覚えがある声の気がして、思わず目を開けた。

「……柚ゆず璃り奈な？」

　タオルで体を隠しただけの格好で、目を見開いている少女は……。

　間違いない。柚璃奈がすぐ正面に立って、張りつめた顔で将悟を見つめていた。

「なんで柚璃奈がここに……？」

「それはこっちのセリフよっ！　ここは女湯だって知らないの!?」

「女湯……？　だって男湯から通じてたぞ」



    

  
    
      



    

  
    
      「時間で混浴と女湯が替わるのよっ！　今は女性専用！　案内読まなかった!?」

「す、すまんっ、気がつかなくて……すぐ出るから」

　将しよう悟ごは気が動転したまま、とにかく外に出ようと立ち上がった。

　と、お湯から出た将悟の体を見て……

　柚ゆず璃り奈なの顔が引きつり、ピクピク震え、一気に茹ゆで上がったように真まっ赤かになった。

「ひッ……!!」

「ゆ、柚璃奈……？」

　次の瞬間、柚璃奈はぶはっと盛大に鼻血を噴き出し、のけ反りながらぶっ倒れた。

「柚璃奈っ、おい柚璃奈っ、どうしたんだ!?」

「きゅう～っ……」

　あわてて抱えた将悟の腕の中で、柚璃奈は口を半開きにしてぐるぐる目をまわし、だらだら鼻血を流し続けている。

「のぼせたのかな。すぐ外に出さないと危険だ……」

　階段のほうを振り返ったとき、下の女湯から話し声が響いてきた。

「ねぇっ、露天風ぶ呂ろだって～。行って見ようよ～」

「えーっ、混浴じゃないの？」

「へーきへーき、今は女湯の時間だから、男なんていないって」

　深み流りゆう院いん学園の女子生徒らしい。

　男がいるだけでマズいってのに、気絶した柚璃奈と一緒の場面まで見られたら……どんな誤解をされるかわからない。

　また問題行動を起こしたなんて思われたら、臨海学校から強制送還されてしまう！

　――ええいっ!!

　将悟は柚璃奈を両腕で抱え上げ、男湯への階段に向かって走った。

　階段を駆け下りると、そっと大浴場への扉を開ける。

　まだ誰だれも入っていない。一気に横切って脱衣所に向かった。

　――早く、誰も来ないうちに外に出ないと……!!

　まだ気絶している柚璃奈を床に座らせた。体をなるべく見ないようにして浴衣を着せ、タオルで鼻血を拭ふく。

　それから大急ぎで自分の体を拭いて、制服を着た。

　ガラッと脱衣所の扉が開く音が響き、入ってくる足音がした。

　棚の向こうに、宿泊客らしき中年の男性が見える。まっすぐこちらに歩いていた。

　――やべぇっ!!

　将悟は柚璃奈を立たせ、顔が見えないように肩を抱きかかえた。

「い～い湯～だ～な～っと♪　あははん♪」

　大声で陽気に歌いながら柚ゆず璃り奈なを引きずるように歩き、男性客の横を通りすぎた。

　廊下に出ると、再び両腕で柚璃奈を抱え上げ、一気にダッシュした。

　階段を駆けのぼり、命からがら自分の宿泊部屋へと走った。



「ぜーっ、はーっ、死ぬかと思ったぜ……」

　宿泊部屋に戻った将しよう悟ごは、床に両手をつきながら大きく息をした。

　ベッドの上には、浴衣を着せた柚璃奈が横たわっている。

「ていうか、つい部屋まで連れてきたけど……」

　呼吸が落ち着くと、将悟はそっと柚璃奈の顔をのぞきこんだ。

「……おい、柚璃奈。大丈夫なのか？」

　すると柚璃奈のまぶたがピクピク動き、ゆっくりと目を開けた。

「…………？　帝みかど野の将悟……？」

「よかった。――温泉でのぼせて気絶したからさ、休ませようと思って……ははは」

　柚璃奈は体を起こし、実に不機嫌そうな目で将悟をにらみつけた。

　少女の体形ながら、濡ぬれた髪が妙に艶なまめかしい。

「女湯に侵入してわたくしを襲ったあげく、気絶させて部屋に連れこんだってわけね。さすがは帝野将悟。とんだ犯罪者ね」

「誤解だって！　お、女湯になってたなんて気づかなかったし、柚璃奈がいるとも知らなかったんだ。気絶しちまったから、放置するわけにいかなかったし」

「そんなにわたくしの体がほしいの。まるで肉欲に飢えた野獣だわ。あー怖い怖い」

「……人の話を聞けってば。――そもそも、なんで柚璃奈がこのホテルにいるんだ？」

「いたら悪いかしら？　わたくしだって観光旅行くらいするわ」

　観光旅行なんて、絶対嘘うそだ。将悟たちを追ってやって来たに違いない。

　柚璃奈はふふんと小さく鼻で笑い、突然、ベッドにあお向けに寝転がった。

「将悟お兄さま。わたくしと遊びませんか？」

　甘えるような口調になって、将悟を見上げる。

「遊ぶ……？　ホテルのゲームコーナーでも行きたいのかよ」

「男と女が二人っきりで一つの部屋にいるんですよ。遊ぶと言ったら、これしかないではありませんか」

　浴衣の襟に手をかけ、ちらりと開いた。まだ未熟な胸元がほんの少し見える。

「な、何したいんだよっ!?」

「もう……お兄さまったらわかってるくせに。ふふっ、かわいいわ」

「やめろって！　柚璃奈、俺おれのこと嫌いなんじゃないのか!?」

「もちろん。わたくし将悟お兄さまが大っ嫌い。十回ぶっ殺しても殺し足りないくらい」

「だったらなんで誘惑みたいなことするんだ」

「一度、反へ吐どが出るほど嫌いな将しよう悟ごお兄さまに汚されてみたいんです。これもきっと、屈折した愛。心の底からゾクゾクして吐き気けがして壊れてしまいそう……」

「……ついていけねぇ」

「将悟お兄さま。今夜は気持ちいい夢を見させてあげますよ」

「そんな手には乗らねぇぞ！　どうせまた、俺おれを破滅させようとか考えてるんだろ」

「とんでもありません。愛の一夜が、どうして破滅になるんですか？　さ、ウジより大嫌いなお兄さま。わたくしを破壊するような背徳の口づけを」

「俺がキスしようとした瞬間、大声で悲鳴を上げるんじゃないのか？」

　すると柚ゆず璃り奈なは目を反らし「ちっ」と舌打ちした。

「……図星かよ」

「つまらない男ね。もう少し、破滅と情欲の駆け引きってものを楽しめないの？」

「柚璃奈、お前ほんとに中学生なのか……？」

　なんか温泉に入る前より疲れが溜たまった気分の将悟である。

　――まさか、ボートの事故は柚璃奈のしわざ……？

　将悟はふと考えた。オールロックのビスをゆるめたのは、こいつじゃないのか？

「おい柚璃奈。俺と心こ乃の枝えがボートで遭難しそうになったこと、知ってるよな」

「何それ、知らないわよ。遭難？　ドジねぇ」

　柚璃奈はバカにしたような微笑を浮かべている。いかにも何か知ってそうな顔だ。

「まぁいい。じゃあ俺の部屋から携帯電話を盗み出して、『妹』のふりをして脅迫電話をかけたことも知らないとは言わせないぞ！」

「知らないって言ってるでしょ。わたくしだって証拠はあるの？」

　ぐっ……と、将悟は言葉に詰まった。

　確かに、柚璃奈が電話を持ち去り、『妹』になったという確証はない。

　――しかしほかに『妹』になるやつなんかいない！　どうやって柚璃奈を問い詰めたらいいんだ……。

　将悟が悩んだとき……テーブルに置いてあった彼の携帯電話が鳴った。

　手に取ってみると、通話の相手は『非通知着信』。

「え……？」

　おそるおそる、電話に出た。

『もしもし。将悟お兄さまですか？』

　柚璃奈を見ると、ベッドに座ってニヤニヤ笑っている。

　――柚璃奈は『妹』じゃない!?

「だ、誰だれ……だ……？」

『わたくしは、将しよう悟ごお兄さまの妹です。プレゼント、楽しんでいただけましたか？』

　どこか沈ちん鬱うつな押し殺した声で、淡々と話す。

「プレゼントだって……？」

『とってもスリルあるボート遊びだったでしょう？』

　聞いたとたん、将悟は血の気けが引きそうになった。

　――やっぱりあのボート事故は、誰だれかが……『妹』が細工したものなのか!?

「お……お前なのか……？　オールを壊して、俺おれたちを遭難させようとしたの……。どうして、そんなことするんだ!?」

『お兄さまが女の子と仲良くしてるから、わたくし、嫉しつ妬としてしまったんです。わたくしを差し置いてお兄さまとイチャイチャする女の子など……絶対に許せません』

「俺が心こ乃の枝えと仲良くするのを妨害するために、あんな事故を起こしたってのか？」

『そうです。お兄さまが悪いんです。――これからも女の子とイチャイチャしたら、わたくしが許しませんから。何が起きるか、覚悟しておいてください』

「や、やめてくれっ！　女の子たちに危害を加えるんじゃねぇ！　警察に連絡するぞ！」

『わたくしのことは、誰にも話さないこと。もし話したら、また誰かが事故に遭あってしまいますから』

「それも脅迫か……」

『ではお休みなさい、将悟お兄さま』

　電話は切れた。

　――誰だ……。今の『妹』は、誰なんだ……。

　誰が俺を脅迫し、妨害する『妹』は誰なんだ!?

「なんの電話？　お兄さまったら楽しそう。一人でずるい」

　柚ゆず璃り奈なは口を尖とがらせてベッドから立ち上がった。

「遊んでくれないのなら、わたくしは部屋に戻るわ。最上階のロイヤルルームに泊まっているから、寂しくなったらいつでも扉を叩たたきなさい。情欲に身もだえさせてあげるから」

　浴衣を整え、将悟の部屋から出ていく。

　しかし柚璃奈の言葉は、耳に入ってこなかった。呆ぼう然ぜんとしたままベッドに腰掛けた。

　――狙ねらわれている。この臨海学校が……俺のまわりの女の子たちが……

『妹』に、狙われている……。
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　夜、露天岩いわ風ぶ呂ろ温泉に入った雅みやびは、体の前面だけをお湯につけてぷかぷか浮いていた。

「……神かん凪なぎさん、何してるんですか？」

　近くで体にタオルを巻いて温泉につかっている心こ乃の枝えが、不思議そうに聞く。

「背中が焼けすぎてヒリヒリ痛いのよ。将しよう悟ご、サンオイルの塗りかたヘタすぎぃ……」

　裸の雅みやびの背中が真まっ赤かになっている。前面は白いままで、まるでサンドイッチみたいだ。

　そんな雅を見て、心乃枝が「ぷぷっ」と噴き出した。

「笑うなぁっ！　人の不幸を笑うつもり!?」

「笑ってなんかいませんよ。神かん凪なぎさん、温泉は静かに入らなきゃ」

「ふんっだ！　さっきまで『きゃ～、滝がありますよ～』なんてはしゃいでたくせにっ。幼稚園児みたいで恥ずかしかったなぁ～」

　ムッとした顔で、心乃枝はポンと雅の背中を軽く叩たたいた。

「いっ、い、いったあああぁっ!!　ああああ、あにすんのよっ!?」

　雅は悲鳴を上げ、たまらず背中をさすりながら立ち上がった。

「ごめんなさい。ステーキみたいにこんがり焼けてるなぁって思って、つい」

　悪びれもせず謝ると、心乃枝は温泉から上がり、洗い場のシャワーの前に座った。

　体を洗うため、巻いていたタオルを取って、手のひらにボディソープをつける。

　雅はキーッと歯ぎしりしながら、心乃枝をにらみ続けた。

　……ニヤッと笑みを浮かべ、心乃枝の後ろに立った。

「ね～え、鶴つる眞まさん。背中流してあげるぅ～」

「いえ、いいですよ、そんな……」

「いいからいいから。遠慮しないで～」

　雅は心乃枝のタオルを奪い取り――ゴーシゴシゴシゴシゴシゴシゴシゴシッ!!　と超高速で背中をこすった。

「いたっ!!　いたいたいたいいたいです～っ!!」

　真っ赤になってヒリヒリする背中をさすりながら、涙目の心乃枝が振り返った。

「ななっ、なんてことするんですかっ!?」

「へーん、あたしの背中叩いた仕返しよっ！」

　くぅーっと奥歯を噛かみしめながら、心乃枝は雅をにらみつけた。

　シャワーを手に取ると、雅の背後にまわって背中に向け、思いっきり栓をひねった。

「ひゃふっ!?　し、しし、しみるぅっ!!」

「あらぁ～、手がすべっちゃいました～」

　雅は怒り心頭に発して風ふ呂ろ桶を持ち、温泉のお湯を汲くんで心乃枝の顔にぶっかけた。

「へぶっ」

「あははは～っ！　ちゃんと顔洗わなきゃダメよ～」

　心乃枝は負けじと風呂桶にめいっぱいお湯を汲んだ。

　雅も再びお湯を汲んで構える。

　最大量までお湯が装そう填てんされた桶を手に、心こ乃の枝えと雅みやびの視線が激突した。

　……この勝負、先に動いたほうが負けるっ！

　荒野で対決するガンマンのごとくにらみ合い、お互い一瞬の隙すきも見せず……

「くらえぇーっ!!」

「覚悟してくださいっ!!」

　二人は同時に、ザバアァァッ！と相手目がけてぶっかけた。

「はぶぅっ!?」

　……次の瞬間、ちょうど温泉に入ろうとしていた愛ま菜なが、頭からお湯をぶっかけられて、びしょ濡ぬれで立っていた。

「て、天てん導どう会長……」

「いたんですか……」

　学園の生徒会長はニコニコ不気味なほどの笑顔を浮かべて、二人を見まわした。

「心乃枝ちゃんも～、雅ちゃんも～、温泉は静かに入ろ～ね～」

　普段は見ることもできない、恐るべき生徒会長オーラである。

「迷惑かけたら、一晩中ホテルの廊下で正座だから～」

「はぁ～い……」

　心乃枝と雅は背中をビクつかせ、すごすごとおとなしく温泉につかるのだった。



    

  
    
      


３章　妹が妹を狙ねらってる!?





　――『妹』は誰だれなんだ……。

　翌朝、ホテルのダイニングレストランでバイキング形式のブレックファーストを食べながら、将しよう悟ごは考えこんでいた。

『妹』は、将悟が女の子と仲良くなるのを妨害するつもりだ。

　脅迫のため、将悟と心乃枝の乗ったボートを事故に遭あわせたのだ。

　――やっぱり、柚ゆず璃り奈なとしか思えないよなぁ……。

　柚璃奈には動機がある。将悟を帝みかど野のグループの社長にさせないためだ。

　しかし昨夜、柚璃奈が将悟の部屋にいるときにかかってきた『妹』の電話はどういうことだ？　将悟と受け答えをしているから、録音音声などではない。

　間違いなくあのときの『妹』は、柚璃奈以外の人間なのだ。

　――けど不自然じゃないか？

　昨夜の電話は、将悟が柚璃奈と一緒のときを狙うかのようにかかってきた。

　柚ゆず璃り奈なが『妹』じゃないという、アリバイ作りの電話という可能性もある。例えば瀬せ利り秘書のような協力者が近くにひそんでいて、あの電話をかけたのかもしれない。

「将しよう悟ごさん……？」

　とにかく、しばらくの間は油断しないよう気をつけないと……。

「将悟さんってば。さっきから怖い顔してますよ？」

　心こ乃の枝えの声に、将悟は我に返った。

　振り向くと、トレイにバイキングのケーキを盛った心乃枝が立っている。

「そ、そうかな？　コーヒーが苦くて顔をしかめてたんだよ」

　将悟は笑ってごまかした。

　昨夜の電話で『妹』は言っていた。自分のことは誰だれにも話すなと。

　単なる脅しかもしれないけど、ボート事故のことを考えると慎重にならざるを得ない。

　心乃枝の隣には雅みやびもいる。二人でデザートを取りに行っていたらしい。

「見て見て～。水ようかんゼリーだって～。おいしそ～」

　雅は山盛りにしたデザートを見せつけながら席に座った。

「将悟はデザート食べないの？」

「ん？　俺おれはヨーグルトだけでいいや。太るし」

「むーっ、太らないもんっ！　将悟のバカッ」

　禁句を言ってしまったのか、雅がぷっくりと膨れて怒った。

「そうですよ！　ケーキは別腹に決まってるじゃないですか」

　心乃枝まで同調している。

「別腹別腹ってよく言うけどな、別腹で済むならダイエットいらんぞ」

「なんですかっ。無理してブラックコーヒー飲んで苦かったくせに～」

　心乃枝の言葉を聞いて、雅までぷぷっと笑った。

「へー。ダサダサじゃん。あたしみたいにオレンジジュースとアップルジュースとパイナップルジュースにしとけばいいのにな～」

「……よくジュースだけで腹が膨れないな」

　女の子は胃袋の構造が違うんだろうかと、本気で考えてしまう将悟である。

　心乃枝がポケットから、折りたたんでいた旅のしおりを取り出した。

「将悟さん、午後は農場見学コースに参加しませんか？」

「農場見学コース？」

　午後は生徒たちが各班に分かれ、それぞれプログラムを消化する予定だ。しかし将悟は土壇場で臨海学校の参加表明をしたため、どの班に参加するか決まっていなかった。

「わたしと神かん凪なぎさんが参加する班は、町に出て名産品農場を見学に行くんです。フルーツ狩りが体験できるんですよ。地元の名産フルーツを使ったケーキカフェもあるそうですから、みんな楽しみにしてるんです」

「しかもフルーツ狩り経験者は、ケーキ食べ放題、ジュース飲み放題なんだって～」

「……なんか、思いっきり食べること目当ての気が」

　聞かれて、将しよう悟ごは考えこんだ。

　フルーツ狩りをして心こ乃の枝えや雅みやびと一緒に過ごせるなんて、確かに楽しそうだ。

　けど……将悟の頭に『妹』の言葉が響いて消えない。

『お兄さまが女の子と仲良くしてるから、わたくし、嫉しつ妬としてしまったんです』

　――もし俺おれが心乃枝や雅と仲良くしていたら……また、昨日みたいに事故に遭あうんじゃないか……？　『妹』の手によって……。

「誘ってくれてありがとな。――でも俺、午後はホテルに残るよ」

　すると心乃枝と雅は「えーっ」と不満そうな声を上げた。

「なんでよ!?　フルーツケーキ食べたくないの!?」

「持ってきた宿題を片付けたいんだ。家じゃ暑くてはかどらなかったからさ」

　将悟はもっともらしい言い訳をした。

「ちぇ……。将悟と行けるの、楽しみにしてたのになぁ」

　残念そうに口を尖とがらせる雅を見ると、申し訳なくなってしまう。

「でもケーキ食べに行くのなんて、男の子向きのコースじゃないかもしれませんね」

　心乃枝が助け舟を出すように言ってくれた。

「神かん凪なぎさん。今日は、女の子だけで楽しみましょう」

「じゃあ将悟、おみやげ買ってくるから、楽しみに待ってなさい！」

「よろしくな。俺のぶんまでたくさん食ってきてくれよ」

　ホッとしつつも、なんだか残念な気分の将悟だった。
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　午前中は、生徒全員がホテルの近くにある自然文化会館に行き、特別授業を受けた。地元の博物館の館長が来て、この地方の産業の歴史について講義してくれたのだ。

　そして午後になり、生徒たちは社会学習のため町へと出かけていった。心乃枝と雅は、朝話していたとおりフルーツ狩りである。

　将悟は一人ホテルに残って、ロビーのソファに腰掛けていた。

「みんな楽しそうだなぁ……」

　一人になってしまうと、急に寂しくなってくる。やっぱり、心乃枝や雅と一緒に行けばよかったかなと思えてくる。

　――でもダメだ。みんなを危険な目に遭わせられない。

『妹』の妨害を防ぐには、将しよう悟ごが女の子と仲良くしないことだ。

「せっかくの臨海学校なのに……」

　生涯の伴はん侶りよとなる女の子と、出会えるかもしれないチャンスなのに。『妹』のせいで、こんなことになるなんて。

　せめて『妹』の正体さえ突き止めれば、対処法もあるんだろうけど……。

「あれ～？　将悟くん、一人でどうしたの～？」

　落ちこんでいる将悟に声をかけたのは、愛ま菜なだった。

「あぁ……ちょっとな。――天てん導どう会長はみんなと一緒に行かないのか？　心こ乃の枝えや雅みやびなんて、フルーツケーキ食べたいって楽しみにしてたぞ」

「愛菜も行きたかったけど、用事があって行けないの。おみやげ、い～っぱい買ってきてもらうから、大丈夫だよ～」

「用事？」

　愛菜は肘ひじを曲げ、幽霊みたいに両手をダランと下げた。

「肝試しだよ～。肝試しの準備をしなきゃね。ふひひひひ～」

「今から？　肝試しって、明日の夜じゃなかったっけ？」

「そうなんだけど、今日のうちに肝試しのコースを探しておきたいんだ～。明日は明日でイベントもあるし。――将悟くん、ヒマだったら一緒に行かない？」

「え、俺おれも？」

　――俺が天導会長と一緒にいたら……今度は彼女が『妹』に狙ねらわれるんじゃないか？

「俺はちょっと……」

「肝試し手伝ってくれるって言ったじゃない～」

　確かに臨海学校に来る前、愛菜の肝試しに協力するって約束をした。臨海学校に参加させてもらった恩もある。

　だからコース探しをするなら、手伝うべきだろうけど……。

　う～んと考えこんで、ふと思いついた。

　――イチャイチャしなきゃいいんじゃないか？

『妹』は、将悟が女の子と仲良くなるのを防ごうとしている。逆に言えば、一緒にいても仲良くせず、普通の顔見知りとして振る舞えばいいってことだ。

　――それに俺と天導会長って、そこまで親密なわけじゃないしな。

　将悟も何かと生徒会に出入りして、愛菜と親しく話す機会は多い。けれど心乃枝や雅ほど、特別に親しいってわけでもない。これなら『妹』も妨害しないんじゃないか。

『妹』が監視しているかもしれない。キョロキョロとロビーを見まわした。

「しょうがないなぁー。生徒会長の頼みだし、断るわけにもいかないよなー！」

「急に大きな声でどうしたの？　でもありがと～。将悟くん、手伝ってくれて」

「もちろんさー！　俺おれは、イベント運営のために手伝うんだからなー。マジメに臨海学校に参加してるんだぞー。イチャイチャとか関係ねーからなーっ!!」

「いちゃいちゃってな～に？」

「き、気にしないで」

「山道を歩くから、動きやすい服に着替えなきゃ。十分後にロビーに集合ね～」



　約束どおり十分後。将しよう悟ごは濃紺色のジャージ上下に着替え、スニーカーを履き、ロビーに下りてきた。もちろん何かあったときのために、携帯電話も忘れず持っている。

「お待たせ……って」

　先に待っていた愛ま菜なの姿を見て、将悟は唖あ然ぜんとした。

　愛菜が来ている上着は、赤褐色の女子用ジャージだ。しかしジャージのズボンを履かず、上着のすその下から太ももが丸出しになっている。

　短いソックスと白のスニーカー以外、素足のままだ。

「天てん導どう会長!?　ず、ズボン履き忘れてるぞっ！」

「やだなぁ。履き忘れてなんかないよ～」

　愛菜はジャージのすそをまくり上げた。

　ズボンの代わりに、濃紺色の布パンツ……ブルマを履いている。



    

  
    
      



    

  
    
      「ジャージ、ＬＬサイズしかなかったんだ。虫除けスプレーもシューってしたからバッチリ～」

「……なんでブルマなんだよ」

「だってズボンなんて履いたら暑いもん。上もＴシャツにしたかったけど、汗で透けちゃいそうだし」

　将しよう悟ごだって長ズボンのジャージより、体操服と短パンにしたい。けど臨海学校に持ってきてなかったのだ。

「ブルマなんてどこで手に入れたんだ。学校の指定体操服って、女子も短パンだろ？」

「購買で注文すればブルマも買えるんだよ。将悟くんも買ってみなよ～」

「いや俺おれ、男なんで……」

　――う、うーむ……。天てん導どう会長の足が気になってしょうがないぜ……。

　い、いかん……。見とれてたら、『妹』にイチャイチャしてるって誤解されちまう。

「そ、そっかー！　天導会長、すっげー機能的で実用的な格好なんだなー！」

　再び大声を出した将悟を、愛ま菜なが顔にハテナマークを浮かべて見つめている。

「早くコースの選定に行こーぜ。俺たち、ものすごーくマジメに学校行事に参加してるんだもんなー！　イチャイチャなんかしてねーもんなー！」

「またいちゃいちゃ～？」

「な……なんでもない。さ、行こ行こ」

　二人がエントランスのガラス扉から外に出ると、熱気が体にまといつき、直射日光が肌をちりちりと焼く。セミの合唱が空気を震わせていた。

　ホテル前のロータリーを抜け、北側の車道を少し歩くと、森の中へ通じる道がある。

　歩道の左右に樹木が立ち並び、伸びた枝が重なりあって木の葉の天井を作っていた。まさに森のトンネルだ。

「うぅん、気持ちいい～」

　入り口に立って両腕を広げ、愛菜は吹き寄せる風を全身で受け止めていた。

　微風に揺れる森の木々のざわめきを聞いていると、暑さも和らぐようだ。

「都会とは別世界って感じだよなぁ」

　二人は森の道を歩き始めた。土道だけど車も通れるほどの幅広い道で、左右にはぽつりぽつりと街灯も立っている。観光用の遊歩道になっているのだ。

　木と草と、土のにおい。森の道には、むせるほどの有機物の存在感が充満している。

　十分ほど歩くと小さな広場に出た。飯ごう炊さんの石かまどや、木のテーブルが設置された東あずま屋やがある。

「ここは……キャンプ場みたいだな」

「いいなぁ、愛菜もキャンプしたい～」

　愛ま菜なはかまどの前に屈んで、うらやましそうに眺めまわした。

「キャンプで炊いたごはんって、うまいんだよなぁ」

「ねぇねぇ将しよう悟ごくん。山で食べるカレーって、どうしておいしいのかな？」

「やっぱり苦労して山に登って、不便な場所で作った料理は格別なんじゃないかな。一生懸命作って報むくわれた気分になれるっていうか」

「そっかぁ～。一生懸命苦労したほうが、楽しさも倍になるのかなぁ」

「――この臨海学校だって、案外、天てん導どう会長が一番楽しんでるのかもしれないぞ」

「愛菜が？　どうして～？」

「だってさ、パンフレットを作ったり、こんなふうに肝試しの準備をしたり、みんなより一生懸命やってるじゃないか。終わったときには、一番充実感が残るんじゃないかな」

　うふふ、と愛菜はちょっと照れたように、はにかみ笑いをした。

「でもね愛菜、自分のためにやってるんじゃないの。みんなに楽しんでほしいだけ。みんなが参加してよかった～って思える臨海学校にしたいだけなんだよ」

　――天導会長って、心の底から人を楽しませるのが好きなんだなぁ。

　好きなケーキもガマンして肝試しの準備をする彼女の姿に、なんだか頭が下がる思いだ。

　愛菜は立ち上がって、周囲の森を見まわした。

「さ～て、休んでないでコースを決めないとね～」

「どうやって探す予定なんだ？」

「ここからまっすぐ観光用の遊歩道を進むと、展望台のある広場に出るんだって。まずはそこを目指してみようって思うの」

「展望台か……。山の上から海を見渡せたら気分よさそうだなぁ」

「それじゃあ、れっつ・ご～！」

　愛菜は拳こぶしを振りあげ、意気揚々と森の中に歩き出した。



「なぁ、天導会長。本当にこっちの道でいいのか……？」

　数十分後。将悟と愛菜は、森の道を歩き続けていた。

　木々を縫うように、曲がりくねった細い道が続いている。

　一歩踏み外せば見失ってしまうような、心こころ許もとない小道だ。地面は古い落ち葉に覆われ、うっかりすると足をすべらせそうだった。

「こっちに展望台があるはずなんだけど……」

　将悟は先導する愛菜について歩くものの、いつまでも目的地らしき場所にたどり着かず、だんだん不安になってきた。

　右も左も草と土と樹木ばかり。街灯など一本もなく、樹齢何百年というほどの巨木が無数に立ち並んでいる。

　いつの間にか観光用の遊歩道を外れ、森の奥へと入りこんでしまったらしい。

　山の道はあちこちに急きゆう勾こう配ばいの上り坂や下り坂があり、短い距離でも息切れしてしまう。

「どこかで道を間違えたんじゃないか？」

　言われて愛ま菜なは立ち止まり、マップを広げた。

「……ここ、どこなんだろ～……」

「まさか……道に迷った!?　こりゃ、引き返さないとヤバそうだぞ」

「そうだね……。戻ったほうがいいかも……」

　申し訳なさそうな声でうなずく。

　将しよう悟ごはきびすを返し、歩いてきた道を戻り始めた。

「たぶん、まっすぐ道なりに行けば元のキャンプ場に戻ると思うけど……」

「ひゃあっ!?」

　突然背後で、愛菜の悲鳴と、ドサッと派手に転ぶ音が聞こえた。

「天てん導どう会長!?」

　振り返ると、坂の途中で愛菜が尻しりもちをついている。

　将悟は駆け寄って、彼女の顔をのぞきこんだ。

「大丈夫か？　どこか打たなかった？」

「平気……。おしりぶつけちゃっただけ……」

「足とか、ケガしてない？」

　心配しながら見て――愛菜のスニーカーが片方、脱げているのに気がついた。

　脱げたスニーカーは坂を滑り落ちて、数十センチ先に転がっている。

「歩いてたらね、急にスニーカーが脱げちゃったの……」

　将悟は手を伸ばして、脱げたスニーカーを取った。

　愛菜に返してあげようとして……思わず息を飲んだ。

「……見ろよ、この靴」

　スニーカーの靴ひもが切れている。

　ちょうどまん中の部分でちぎれ、スニーカーの穴からひもが抜けかかっていた。靴全体がゆるんで、それで脱げてしまったらしい。

「歩き続けたから、負担がかかったみたいだな……」

　――けど、スニーカーの靴ひもなんて、そんな簡単に切れるもんなのかな？

　将悟はけげんな思いで靴ひもの切れ目を見つめ、ふと気がついた。

　ちぎれた切り口が……半分ほど、スパッと妙にまっすぐ切れている。

　まるで、ハサミで切ったように。

「この靴ひも、誰だれかが切れ込みを入れてたんじゃないか……？」

「切れ込み？」

「あらかじめ、刃物で半分くらい切ってあったんだよ。天てん導どう会長が気づかないまま靴を履いて歩くだろ。急な山道でひもに負荷がかかったとき、切れ込みの部分がぷっつりちぎれたんだ」

　間違いない。これは意図的に作られた罠わなだ。

「そんなぁ。誰だれが切ったのかな……」

「天導会長。そのスニーカー、臨海学校に来てからずっと履いてた？」

「昨日ホテルに着いてからは、外に出るときはずっとスニーカー履いてたよ」

「どこかで置きっぱなしにしなかったかな。第三者に狙ねらわれそうな場所とか」

「午前に文化会館に行ったとき、玄関の下駄箱にスニーカー置いてたけど……」

　今日の午前中、近くの自然文化会館で特別授業があった。

　授業は好きな席に座れる、自由な形式だった。犯人が授業を抜け出して、生徒たちの靴が入った下駄箱に忍び寄ることも充分可能だ。

「てことは、特別授業のときに細工されたのかもな」

「うん……。切られるとしたら、下駄箱に入れといたときしか考えられないもんね……」

「授業は全員参加だったから、臨海学校の生徒全員が容疑者ってことになるのか」

　――昨日と同じだ。オールに細工して俺おれと心こ乃の枝えを海で遭難させようとしたのと同じ。

　今度は靴ひもに細工して、俺と天導会長を山で遭難させようとしているのか!?

「歩かなきゃ……」

　愛ま菜なはひもの切れたスニーカーを履いて、立ち上がろうとする。

「無理だって！　そんな靴じゃ危険だぞ」

「大丈夫。ほら、ちぎれたところ結び直したから」

　――けどなぁ……。平地ならその靴でも歩けるだろうけど、こんな山道じゃ……。

　足場の悪い道を無理に歩いたら、ひもがほどけて、また転んでしまうかもしれない。ケガをしたら、それこそ動けなくなってしまう。

「やっぱりダメだ。無理に歩かせるわけにはいかない」

「立ち止まってても、どうにもならないよ」

　しかし今日の将しよう悟ごは余裕があった。万一に備え、携帯電話を持っていたのだ。

「心配しないで。助けを呼ぼう」

　将悟はポケットから携帯電話を取り出し、画面を見た。

　液晶のアンテナマークのところに『圏外』と表示されている。

「あ、あれ……？　ホテルではつながるのに……」

　通話ボタンを押しても、電波状況が悪いのか電話はつながらなかった。

「マズい……連絡が取れない……」

　将悟は空を見上げた。まだ陽ひは高いけど、いずれ夕方になり、夜になる。

　明かりもない森の中だ。夜は闇やみに包まれ、歩くことすらできないだろう。

　――天てん導どう会長の言うとおり、立ち止まるわけにはいかないよな。

　将しよう悟ごは考え……愛ま菜なに背を向けて屈みこんだ。

「ほら、俺おれの背中につかまって」

「……えっ？　な、なんで～？」

「俺が天導会長をおぶって歩く。それしかないだろ？」

　愛菜は呆ぼう然ぜんとした目でパチクリと将悟を見つめ……

「え、ええええぇ～っ!?」

　戸惑いと悲鳴が入り交じった声を森に響かせた。
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　将悟は愛菜をおぶって、山の森を歩き続けていた。

　背負う愛菜の体重と、転ばないよう慎重に歩くせいで、歩調は今までの半分以下だ。

「将悟くん……大丈夫？」

「あぁ、なんとか……な」

　とはいえ、女の子を一人背負って山道を歩くのは並大抵のことではなかった。額ひたいの汗がにじんで目に入りそうになっても、愛菜のひざの裏を抱える両手を離すことができない。

　背負っているうちに愛菜がずり下がって、重心がどんどん後ろにずれていた。

「まま、待ってくれ。このままじゃ落ちる」

　将悟は片かた膝ひざ立ちになって、体勢を整えた。

「天導会長、落ちたら危ないから、しっかりつかまってて」

　将悟はもう一度、愛菜のひざの裏に手を入れようとした。

「将悟くん、もっと……後ろを持ったほうがよさそうだよ。またずり落ちちゃう」

「後ろって……でもそれじゃ」

　確かに今の持ちかたは、背負った愛菜を支えるには力が入らない。

　けど手を後ろにずらせば、愛菜の太ももに思いっきり触ることになる。

「愛菜、気にしないから……」

　言って、愛菜はぐいっと体を将悟に押しつけた。

　両腕を将悟の首にまわし、背後から抱きつくようにして……

　ふにゅっ……と、将悟の肩に、枕まくらみたいな柔らかい胸の感触が押し当てられた。

「将悟くんが歩きやすいようにして……いいからね……」

　耳元でささやかれた。顔がすり寄せられて、ほおとほおが触れあって、もちもちした肌がペタッと吸いついた。

「そ、それじゃ……持つから……」

　高鳴る鼓動をごまかすように、将しよう悟ごは両手を太もものまん中までずらした。

　――天てん導どう会長の太もも、すべすべしてる……。

「もっと……後ろのほうがいいと思うな～……」

「で、でもっ」

「愛ま菜な……将悟くんに足触られても……気にしないよ～」

「俺おれは別に、触りたいわけじゃなくて……」

「ふぅ～ん。でも顔に、触りたいな～って書いてあるよ～」

　うふふ、と愛菜はからかうように笑う。

「なんだよ、俺がイヤらしい男みたいなこと言って……」

　――で、でも考えてみりゃ……俺の妹は雅みやびだって判明したんだ。

　だったら天導会長の太ももを、ちょっとくらいイヤらしく触ったっていいじゃないか。妹じゃないんだし。

　むしろ健全な男子高校生の一人として、触りたいって思うのが当然だぜ！

「そんなに言うなら……もっと後ろ持つからなっ。文句言うなよ」

　将悟は思いきり、両手で愛菜の足の付け根をつかんだ。

　手のひらに柔らかい肉の感触が広がり、ずしりとした手応えを感じる。

「おっいいぞ。この位置なら、安定して背負えそうだ」

「ひゃふんっ。し、将悟くん……そ、そこ……や……ん……」

　……と、愛菜があえぐような声を出した。

「なんだ天導会長、急に恥ずかしくなった？　触っていいって言ったのは嘘うそかなぁ？」

　さっきのお返しとばかり、将悟はイジワルを言った。

「どーせ俺は、触りたがりだからな～」

　イタズラっぽく、両手で愛菜の太ももを揉もんでやる。

　ぽにゅんぽにゅんと、丸みを帯びた弾力が手のひらを押し返す。

　――て、天導会長の太ももって、マジで柔らかいんだな……。

　心地よさに、つい調子に乗って何度も揉んでしまう。

「んっ……く……あ……ん……」

　背に抱きついたまま、愛菜は息も絶え絶えに身もだえた。

　はあぁんっ……と、やたら艶つやっぽい声が将悟の耳元で響く。

「し、将悟……くん……そ、そこ…………」

「い、いや～、悪い悪い。ちょっと揉みすぎたか。天導会長の足、感度いいんだな」

「そこ……足じゃなくて……お……おし……り……。おしり……揉んでる……よぅ……」

「…………え？」

　固まる将しよう悟ごの後ろで、はぁはぁと恥ずかしく苦しそうな愛ま菜なの息が聞こえていた。



　二人で密着状態になって、さらに森の中を歩き続けた。

　もう、どれほどの距離を進んだのかもわからない。

「おかしい……。元のキャンプ場に戻らないぞ……」

　周囲は見渡す限りの森林が続き、振り返ると自分が来た方向すらわからなくなる。

　正しい道なのか自信も持てないまま、急きゆう勾こう配ばいの坂道を上っていた。

　慣れない山道に加え、愛菜を背負っている。思うように歩けず、方向感覚まで鈍ってしまっているらしい。足首が金輪をつけられたように重く、ふくらはぎは腫はれていた。

　坂を上っていくと、中央に巨木の立つ三さん叉さ路ろにたどり着いた。

「……って、この場所……さっき通った場所じゃないか!?」

　どうやら森の中をめぐりめぐって、一度通った場所に戻ってしまったらしい。

　将悟はヘナヘナと座りこんだ。足がスポンジのようになって、力が入らない。

「すまん……。道を間違えたみたいだ……」

「将悟くん、少し休もうよ」

　愛菜は将悟の背から下りると、寄り添うように座ってひざを抱えた。

「ごめんね……。愛菜、迷惑かけてばかりで……」

「気にするなって。迷ったのは俺おれだしさ」

　二人はしばらくの間、無言で座りこんでいた。

　昼間より少し、風が強くなった気がする。

「愛菜が肝試ししようなんて言い出したから、こんなことになっちゃったのかな……」

「天てん導どう会長が悪いんじゃないよ」

「みんなが楽しい臨海学校になってほしかったのに……将悟くんを嫌な目に遭あわせちゃってるよね……」

「――なぁ、天導会長はさ、どうしてそんなに、みんなを楽しませたいって思うんだ？」

　ふと将悟は、なんとなく疑問に思っていたことを聞いてみた。

「みんなが楽しんでくれたら、愛菜だって楽しいよ～」

「そりゃそうだろうけど……天導会長って、学校を楽しくするために、わざわざ生徒会長になったんじゃないかって気がしてさ。そこまでするなんてすごいなぁって思って」

「すごくないよ……」

　愛菜は少し寂しそうな表情でうつむいた。

「あのね、愛菜、小さかったころあまり友だちいなかったの」

「え、そうだったの？　意外だな」

「あんまり元気な子供じゃなかったから。――一緒に遊んでくれる子ができても、愛菜がつまんなさそうにしてるって言って、だんだん遊ばなくなっちゃう。そういうとき、すごく悪いことした気分になったの。せっかく愛ま菜なと遊んでくれたのに、楽しくない思いをさせちゃったんだって」

「でも天てん導どう会長は、友だちと遊んでつまらなかったわけじゃないんだろ？」

「たぶん愛菜、楽しい気持ちを表に出すのがヘタだったんだよ。――それで考えたの。もっと楽しい顔して、楽しいこと言って、みんなを楽しませなきゃって。みんなを楽しませてあげられたら、きっと仲良くなれるんだって」

　――楽しませてあげられたら、仲良くなれる……か。

　確かに、一緒にいて楽しい友だちがいるのはいいことだ。

　でも……と、将しよう悟ごは何かが心に引っかかった。

「楽しくないと、仲良くなれないのかな？」

「将悟くんは、つまらない相手と一緒にいたい？」

「そりゃ、つまらないよりは楽しいほうがいいって思うけど」

「でしょ？　楽しくないと、ダメなんだよ～」

　ふと将悟は考えた。

　――俺おれの生涯の伴はん侶りよとなる女の子も、一緒にいて楽しい相手を選ぶべきなのかな。

　女の子と恋人になったら、たくさんデートしたり、二人だけで過ごしたり、多くの時間を共に過ごすことになる。

　――やっぱ、楽しいほうがいいよな。俺だって恋人を楽しませたいって思うだろうし。

　なんとなく心がモヤモヤするけれど、ひとまず納得することにした。

「とにかく、臨海学校を楽しくするには、俺たち、早く戻らないとマズいよな」

　将悟はジンジンと痺しびれるふくらはぎを叩たたきながら立ち上がった。

「でも、どうやったら森から出られるのかな」

「そんな大きな山じゃない。まっすぐ歩き続ければ、必ずどこかに出るはずだよ」

「あのね、愛菜、気づいたんだけど……。おんぶしてもらってる間、ちょっとだけ見晴らしがよかったの。もっと高いところから見渡せれば、何か目印になるものが見えるかも」

「なるほど。展望台とかキャンプ場とかの方角がわかれば、道しるべになるもんな。でもどうやって視点を高くしよう？」

　将悟は三さん叉さ路ろの巨木を見上げた。正直、木登りする体力も気力もないけど……。

「しょうがない。このでかい木に登ってみるか」

「そんなことしなくていいよ～。将悟くん、これ以上疲れたら歩けなくなっちゃう」

「けどほかに、高い場所から見る方法なんて……」

「愛菜が見る。愛菜が上から見るから……」

　愛菜はなぜか少し恥ずかしそうに、モジモジと体をくねらせた。

「肩車……して」

「…………はい？」

　と、いうわけで。

　将しよう悟ごは愛ま菜なを肩車するため、屈みこんだ。

「じゃ、乗るね」

　緊張した声の愛菜が、将悟の正面に立つ。ブルマから伸びた太ももが目の前にあった。

　――い、いや、見てる場合じゃなくてだな。

　将悟はぎゅっと目をつむり、じっと愛菜が乗るのを待った。

　愛菜が片方の足を将悟の肩にかけ、体重を預けながらもう片方をかける。

　と同時に……ぐいっと、将悟の鼻が圧迫された。

「むぐっ!?」

　あわてて目を開けると、紺色だった。ザラザラした布地が顔面に押しつけられている。

　……愛菜の履いているブルマだ。

「って、なんで前から乗ってるんだ!?　逆だ、逆!!」

「ひ～んっ、間違えちゃったよぅ～」

「下りて、とりあえず下りて！」

「あ、足が引っかかって下りられない～っ。……んっ……あっ、し、しゃべっちゃダメっ……口動かしちゃダメっ!!」



    

  
    
      



    

  
    
      　……どうにか愛ま菜なは下りて、あらためて後ろから将しよう悟ごの肩に乗った。

　彼女を肩車したまま、ゆっくりと立ち上がる。

「ひ……し、将悟くん、しっかり持っててね……」

　愛菜は緊張した声で両足に力を入れた。

　太ももの肉が、将悟のほおやこめかみをグッと力強く挟む。

　――うぅ、天てん導どう会長の生足……気持ちよすぎるんだけど……。

「て、天導会長……。何か、見えるか……？」

　肩車をされた愛菜は、じーっと森の中を見まわした。

　やがて一点で目を止め、叫び声を上げた。

「あっ！　あれ！　あっちのほうに建物の屋根が見えるよ！」

「キャンプ場の東あずま屋やかな？　行ってみようぜ！」



　将悟は再び愛菜をおんぶして、彼女が見たという屋根の方角に向かって歩いた。

　森の坂道を下っていくと、やがて眼下に一軒の別荘らしき建物が見えてきた。

　なおも進むと、道の先は別荘の裏側に通じていた。

　ついに森が途切れ、二人は建物のまわりに広がる庭に出た。

　目の前には、洋風の石造りの建物が立っている。青いレンガ屋根から四角い煙突が伸びていた。

　やっと平地にたどり着き、愛菜は将悟の背中から下りた。

「こんなとこに出たんだね……。誰だれか住んでるのかな～？」

「道が聞けるかも。玄関にまわってみよう」

　二人は山荘をぐるりと半周して正面に向かった。

　庭は草ぼうぼうで、あまり手入れされている様子がない。

　窓もあちこち割れて、中は薄暗く静まりかえっている。

「お化け出そうだね～」

　見た目はオシャレな建物だけど、全体的に荒廃した雰囲気がある。

　正面玄関の白い扉の前に立つと、将悟は叫んでみた。

「ごめんくださーい！」

　……しばらく待っても、返事はない。もう一度叫んだけど、結果は同じだった。

「住んでる人、いないのか……？」

　将悟は扉の取っ手に手をかけ、軽く引いて見た。

　すると鍵かぎはかかってなく、ギギ……ときしんだ音を立てて開いた。

　中は張りつめたような静せい謐ひつな空気が充満している。小さな玄関ホールで、靴は一足も見当たらない。将しよう悟ごたちは靴を脱いで上がり、奥の戸を開けた。

　十畳ほどの広さの、リビングらしき部屋があった。部屋はからっぽで、家具類は何もない。暮れかかった暖色の陽ひ射ざしが窓から入りこみ、壁や床を照らしていた。

「廃はい墟きよみたいだね……」

　愛ま菜なが将悟の背から、おそるおそるのぞきこんでいる。

「あれ……？」

　部屋を見つめていて、将悟はふと違和感を覚えた。

　――なんだろ……。この妙な感覚……。

「将悟くん？　どうしたの？」

「なんか俺おれ、この家に入るの……」

　頭の奥で、何かがうずくような感覚がした。

「初めてじゃない気がする……。ヘンだな。こんな家、見たこともないのに」

　しばらく考えて、将悟は手を叩たたいた。

「あぁわかった。ほらあれだ、デジャヴってやつだよ」

　テレビか何かで、似たような光景を見たんだろう。

　とにかく、ここには誰だれもいないようだ。将悟は引き返し、玄関から外に出た。

　扉を閉めると、なんだか封印するような気分になってしまった。

「あっ、見て、見て～っ！」

　突然愛菜がうれしそうな声を上げた。

　彼女が指さす方向、別荘の正面の先を見ると、山の中腹のすぐ近くに大きな建物が見える。将悟たちが宿泊しているホテルだ。

「こんな近くにあったのかよ！　……俺たち、岬をぐるっと一周しちまったのか？」

　別荘の正面から幅広い道が伸びていた。整地された土道で、街灯も並んでいる。

　歩いていくと、ビーチの上にある広場に出た。見慣れた更衣室の小屋や東あずま屋やがある。

「よかった～！　愛菜たち、無事に戻って来れた～っ」

「まったくだよ……。もうヘトヘトだぜ……」

　見覚えある光景に安心したせいか、急に力が抜けていくようだった。

　穏やかな海に太陽が沈みかかって、空が赤く染まっている。

　ふと、愛菜が思いついたように両手を打った。

「ねぇ将悟くん。さっきの廃墟を肝試しのゴールにしない!?　この広場からスタートして廃墟まで行って、また戻ってくるの！」

「けど、誰かが所有してる別荘かもしれないぞ？　勝手に入ったらマズいかも……」

「中には入らないで、家の前を折り返し点にするんだよ。外から見ても、夜だときっと不気味だし、みんなビクビク怖がるよ～」

「……まぁ確かに、今歩いた様子じゃ夜に森に入るのは危険だしな。あの別荘までなら道も安全だろうし、肝試しにはちょうどいいかも」

「じゃあ、これで決まりだね！」

　愛ま菜なは地面にマップを広げ、決定したコースに赤線を引いた。

　遠くから車のエンジン音が聞こえた。見上げると、ホテル近くの道路を三台のバスが走っている。町に出ていた生徒たちが戻ってきたらしい。

「無事……でもなかったけど、とにかくコースも決まったし、俺おれたちも戻ろうか」

「将しよう悟ごくん、もう愛菜をおんぶしてくれないの～？」

「カンベンしてください……。俺、明日から筋肉痛で歩けなくなるぜ……」

　将悟は最後に一踏ん張り、痛い足を引きずるように歩き出した。



　　　　§



　ホテルの部屋に戻ると、将悟はベッドに寝転がった。

「天てん導どう会長をおぶって山道を歩くのはキツかったぜ……」

　背中に愛菜の胸の感触が、両手に太ももの肌触りがよみがえった。

「……ま、あれはあれで……役得っていうか……」

　つい、思い出して想像してしまう将悟である。

「しかし……誰だれなんだろう。天導会長の靴ひもを切ったの……」

　考えていると、テーブルに置いてあった将悟の携帯電話が鳴った。

「っと、もうディナーの時間か？　今日こそ食べ損ねないようにしないとな」

　てっきり心こ乃の枝えか雅みやびだろうと思っていた。

　しかし、電話の液晶には……『非通知着信』と表示されている。

　――また、来やがった……！

「……もしもし」

『うふっ、わたくしです。心から将悟お兄さまを愛する妹です。今日はどんな一日でしたか、お兄さま？』

　妙に生き生きとした『妹』の声が聞こえてきた。

「……ずいぶん楽しそうだな」

『ずっとお兄さまのことを考えてましたから』

「お前か？　天導会長の靴ひもを切って、俺たちを遭難させようとしたのは！」

『だってお兄さま、天導会長とイチャイチャしてるんですもの。わたくし、嫉しつ妬としちゃいました。お兄さまと結ばれるのは、このわたくしなのに』

「そんなつもりで一緒だったんじゃない！　天導会長に危害を加えるのはやめてくれ！」

『じゃあ、どんなつもりで一緒だったんですか？』

「臨海学校のイベントの準備だ。肝試しの準備を手伝っていた。それだけだ！」

『ふぅん……。ずぅ～っと森の中にいて、イチャイチャイチャイチャ、あんなことやこんなことまでしてたのに……』

　――『妹』め、俺おれたちのこと見てたのか……？

　いや、あの山道で尾行するなんて無理だろ。どうせ適当なこと言って脅かしてるんだ。

「イチャイチャってなんだ。俺と天てん導どう会長が具体的に何をしたってんだ。言ってみろ」

『そんな恥ずかしいこと、わたくしの口から言わせるのですか？』

「何が恥ずかしいんだよ」

『森の中で天導会長のあんなところ触って、揉もみ揉みして、ぱふぱふして……』

「待て待て待てっ！　お、俺は触っても揉んでもぱふぱふも……」

　――してたような。太もも触ったり、おしり揉んだり、肩車で足に挟まれたり……。

「不可抗力だ……。全部、不可抗力なんだ……」

　将しよう悟ごはガックリうなだれた。

『将悟お兄さまって、なんてイヤらしい。――いいですか。今度女の子と仲良くしたら、どんな目に遭あうかわかりませんよ？　わたくし、絶対に許しませんから』

「ほかの女の子と一緒にいるなって言うなら、お前が出てきて相手してくれたらどうだ」

『心配しなくても、わたくしはいつもお兄さまと一緒です。だって将悟お兄さまと結ばれて、結婚するのはこのわたくしなんですから』

　――何がいつも一緒だ。一緒にいる女の子を次々妨害してるんじゃねぇか……。

　心の中で毒づいたが、ただでさえ疲れているのに『妹』と言い合う気力は残ってない。

『臨海学校もあと半分。わたくしと二人で、いい思い出を作りましょうね』

　甘ったるい言葉を言い残して、電話は切れた。

　将悟は深々とため息をつきながら、ディナーのために部屋を出た。



　今夜のディナーはフランス料理のフルコースだ。ホテル内のレストランで、将悟と同じテーブルに雅みやびと心こ乃の枝えが座っていた。

「ねぇねぇ、フランス料理のナイフとフォークってさ、なんでこんなにたくさんあるのかな～。どれ使おうか迷っちゃうよ」

　テーブルには、丸い皿の両りよう脇わきに三本ずつナイフとフォークが置かれている。

　雅は指先でナイフをツンツン突っつきながら、興味深そうに眺めていた。

　小魚のマリネのサラダを食べながら、心乃枝が解説してあげている。

「コースの料理一品ごとに、外側の食器から順に使っていくんですよ。それぞれ魚用、肉用というふうに、種類が違ってるんです」

　フランス料理のコースでは、前菜、スープ、魚料理、肉料理、デザート……というように、料理が一品ずつ出されるのだ。

「テーブルマナーの授業で習ったはずですけど……」

「な、習ったかもしれないけど忘れちゃったの！　あたしフランス人じゃないし！」

「フランス人かどうかは関係ないような……」

「じゃあさじゃあさ、お箸はしもごはんとみそ汁とたくあんで別々にしたら、リッチな気分で食べれるかな～」

「さ、さぁ……どうでしょうねぇ……。リッチかなぁ……」

　前菜を食べ終えると、ウェイターによって食器が下げられた。

「将しよう悟ごってば～。さっきから黙りこんでるけど、どうしちゃったのよ？」

　雅みやびが心配そうに将悟を見た。

「うん？　別にどうもしてないぞ。このフレンチ最高だな～って味わってたんだよ」

　――いかんいかん、つい『妹』のことばかり気にしちまってた。

「いいか、雅。フレンチのコースってのはな、外側から順番にナイフとフォークを使うんだぞ。間違えるなよ」

「むぅ、今鶴つる眞まさんに聞いたわよっ」

　けげんな顔で、雅と心こ乃の枝えは顔を見合わせた。

「将悟さん、なんか朝からボーッとしてますよ」

「そ、そうかな。気のせいだって」

　しかし将悟にしてみれば、こうして相席しているだけで、心乃枝や雅がまた『妹』に危害を加えられるんじゃないかと気が気でない。

「本当に、何かあったんですか？　午後は天てん導どう会長と一緒だったみたいですけど……」

「知ってたのか？」

「天導会長のジャージが汚れてたから、どうしたのって聞いたんです。そしたら『ずっと将悟くんと森に入ってたの～』って言ってました」

「え、将悟、あたしたちとケーキ食べに行くの断って、天導会長とデートしてたの!?」

　たちまち雅が食いついてくる。

「やっぱり……二人で森林浴デートだったんですね……」

「デートじゃないよ！　天導会長の手伝いしてたんだ。肝試しの準備なんだってば」

「ほんとかなぁ……」

　雅は疑わしそうな目を向けた。

「ちゃんとコースを決めたんだぞ。ビーチの手前にある道を奥に進むと、廃屋の別荘があってさ。雰囲気も出てるし、肝試しのゴールにしようってことになったんだ」

「ふーん。ほんとに準備してたんだね」

　準備の進展を聞かされて、雅みやびたちは一応納得してくれたようだ。

「それで廃屋ってどんなの？　昔、誰だれか住んでたのかな？」

「いや……どんな家だったのか、よくわからないんだけどさ」

　ウェイターが次の料理を運んできて、三人の前に順に置いた。

「カボチャのスープでございます」

　思いついて、将しよう悟ごはウェイターに聞いてみることにした。

　このホテルの従業員なら、あの別荘について詳しいかもしれない。

「あの……ちょっと聞いてもいいですか？」

「なんでございましょう」

　四十歳くらいのウェイターは、料理の質問と思ったらしく、にこやかにほほ笑んだ。

「このホテルの裏を歩いていくと、誰も住んでなさそうな別荘があったんです。どんな家なのかなって興味が沸いたんですけど……」

　質問に少し意外そうな顔をしてから、ウェイターは思い出すような顔になった。

「確か十年以上前、ある実業家のかたが持っていた別荘だと聞いております」

「実業家、ですか？」

　ウェイターはさらに考えて、急に思い出したような、懐かしそうな顔になった。

「そうそう、そういえば当時、このレストランにもお客さまとしてお見えになったことがございます。壮そう健けんな旦だん那なさまと若いご婦人、それに小さな娘さんの三名さまでした。きっとご家族だったのでしょう。旦那さまはお仕事が忙しく、ご婦人と娘さんがあの別荘に住んでおられるのだと話されておりました」

「どうしていなくなってしまったんですか？」

「お引っ越しの理由は、わかりません。お見えになったしばらくあとには、別荘は売りに出されていたようでございます」

「そんなことがあったんですか。売ったってことは、別荘暮らしに飽きたのかな……」

　ともかく、今は使われなくなった廃屋だということは確からしい。

「ありがとうございます。スミマセン、ヘンなこと聞いて」

　ウェイターは再びにこやかに会釈をして……ふと、将悟の顔に目を止めた。

「……俺おれの顔、何かついてますか……？」

「いえ、申し訳ございません。――お客さまのお顔が、当時いらっしゃった旦那さまの面影によく似ているように見えてしまいまして……。大変失礼いたしました」

　ウェイターは将悟に謝罪し、テーブル席を離れていった。

　――俺に似ている？　あの廃屋の、かつての住人が……？

　将悟は、廃屋に入ったときのデジャヴを思い出した。昔、あの別荘に来たことがあるような感覚と、たった今のウェイターの証言。

　何か、関係あるんだろうか？



　大浴場で一ひと風ふ呂ろ浴び、将しよう悟ごは部屋に戻ろうとホテルの廊下を歩いていた。

「うぅ……打たせ湯を浴びる勇気は出せなかったぜ……」

　今日はちゃんと混浴の時間だったけど、昨日のトラウマのせいでどうしても露天岩いわ風ぶ呂ろに行けなかったのだ。

「疲れた体をほぐせそうなんだけどなぁ……」

「将悟さ～ん、お風呂上がりですか？」

　振り返ると心こ乃の枝えが歩いてきた。

　将悟と同じく浴衣を着て、手にはバスタオルを持っている。

「心乃枝も風呂に入ってたの？」

「はい。将悟さんもだったら、一緒に上の混浴風呂行けばよかったなぁ」

　隣に並んで、心乃枝は恥ずかしそうにつぶやく。

「こ、混浴って……マジで……？」

「な～んて、冗談ですよっ。もう、本気にしないでください」

　ホッとしたような、ガッカリしたような気分の将悟である。

　二人でロビーに出ると、窓の向こうの中庭に、こぢんまりとした建物が見えた。

　白い壁と赤い屋根。ステンドグラスの窓。まるでショートケーキのような印象だ。

「あっ将悟さん！　あそこ行って見ましょう！　わたし、見たかったんです」

「お、おい？　心乃枝!?」

　心乃枝は将悟の手を取って駆け出した。

　ホテルの正面玄関から出てロータリーの横を走り抜け、建物の正面に向かう。

　三角屋根に鐘塔のついた、聖堂のような建物だ。

　おごそかな両開きの扉から一歩入ったとたん、心乃枝は感激の声を上げた。

「きれい……」

　月明かりに照らされた薄暗い屋内には、長なが椅い子すが何列も並び、正面には十字架の飾られた小さな祭壇がある。天井の円いガラス窓から、またたく星空が見えた。

「ホテルにこんな場所があるんだな……」

「挙式をするためのチャペルなんですよ」

　いつの間にか、将悟のすぐ隣に心乃枝が寄り添っていた。

「わたしも、こんなところで式を挙げたいなぁ……」

　彼女の言葉が将悟に向けられたものか、それともただの憧あこがれなのかはわからない。

　それでもチャペルのおごそかな雰囲気の中で、将悟はゆっくりと手を心乃枝に近づけて、彼女の手を握りそうになって……

　突然脳裏に、突き刺すような言葉が思い出された。

『わたくし、絶対に許しませんから』

　――そうだ……。俺おれは、俺は心こ乃の枝えと一緒にいるわけにいかない……。

　今こうしている間にも、『妹』はどこからか狙ねらっているかもしれない。

　こんなふうにいいムードになってたら、心乃枝を危険に遭あわせてしまうんだ！

　触れそうだった手を引っ込めて、サッと心乃枝から半歩離れた。

「将しよう悟ごさん……？」

　ぎこちない彼の態度に気づいて、心乃枝は少し悲しそうにうつむいた。

「ごめんなさい……。わたし、無理に連れて来ちゃって……」

「謝らないで。その、これは俺の問題で……」

「いいんです。将悟さん疲れてるのに、迷惑……でしたよね」

　寂しそうに笑い、二人は無言のままホテルのロビーに戻った。

　心乃枝は小さく手を振りながら、エレベーターに乗って自分の部屋に戻っていく。

　――くそ……何してるんだ俺は……。

　残された将悟は一人、くやしさに拳こぶしを握った。

　せっかくの臨海学校で、心乃枝にこんな態度しか取れないなんて……。

　でも……今はこうするしかない。ただ、耐えるしかない。

　楽しい臨海学校をぶち壊しにするなんて許されない。

　心乃枝も、雅みやびも、天てん導どう会長も、『妹』の手から守らなきゃいけないんだ！

　部屋に戻ろうと将悟がきびすを返したとき、ロビーの曲がり角の陰から、じっと見つめる視線に気がついた。

　――雅!?

　見つめていた雅はサッと陰に隠れ、姿を消してしまう。

　まるで将悟から逃げるかのように。

　――あのときの目だ……。

　将悟は気づいた。たった今将悟を見つめていた雅の視線は、以前、生徒会室で見せたときの不安そうな表情にそっくりだった。

　――まさか雅が……？

　雅は血のつながった妹だ。俺と恋人になることはできない。

　だから、俺がほかの誰だれとも恋人になれないように……

『妹』になって、妨害しているのか……？

　信じたくない。そんなこと、信じたくない。

　しかし一度思いついてしまった考えは、将悟の頭にこびりついて離れなかった。



    

  
    
      


４章　ドキッ!!　妹だらけの水着大会！





『妹』は確実に将しよう悟ごと、将悟と一緒にいる女の子を狙ねらっている。

　将悟が女の子と仲良くなるのを妨害するために。

　迎えた三日目の朝。将悟はホテルの部屋で、あらためて二つの事故を思い返していた。

　どちらもパターンが似ている。何者かが事故を起こすような細工をしていることだ。

　オールロックのビスも、靴ひもの切れ込みも、細工自体は誰だれでもできるような簡単な仕掛けだ。『妹』の正体を特定する手がかりにはなり得ない。

　あれから柚ゆず璃り奈なは姿を見せない。まだホテルにひそんでいるのかもわからない。

　……ともかく、これ以上『妹』に妨害させるわけにはいかない。

　女の子を守るため。楽しい臨海学校を守るため。

　今の将悟にできるのは、女の子の誰にも近寄らず、一人で過ごすことだけだ……。



　昼になって、みんながレストランでランチバイキングを食べている間、将悟は一人でホテルの庭を散歩していた。

　と、テニスコートからポーンポーンと、軽快にボールを叩たたく音が聞こえる。

　フェンス越しに見ると、コートに一人、白いテニスウェアを着て壁打ちしている少年がいた。スマートにラケットを振る姿は、まさにテニスの貴公子という言葉がピッタリだ。

「うまいもんだなぁ。プロのテニス選手なのか？」

　思わず見とれていると、少年が気づいて壁打ちをやめ、振り返った。

　将悟と目が合うと、ニコッと白い歯を反射させ、さわやかな笑顔を浮かべる。

　……テニスの貴公子は、衣い楠くすだった。

　将悟はテニスコートに入り、彼女とベンチに並んで座った。

「急にこっちに来るなんて、何かあったのか？」

「ボクはここ最近、ずっと瀬せ利り秘書の動向を注視していたんだ。彼女は表だった活動は見せなかったけど、こそこそと熊くま五ご郎ろう氏の過去を探りまわっていたようだ」

「やっぱり今も何かたくらんでるんだな……」

「先日、瀬利秘書は熊五郎氏が秘密にしていたあるものを発見したらしい。調べると、熊五郎氏が十年ほど前に持っていた秘密の別荘についての書類だった。ボクは別荘の真偽を確かめるためにここへ来たのさ」

「父さんの秘密の別荘……？」

　将しよう悟ごの頭に、昨日愛ま菜なとおとずれた廃屋の姿が浮かび上がった。

　そしてホテルのウェイターは、別荘の持ち主は将悟によく似ていたと言っていた。

「てことは……実業家ってのは、俺おれの父さんのことか？　あの建物は父さんの別荘だったのかな……？　一緒にいたっていう、家族みたいな女性と小さな女の子は……」

　――父さんの隠し子と、その母親……？

　つまり俺の妹である雅みやびと、雅のお母さんなのか……？

　将悟は昨日見た廃屋と、ウェイターの証言を衣い楠くすに話した。

「ふむ……。本当に別荘が隠し子の住み家だったのなら、熊くま五ご郎ろう氏が別荘の存在を秘密にする理由も合点がいく。念入りに調査する価値がありそうだ」

「そうだ、雅にも聞いてみれば、何かわかるか……」

　雅のことを言いかけて、将悟は口をつぐんだ。

「……どうしたんだい、将悟くん？」

「いや……。まさか雅が脅迫者だなんて、あるわけないよな……」

「脅迫者？」

　将悟は衣楠に、新たに現れた『妹』のことを話した。

　ボイスチェンジャーつきの携帯電話が盗まれたこと。そして将悟と仲良くなった女の子は不幸な目に遭あうと脅してきたこと。

『妹』の存在は誰だれにも話さすな、と脅迫されている。けど衣楠なら、『妹』の罠わなにやられることもないだろう。

「どうしてもっと早く話してくれなかったんだ」

　話を聞いて、衣楠は非難めいた目を向けた。

「……すまん。どうせ正体は柚ゆず璃り奈なだから、大したことできないって思ってたんだ」

「将悟くんは、『妹』の正体は彼女と考えているのかい？」

「あいつなら俺を社長にさせないため、女の子と仲良くなるのを妨害する動機がある」

「しかし宝ほう生しようくんが目の前にいるときにも、『妹』は電話をかけてきたそうだね？　ならば『妹』は、宝生くんとは別人と考えられる……」

「たぶん協力者がいるんだ。近くにひそんで、柚璃奈が『妹』じゃないってアリバイ作りの電話をかけられるような。――瀬せ利りさんがこのホテルに隠れてる可能性はないかな？」

「可能性はほぼない。瀬利秘書はここ数日はずっと帝みかど野のグループ本社にいるからね。彼女は表向き、社長である鹿か野の子こ氏の秘書だ。そんな自由に動ける立場じゃない」

　――なら……誰が柚璃奈に協力を？

　柚璃奈と裏で通じている何者かが、深み流りゆう院いん学園の生徒にいるのか？

「このままじゃ、女の子が事故に巻きこまれるかもしれない。それだけは防がないと」

　続いて衣楠に、今までに起きた『妹』による二件の遭難未遂事故について説明した。

　一日目は、広場に置いてあったゴムボートのオールロックのビスをゆるめ、将しよう悟ごと心こ乃の枝えを遭難させようとした。

　二日目は、午前中の特別授業の最中に天てん導どう会長の靴ひもに切れ込みを入れて、山で将悟と愛ま菜なを遭難させようとした。

「ふむ……」

　話を聞いて、衣い楠くすは妙な顔で考えこんだ。

「どうも時間の経過が今ひとつわからない。ボートや靴ひもに細工をされたと思わしき時間、将悟くんは彼女たちと二人きりになる約束をしていたのかい？」

「え……？　細工をされた時間……？」

　将悟は一日目と二日目の行動を思い返して……あっと叫びそうになった。

「なんだこれ……？　おかしいぞ……」

　海や山では動揺して気づかなかったけど、落ち着いて記憶を整理すると違和感がある。

　まず一日目。将悟は心乃枝と一緒に広場に行って、その場でボートに乗る約束をした。二人がボートを借りたあとに、何者かが細工できる隙すきなどなかった。

　言い換えれば、将悟たちがボートに乗ると決まる前に細工されていたことになる！

　これでは、将悟と心乃枝を確実に事故に遭あわせるなんて不可能じゃないか。ほかの生徒がボートを借りたかもしれないのだから。

　次に二日目。将悟は午後になって愛菜に誘われて森へ行った。

　しかし愛菜の靴ひもに細工される隙があったのは、午前中の特別授業の時間だけだ。午前の時点では、将悟たちが肝試しのコース探しに出かける予定などなかったはず。

　――どういうことなんだ……？

　まるきり、俺おれの行動を先回りして細工を仕掛けてるじゃないか。

『妹』は予知能力者なのか？　それとも運命を操る超能力者なのか!?

　まさか、そんな超常現象があるはずない。

「バカな……。偶然事故に遭っただけとでも考えなきゃ、説明つかねぇぞ……」

　すると衣楠は、鋭い目になって将悟を見た。

「案外、それが正解かもしれないよ」

「つまり『妹』は偶然に俺たちが巻きこまれた事故を、あたかも自分が引き起こしたふりをして、俺を脅迫していた。――こういうことか？」

「そう。偶然を必然に見せかける。ブラフ――すなわちハッタリの常じよう套とう手しゆ段だんさ」

「うぅーん……。もし起きた事故が一つだけなら、偶然で説明がつくかもしれない。けど、二日連続で都合のいい事故が起きたなんて、やっぱり不自然じゃないか？」

「確かに……。現実的にあり得るとは考えづらいね」

　考え続けても、『妹』のトリックに今ひとつ納得のいく解答を得られない。

　テニスコートの時計を見て、衣い楠くすはベンチから立ち上がった。

「ボクはこれから、地元の人々に熊くま五ご郎ろう氏の別荘について聞き込みする予定だ。――将しよう悟ごくん、『妹』の件で問題が起きたら、遠慮せず連絡してくれたまえ。すぐに駆けつける」

「ありがとう。衣楠が言ってくれると心強いぜ」

　衣楠と別れ、将悟はそろそろランチにしようとホテルに向かった。

　と、ホテル正面のロータリーを、エントランスに向かって歩いている二人の少女がいた。

　どっかで見たような気が……と思っていると、二人は将悟に気づいて近づいてくる。

「おぉ～、帝みかど野のじゃないか。臨海学校だというのに一人寂しくお散歩か？」

　大きなリュックを背負った、丸いメガネの少女……芽め依いだ。

「嵯さ峨が良らセンパイ!?　……それに、国くに立たちさんまで」

　芽依の隣には、麦わら帽子をかぶった凜りん香かがいた。

「こんにちは、帝野センパイ」

「二人とも、なんでここに？」

「今日は臨海学校で、水着コンテストが開催されるからな。スポンサーとして視察に来たのだぞ。一人で旅行するのも退屈でかなわんから、ヒマそうな国立を誘ったのだ」

「わたしはヒマじゃありませんっ。……ま、来年の臨海学校に向けて下見をするのもいいかと思いまして。来年こそは水着コンテストなどという浮ついた行事のない、勉学にはげみ体力作りにいそしむ、ためになる臨海学校を実践しなくては」

　――ていうか、水着コンテストって……。

　目の前の二人の会話を聞きながら、なんだかイヤーな予感のする将悟だった。



　　　　§



　太陽が輝く午後のビーチに、数十人もの水着の女の子たちが集まっていた。

　ビーチの中ほどに簡易ステージが設置されている。ステージ上に水着姿の放送部員の女の子が立ち、スピーカーから声を響かせていた。

『さぁさぁ～、みなさん集合～っ！　ただ今より歴史と伝統の第五十二回深み流りゆう院いん学園杯、蒼あおい海が似合う乙おと女めのヴィーナス水着ファッションコンテストを開催いたしま～す！　男子禁制！　乙女の乙女による乙女のためのコンテストだよっ！』

　ステージの近くではバーベキューコンロが用意され、キャンピング部の女の子が焼きトウモロコシや焼きバナナを売っていた。一本三百円らしい。

「おー、盛り上がってるな～」

　黒い水着に着替えた芽依がビーチを見まわしている。

　隣には将悟が立っていた。ランチのあと水着に着替えさせられ、芽依に半ば強引に連れて来られたのだ。

　凜りん香かは元の服のまま、石段のところから苦々しい目でコンテストを見つめている。

　ちなみに男子生徒は全員小こ都と里り先生と一緒に、地元の漁港に出て地引き網漁の実地体験をしている。将しよう悟ごは遅れて臨海学校の申し込みをしたため、定員オーバーだったのだ。

「俺おれも漁に出て海の男になりたかったぜ。採れたての魚、食いたかったな……」

「何を言う。女子っ娘この中に男一人なのだぞ。帝みかど野のは女子っ娘と一緒が不満なのか？」

「不満じゃないですけど……センパイも俺といると、危険な目に遭あう可能性が……」

　今もどこからか『妹』が見てるんじゃないか。

　将悟は落ち着きなく、まわりをキョロキョロしてしまう。

　夏の解放感のせいか、砂浜の女の子たちはみんなどこか大胆な水着を着ていた。右を見ても左を見ても目のやり場に困ってしまうほどだ。

「何を探している？　さては帝野、わたしを人のいないところに連れこんで、二人っきりで水着ちゅっちゅしようと、たくらんでるんだろう」

「……たくらんでません」

　芽め依いはくいっと曲げた腰に手を当てて、色っぽいポーズで水着を見せつけた。

「どうだ見ろ、これぞ幻惑の魔女が着る水着だぞ。好きなだけ魅惑されろ」

　お腹が大きく開いておへそが丸出し。胸元には深く切れ込みが入って、胸の谷間を見せていた。小柄な体形にはミスマッチなほど、妙に淫いん靡びな水着である。

「ダメですってばセンパイ！　そんなことしてたら、また事故に……」

「事故？　事故とはなんだ？」

　――しまった、話すなって脅迫されてるんだっけ。

　衣い楠くすのような強い人間はともかく、芽依を危険に遭わせるわけにはいかない。

「嵯さ峨が良らセンパイのあまりの色っぽさに、また鼻血を噴き出しちゃいそうでして……」

　すると芽依はほんのり顔を赤くして、くいくいっと肘ひじで将悟を突っついた。

「何を言うかぁ。帝野のような女たらしが、わたしの水着程度で鼻血ブーなわけないじゃないかぁ。ウブなふりするんじゃないぞぉ」

　……とか言いながら、ニヤニヤ笑みを浮かべてヨダレまで垂らしそうな芽依である。

　二人でステージの隣まで来ると、心こ乃の枝えと雅みやびがいた。

「あら、嵯峨良センパイ！　いらしたんですか？」

「はろ～だぞ。コンテストのスポンサーとして、国くに立たちと一緒に来たのだ」

「将悟さんもコンテスト見に？」

「いや、センパイに無理やり連れて来られたんだよ」

「へー、そんなこと言って将悟、どーせ女の子の水着目当てなんでしょ」

　雅が白い目を向ける。

　思わず、彼女の顔を凝視した。昨日、ホテルのロビーで見つめていた雅みやびの表情が忘れられなかったのだ。

「な、何よ……」

　――考えすぎ……かな……。まさか雅が『妹』だなんて……。

「なんでもない……。二人もコンテストに出るのか？」

「特に出る予定じゃないですけど……。将しよう悟ごさん、わたしたちがコンテストに出るの見るつもりだったんですか？」

　心こ乃の枝えがけげんな顔で聞いた。

　昨日、チャペルで避けてたのに……。と、文句を言いたそうな顔だ。

　――怒らせちゃったかな。機嫌直してくれるといいんだけど。

「そりゃ、心乃枝や雅がコンテスト出るなら見てみたいさ」

「そうですか……。ならわたし、参加しようかな」

「無理に参加してくれって意味じゃないぞ」

「臨海学校で、もっと思い出作りたいですから」

　心乃枝のつぶやきに、将悟は胸の奥がチクリと痛んだ。

　――臨海学校だってのに、なんか避けるような態度ばかりだったもんなぁ……。

　いつの間にか、心乃枝や雅との間に溝ができてしまっている気がした。

「心乃枝が参加するんなら、俺おれ、今からしっかり見るぞ」

「ほんとですか!?」

　心乃枝の顔が、ぱぁっと明るく輝く。

「もちろん。水着、せっかく新調したんだから、もっとみんなに見せてやろうぜ」

「それなら、わたしエントリーしてきますね！」

　心乃枝はエントリー受付に向かって、砂浜をスタスタ駆けていった。

「雅もどうだ？　一緒に参加してみないか？」

「あ、あたしは別に……。鶴つる眞まさんみたいに胸、おっきくないし……」

「関係ないって。水着のファッションコンテストだろ？　雅の水着、似合ってるのに」

「……おだてになんか乗らないんだから」

　拗すねた顔でそっぽを向いてしまう。

「わたしも神かん凪なぎに参加してほしいぞ」

　と、横から芽め依いが口を出した。

「嵯さ峨が良らセンパイまで……。なんであたしが出なきゃなんないの？」

「神凪ほど完かん璧ぺきなろり～フェイスはこの世に十人といない！　わたしは神凪の魅力を全世界に知らしめる使命があるのだっ！」

「ロリ言うなっ。あたし大人おとなだもん！」

「では、わたしの妖よう艶えんなる水着を貸してやろう。ろり～な神かん凪なぎが来てこそ、淫いん靡びな萌えが引き立つというものだ」

　雅みやびはじとーっと、芽め依いの着ている黒くてちょっとばかり大胆な水着を見つめた。

「う……。あ、あたしは自分の水着でいいや！　あはは……」

「……そうか？　ろり～淫靡な神凪も見てみたいんだがなぁ」

　なんだか残念そうな芽依である。

「まぁセンパイがそんなに言うなら、出てもいいけど……」

　照れた顔でちらちらと将しよう悟ごのほうを見ながら、雅はエントリー受付に歩き出した。

「応援してるぜ！」

　将悟は雅に手を振りながら、心の中で芽依に感謝した。

　――ほんの少しでも、思い出は多いほうがいいもんな。

　でも……気をつけないと。今この瞬間も、どこかで『妹』は、将悟や女の子を事故に遭あわせるような細工をしているのかもしれない。

　とにかく、女の子と二人きりにならないよう注意することだ。

　やがてコンテストの開会式が始まり、スピーカーから司会者の声が響いた。

『それではゲスト審査員の紹介で～す！　まずはコンテストのスポンサー、いもうとカフェ・りりかる☆しすたぁずのオーナーにして美少女実業家、嵯さ峨が良ら芽依センパイ！』

　芽依はひょいとステージに飛び乗り、ビーチの女の子たちに向かって両手を振った。

「コンテスト優勝者には、わたしの店の特別一〇％ＯＦＦパスの一ヶ月分を進呈するからな～。心して参加するのだぞ」

　……優勝賞品のわりには微妙な気がしてしょうがない将悟である。

『続いての審査員は、コンテストに協賛いただいた深み流りゆう院いん学園生徒会より、我らがかわいい生徒会長、天てん導どう愛ま菜なさん！』

　愛菜がステージに登場し、ペコッとおじぎをした。

「みんな～、がんばってね～。優勝者には生徒会より、学食のアイス特別無料券一ヶ月分をプレゼントしちゃいま～す」

「天導会長っ!!　協賛ってどういうことですか!?　生徒会が協賛って!!」

　いつの間にかステージの脇わきに来ていた凜りん香かが、床をドンドンと叩たたきながら噛かみつく勢いで吠えている。

「ひ～ん、凜香ちゃんが怖いよぅ～」

『さらに審査員として、深流院学園が誇る情報革命・新聞部の新あら谷や部長にお越しいただきました！』

　ちょっと古風でお人形みたいなボブカットの新谷部長がステージに現れた。

　顔立ちは美しいのに青白い肌で、フリルのついたピンクの水着を着ている。しかも不釣り合いにでかい一眼レフカメラを持っている。なんとも言えないアンバランスさだ。

「ククク……、美の栄冠を手にしたヴィーナスには、新聞部より我が『深み流りゆう院いんタイムズ』紙上にて写真集と独占インタビュー掲載の権利を授与しよう。クックッ、これでおぬしらも芸能界デビュウが夢でない可能性がなきにしもあらず！」

　パシャパシャとシャッターを切り、新あら谷や部長はギャラリーの女の子たちを撮りまくった。

『そして最後、審査員の中の審査員……』

　言いながら司会の女の子が、ビシッと将しよう悟ごを指さした。

「……え、俺おれ!?」

　芽め依いが駆けてきて、将悟の背中を押して無理やりステージの上に立たせる。

「ちょっと待ってくださいって！　俺、審査員とかしてる場合じゃ……」

「いいではないか、帝みかど野の。どうせそのへんをブラブラしてただろ」

『特別審査員長には、そのへんをブラブラしてた帝野グループ御曹子、帝野将悟くんをお迎えしました！』

　女の子たちがきゃあっと歓声を上げ、一斉に将悟に注目した。ちょっとくらい異性の目があったほうが盛り上がるんだろうか。

　というわけで、いよいよ水着コンテスト本戦が始まった。

　エントリーした女の子一人一人がステージに立って、順番に自慢の水着を見せながら自己紹介したり、一芸を披露したりしていく。

　――ま、まぁ……こうして堂々と女の子の水着を見られるのも悪くないよな。

　無理やり審査員席に座らされた将悟も、ちゃっかり目の保養を楽しんでしまっていた。

「エントリーナンバー十八番、鶴つる眞ま心こ乃の枝えです」

　心乃枝がステージに立っておじぎをした。

　着ているのは、一日目と同じ白いビキニの水着だ。

　――やっぱ何度見ても心乃枝の水着はいいなぁ……。

　と、つい見とれてしまう将悟である。

「二年Ａクラスでクラス委員をしています。好きなことは……おいしいケーキを見つけることです！」

「鶴眞さん、きれい～っ」

　普段のクラス委員とは一味違う心乃枝に、クラスメイトの女の子たちが見とれていた。

　審査員席では審査員たちが、投票用紙に点数を書きこんでいる。

「う～む、鶴眞は十年に一度の逸材だぞ。ぜひもう一度『りりかる☆しすたぁず』で働いてほしいものだ。十点満点」

「うんうん、心乃枝ちゃんって意外と色っぽいよね～。愛ま菜なもあんな水着似合ったらいいのになぁ～。十点だね～」

「ククククク……、美しいボディにちょっぴりあどけないフェイス。彼女のグラビアを掲載すれば深み流りゆう院いんタイムズは大増刷まちがいなしだ。クを十個……」

　――ま、俺おれも文句ないし十点入れとくか。

　心こ乃の枝えの出番が終わると、続いて雅みやびがステージに立った。

「え、エントリーナンバー十九番、神かん凪なぎ雅です」

　ちょっと緊張した様子で挨拶し、水着姿を見せるためくるりとまわった。

　やはり一日目と同じ、背中が大胆に開いたワンピース水着である。

　――雅って一見子供っぽいけど、妙な色気があるんだよなぁ。

　……と、背中を見せたとたん、肌が濃く日焼けしていた。

「神凪さ～ん、後ろだけ真っ黒～！」

　ギャラリーから声が飛んで、雅は顔を真まっ赤かに染めた。

「う……うっさい！　ヒリヒリ痛いんだから言うな～っ!!」

「あはは、神凪さん、かわい～っ」

　誰だれもが一度は経験する失敗に、クラスメイトから声援が送られる。

「う～む、神凪は昔っからドジっ子ぶりが変わらないなぁ。もう一度『りりかる☆しすたぁず』で働いてくれれば、十年に一度の逸材になるぞ。十点満点」

「雅ちゃんって小動物みたいでほっぺツンツンしたくなるよね～。愛ま菜なもあんなふうにかわいくなりたいな～。十点だね～」

「ククククク……。まさしくおませでチャーミングな憧あこがれの妹。彼女のインタビューを掲載すれば、深流院タイムズは大増刷まちがいなしだ。クを十個……」

　――ま、兄としては当然十点入れるしかないよな。

「……ていうかみんな、最初からずっと十点しか入れてないような」

　まぁ、本気で点数を競っている雰囲気でもないし、これはこれでいいか。

　そんなふうに思っていた次の瞬間――ビーチの空気が一変した。

　周囲が静まりかえり、皆がステージを注視した。今までとは明らかに違う張りつめたオーラがみなぎっている。

「エントリーナンバー二十番。国くに立たち凜りん香かですわ」

　――なんで、国立さんが？

　一見シンプルでスマートな、若草色のビキニ水着。背中にある大きな結び目が、美しいアクセントになっている。

　完かん璧ぺきなまでに調和の取れたスリムな体形と、誰もがうっとりする長い髪、そして清せい楚そな顔立ちに浮かぶ、キリリと引き締まった表情。

　何なん人ぴとたりとも文句のつけようのない完璧なお嬢さまが、堂々と惜しげもなくまぶしい肌を見せていた。

「きれい……。本物のヴィーナスみたい……」

　会場中が凜りん香かに見とれ、感嘆のため息を漏らした。

　凜香はふふんと余裕の微笑を浮かべる。

「よいですか、皆さま。人の美とは、内面からにじみ出てくるもの。常に心を引き締め勉学に集中し、決しておごることなく日々まい進して、清く正しい学生であることを心がけてこそ真の美しさが得られるのです」

　――勝ちに来てる。国くに立たちさん、浮ついたみんなを正すため、本気で勝ちに来てる……。

　清く正しい学生であることを啓けい蒙もうするためにここまでするとは……！

　ますます凜香が空恐ろしくなる将しよう悟ごだった。

　そうして全出場者の出番が終わり、ギャラリーによる投票がおこなわれた。

『さぁお待たせ！　結果発表のときが来ました！　泣いても笑ってもこれで決着！　栄えある今年度のヴィーナスは……ダダダダダダダダ……』

　二十人並んだ出場者の前で、司会者の女の子がドラムロールの口まねをしながら結果発表の紙を開いた。

『エントリーナンバー二十番！　国立凜香さんです!!　拍手～』

　ギャラリーの拍手と歓声の中、さも当然という顔をして、凜香が一歩前に出た。

「ありがとうございます。たゆまぬ日々の努力が報むくわれたのだと、感謝しておりますわ」



    

  
    
      



    

  
    
      　ステージの後方で、雅みやびがちょっと残念そうに肩を落としている。

「あ～ん、負けちゃったよ～」

「しょうがないですよ。国くに立たちさん、あんなにきれいでしたもの」

　心こ乃の枝えは負けも納得という顔で凜りん香かを見ていた。

　すると凜香が二人のほうを振り返った。

「センパイがたも毎日規則正しい早寝早起きと節度ある学生生活、そして一日一善を心がければ、わたしなどよりよほど美しくなれますわよ」

「はぅ、早起きしないと無理なの～？」

　まったくもって自信なさそうにうなだれる雅である。

『それでは審査員長より講評をいただきましょう！　帝みかど野の審査員長、お願いします！』

「って、俺おれかよ……」

　将しよう悟ごはしぶしぶ歩いて、ステージのまん中に立った。

「えー。みんな、負けず劣らずきれいだったよ」

『ありがとうございました！　それでは審査員長より、賞品の授与がおこなわれます！』

　将悟は芽め依いと愛ま菜なから預かった割引券と無料券を凜香に手渡した。

　カメラを構えた新あら谷や部長が、上機嫌にパシャパシャと凜香を撮っている。

「次号の深み流りゆう院いんタイムズに、ぜひ国立凜香の特大水着グラビアと独占インタビューを掲載させていただきたい。テーマは『キラリン☆りんかが贈る、真夏のビューティー大作戦・これで海のオトコもイチコロよ！』だ。創刊以来の大注目記事となるであろう」

「もちろんですわ、新谷部長。ただしわたしへのインタビューは『校則を守り節度を保ち、実りある学生生活を送りましょう』というテーマでお願いいたしますわね」

「なんだと……？　道徳の教科書みたいではないか……」

「ほかのテーマでは、一切お引き受けいたしません」

「ク……。やむを得ん……心得た……」

　なぜか急に元気がなくなってしまう新谷部長である。

『それでは最後に、審査員長からのスペシャル賞品の授与です！』

「俺の賞品？　困ったな、何も用意してないぞ」

『本大会初の男性審査委員として、審査員長から新たなヴィーナスに、ほっぺへの熱～いキッスを贈ってもらいましょう！』

「き、キッス……!?　そんなの無理だって！」

『でも賞品授与がなければ盛り上がりませんから！』

「て言ったって、こんなの国立さんだって迷惑……」

　言いながら凜香のほうを見ると、将悟をちらちら見てモジモジしている。

「わ、わたしは帝野センパイからの授与をお受けする準備、できておりますわ……」

　ぽっ……と、ほっぺをほんのり染める凜りん香かだった。

「帝みかど野の～、照れてる照れてる～」

「帝野く～ん、がんばって～」

　ギャラリーの女の子たちにはやし立てられ、将しよう悟ごは凜香の横に立った。

　――今から、国くに立たちさんのほっぺにキスを……。

　な、何も緊張することないさ。ほっぺのキスなんて、欧米じゃ挨拶みたいなもんだ。

　ちょこっと唇を触れて、すぐに離せばいいんだ。それだけなんだ。

「じゃ、国立さん……行くよ……」

　凜香がコクッとうなずくのを見て、将悟はゆっくりと顔を近づけた。

『お兄さま』

　……と、声が聞こえたような気がして、将悟は動きを止めた。

　空耳だ。実際にはそんな声は聞こえていない。

『今度女の子と仲良くしたら、彼女がどんな目に遭あうかわかりませんよ？』

　それでも脳裏に、『妹』の声が突き刺さってくる。

　――『妹』は、今もどこかから見てるのか……？

　俺おれがこのまま国立さんのほっぺにキスをしたら……

　今度は国立さんが事故に巻きこまれてしまうのか!?

　狙ねらわれている……。『妹』に、狙われている……。

「うあああっ、ダメだダメだ、そんなことさせるもんかぁっ!!」

　突然頭を抱えて叫ぶ将悟を見て、凜香が目を丸くした。

「み、帝野センパイ!?　どうしたのです？」

「ダメだ……ダメなんだ……。俺、国立さんにキスしたらダメなんだあっ!!」

　将悟は凜香に背を向け、ダッシュでステージから下りた。そのままギャラリーの人波をかき分け、呆ぼう然ぜんとしている女の子たちを残してビーチから走り去った。
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　更衣室に併設されたシャワールームの脱衣所で、将悟は一人、縮こまるように身をひそめていた。ベンチの上でひざを抱え、時間が過ぎるのを待った。

　木造の小屋の端に作られた、人が二人も入れば狭く感じるような脱衣所だ。

　壁ぎわには棚と、衣服入れのカゴが一人分置かれている。反対側には将悟の座るベンチがあり、隅には掃除用のモップが置かれていた。

　奥には、小さな曇りガラスの引き戸で仕切られたシャワールームがある。

　広場の下にあるビーチから女の子たちの歓声が聞こえていた。バーベキュー大会が始まっているらしい。賑にぎやかで楽しそうで、幸い、事故などは起きてないようだ。

　――これでいいんだ。俺おれは『妹』に狙ねらわれないよう、じっとしてなきゃいけないんだ。

　ガラッと脱衣所の木扉が開いた。

「帝みかど野のセンパイ、こんなところにいたのですか？」

　水着にビーチサンダルを突っかけた凜りん香かが、外から心配そうな顔でのぞきこんでいる。

「突然逃げ出して……わたし、帝野センパイに失礼なことでもしましたか？」

　どうやらさっきのことを気にしているらしい。申し訳ない気持ちになった。

「ごめんな……。国くに立たちさんが悪いんじゃないよ。――コンテスト、どうなった？」

「代理で天てん導どう会長がキスしてくれましたわよ」

「天導会長が!?　その……女の子同士で……？」

「ヘンな誤解しないでくださいっ！　キスするふりですわよっ。唇は触れてません！　帝野センパイも、それだけでよかったんですよ？」

「なんだ、本当にキスする必要なかったんだ……」

　凜香は脱衣所の中に入ってきて、将しよう悟ごの前に立った。

「センパイ。どうして逃げ出したのか、説明してくださいませんか？」

　眉み間けんにシワを刻みながらにらみつけてくる。少し怒っているらしい。

「俺に近づいちゃいけない。一緒にいたら危険なんだ……」

「危険？　何が危険なんです？」

　凜香は疑わしそうな顔で、ますます将悟に詰め寄る。

　――マズい……。国立さんと二人っきりのところを、『妹』に見つかったら……。

　どこにどんな細工をされてるか、わからないんだ……。

　怯おびえて周囲を見まわしながら、ふと将悟は気づいた。

　――ん……待てよ。『妹』が仕掛けた細工を発動させなければいいんじゃないか？

　ボート事故のとき、事前にゴムボートをよく調べていたら、事故は防げたはずだ。

　山で遭難しかかったときも、先に愛ま菜なの靴を確認していれば、靴ひもを交換できた。

　過ちを繰り返す必要はない。事故が起きる前に『妹』の細工を見つければいいんだ！

「国立さん。落ち着いて聞いてほしい。詳しくは言えないけど……何者かが、俺たちのまわりに細工を仕掛けている可能性がある。俺と国立さんが事故に遭あうような細工をね」

　凜香は驚いたように目を見開いた。

　まずあやしいのは……靴ひものように、身につけているものである。

「そのビーチサンダル、調べさせてくれるかな」

　将悟は屈みこんで、凜香の足元を凝視した。

　履いているのは、ゴム台にビニールの鼻緒がついた、ごく普通のビーチサンダルだ。

「見ただけじゃ何もおかしな点はないな」

「あ、あの……」

　間近で裸足を凝視され、凜りん香かは少し恥ずかしそうにひざを閉じた。

　切れ込みがあるかもしれない。

　将しよう悟ごは手を伸ばし、サンダルの鼻緒に沿ってツーと指先をなぞらせた。

「ひゃっ!?」

　指先が足の甲や指の間に触れて、凜香は引きつった悲鳴を上げた。

　やっぱり、細工のあとは見つからない。

　だがまだ油断はできない。

　将悟は凜香の足首をつかんで持ち上げ、ビーチサンダルを脱がせた。

「なっ!?　かか、返してくださいっ」

　凜香は片足立ちで裸足になって、ピョンピョン跳びはねた。

「ごめん、すぐ調べ終わるから」

　将悟は注意深くゴム底を見つめ、トゲや毒針が仕掛けられてないか、隅々まで念入りに指先で触れる。

　もし見逃せば、大きな事故につながるかもしれない。険しいほどマジメな表情になった。

「あの、センパイ……。そんなに触らないで……」

　少なくとも、毒針はないようだ。

　しかし、靴底を溶かすような薬品が塗布されているかもしれない。

　サンダルに顔を近づけ、においを嗅かいだ。見逃すわけにはいかない。真剣に嗅いだ。

「ひぃあっ!?　ややや、やめてくださいませっ!!」

　凜香は真まっ赤かな顔に涙を浮かべて悲鳴を上げた。

　ゴムのにおいに混じって、わずかに潮と汗の香りがした。特に異臭はない。しかし、無臭の薬品という可能性もある。

　舌を出し、疑わしい味はしないかとサンダルの底を舐め……

「いいかげんにしてくださいっ！　この変質者っ!!」

　ゴフッ……と、凜香の裸足の裏が将悟の顔面に炸さく裂れつした。



「やっぱり、どこにも細工されてない、か……」

　将悟は脱衣所を見まわしながらつぶやいた。

　どんなに調べても、脱衣所の棚もカゴも扉も、何も不審な箇か所しよはない。

「国くに立たちさん、水着はどうかな？」

　将悟は振り返り、シャワールームにいる凜香に聞いた。

　水着に細工がほどこされていないか、脱いで調べてもらっているのだ。

「こ、こっちを見ないでくださいっ！」

　小さな曇りガラスの引き戸で仕切られただけのシャワールーム。戸の上下は開いていて、凜りん香かの肩から上とひざから下が見えている。

　曇りガラスには、うっすらと凜香の体が肌色のシルエットになって浮かび上がっていた。

「わたし今、裸なんですよっ！」

「ご、ごめんっ」

　将しよう悟ごはあわてて壁のほうを向いた。

「……水着も、おかしな点などありませんわ。切れ込みもないし、針なども仕込まれておりません。――だいたい、家から持ってきて以来、他人の手に触れるような場所に置いてませんから、細工などされるはずがありません」

「そうか……。何かあるって思ったんだけどな」

「もう……み、水着を着ても、いいですか……？」

　すぐそばで脱いでるのが恥ずかしいらしく、凜香はちょっと声を詰まらせた。

「う、うん。ありがとう、調べてくれて」

　しばらくして、再び水着を着た凜香が出てくる。

「シャワールームも調べましたけど、何もなかったですわよ。シャワーも出ましたし」

「これだけ調べて見つからないってことは……少なくとも今、俺おれたちのまわりに細工はされてないのか」

　――どういうことだ？　これじゃ『妹』は事故を起こせない。

　俺が女の子と二人きりでいるのに、脅迫どおり事故を起こせないじゃないか。

　将悟は、衣い楠くすとの会話を思い出した。

　今まで起きた事故は、単なる偶然。『妹』は偶然を必然に見せかけているだけ……。

　だとしたら。

　もしも今、明らかに『妹』の細工が原因ではない事故が起きたらどうなる？

『妹』はそれも、自分が起こした事故だと主張するのか？

「帝みかど野のセンパイ？　何を考えこんでるんです？」

「ちょっと、試したいことがあるんだ」

　将悟は思いついて、脱衣所の隅に置かれていたモップを手に取った。

　それから入り口の扉に歩いた。扉は左右に動く引き戸だ。

　モップの両端を、壁と扉の取っ手にそれぞれ引っかける。見事にガッチリはまり、扉を引いても動かなくなった。

「なな、何してるんですかっ!?」

　凜香が悲鳴じみた声を上げ、将悟の前に駆け寄る。

「あれー、扉が開かなくなっちゃったぞー！　どーしたんだろー!?」

　将悟はわざとらしい大声を上げた。

「開かなくなったって……わ、わたしを閉じこめるつもりですかっ!?」

「押しても引いても開かないやー。これじゃ出れないぞー。誰だれか助けてくれー！」

　外に向かって叫んでから、凜りん香かのほうを向いた。

「驚かせてごめん。少しだけ、協力してほしい」

　凜香は将しよう悟ごの目を見つめて……直後、ポッとほおを赤らめた。

「そ、そうでしたのね……」

　まるで恋する乙おと女めみたいに胸の前で両手を握り、モジモジしながら目を反らす。

「センパイ、わたしと二人っきりになりたかったのですね……」

「……はい？」

「考えてみれば、大勢の前でキスだなんて、できるはずありませんわ。愛の口づけは、二人っきりのときでないと……」

「あの……何を言って……」

「帝みかど野のセンパイ、やっとわたしを正式に妻と認めてくださる決心をつけられたのですね」

「…………妻？」

「さぁ、二人っきりで愛の抱擁とキッスを……」

　凜香が熱っぽい視線で迫ってきた。

　将悟は後ずさり、背中が扉に当たった。腰にモップの柄が当たって痛い。

「お、落ち着いて……。国くに立たちさん、落ち着いて……」

　――ここでキスしたら、マジで結婚しないと許してくれなさそうな気が……。

　一瞬背中がヒヤリとしたとき、扉が外からドンドンと叩たたかれた。

「ねぇー！　閉じこめられたってほんとー!?」

　女の子の声がした。将悟の叫びを聞いて来てくれたらしい。

「そ、そうなんだー！　なぜか扉が開かなくなってさー！　困ったなー！」

「とっても怖いですわー！　早く助けてくださいませー！」

　――ていうか国立さん、普段はマジメなくせに、こういうときはやたらノリがいいな。

　そうこうしているうちに、外には次々と女の子たちが集まっていた。

　扉がガタガタと揺れる。外から開こうとしているらしい。

「さ、センパイ、早く……」

　凜香は将悟の胸に体を預け、顔を寄せてきた。

　彼女の凜とした顔を間近にして、将悟の胸がどうしようもなく熱くなった。

　――こ、これ以上近づかれたら……ガマンできねぇ……。

　で、でも国立さんはもう、俺おれの妹だって可能性はないんだ。

　ちょっとくらいキスしたって……。健全な男子なら、キスしたくて当然じゃないか！

　凜香の魅力にあらがえないまま、引き寄せられるように顔が近づいて……。

「将しよう悟ごさん!?　大丈夫なんですか!?」

「将悟ったらもー、何やってんのよっ!?」

　扉の外から心こ乃の枝えと雅みやびの声が響いてきて、将悟はハッと動きを止めた。

「開かんなぁ。扉をぶち破ったほうがいいんじゃないか？」

　芽め依いの物騒な言葉が聞こえた。

「扉が壊れちゃうよ～。――将悟く～ん。凜りん香かちゃ～ん。愛ま菜な、今から管理委員さんに連絡してくるから、待っててね～！」

「天てん導どう会長、大丈夫！　扉がつっかえてるだけだ。なんとか開けられそうだから！」

　将悟はだんだん焦りながら凜香に向き直った。

「国くに立たちさん、大ごとになっちまう。もう出たほうがいい」

　将悟は後ろ手でモップの柄をつかんだ。

　が、その手を凜香が押さえる。

「セ・ン・パ・イ」

　凜香はにんまりと笑顔を浮かべて、自分のほっぺをツンツンと指さした。

「いやその、国立さん、早く出ないと……」

「凜香って呼んでください」

　キスしなきゃ、とても出させてくれなさそうな雰囲気である。

「はぁ……。わかったってば。くに……凜香さん……」

　将悟は静かに顔を寄せて……凜香のほっぺに、そっと唇を触れた。

　ふわっと柔らかく瑞みず々みずしい張りのある感触が唇を包みこむ。

「ふふふっ」

　唇を離すと、凜香はつくづく幸せそうな笑顔を浮かべていた。

　将悟は引っかけていたモップを外し、扉を開いた。

　十数人の女の子たちが囲んでいた。心乃枝と雅、それに愛菜と芽依もいて、出てきた将悟たちを不安そうに見ている。

「将悟さん、無事ですか!?」

　心乃枝が駆け寄って叫んだ。

「扉が何かに引っかかってただけだよ。悪いな、心配かけて」

「もうっ!!　国立さんと何してたのっ!?」

　雅が突っかかってきた。

「何もしてないよっ。――な？　国立さん。俺おれたち閉じこめられてただけだよな」

「えぇ。わたし、帝みかど野のセンパイと二人っきりで閉じこめられたんですの。とっても怖かったですわぁ」

　にっこにこしながら、キスされたほっぺをうれしそうになで続ける凜香だった。
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「さて『妹』め、どう出てくるかな……」

　ホテルの部屋に戻った将しよう悟ごは、一人、ひたすら待ち続けた。

　三十分も経ったころ、テーブルに置いてある携帯電話が鳴った。

　――やはり来たか！

　電話の相手は、予想どおり『非通知着信』と表示されている。

「もしもし」

『将悟お兄さま。どうしてわたくしとの約束を破ったのですか？』

　電話の相手は、案あんの定じよう『妹』だ。

「……俺おれが、国くに立たちさんと一緒にいたことか？」

『そうです。わたくし以外の女の子とイチャイチャしないって、あんなに釘を刺したのに……。だから天罰が下るんですよ』

「何が天罰だ！　どうせまた、お前が妨害したんだろ！」

『わたくし、言ったはずです。わたくし以外の女の子と仲良くしたら許しませんって』

「更衣室の扉の金具に接着剤が塗られててな。おかげで扉が動かなくなっちまったんだ。これもお前の細工なのか!?　俺たちを閉じこめたんだろ!?」

　電話の向こうで沈黙が続いた。何か考えこんでいるらしい。

「それとも、偶然の事故だとでも言うつもりか。俺としちゃ、お前と無関係の事故なら、安心して女の子と一緒にいられるんだけどな」

　将悟は一気にかまをかけてみた。

　彼女が今回の事故を『偶然』と答えれば、将悟を脅迫できなくなってしまう。

　逆に『妹』による妨害だと答えれば……。

　沈黙ののち、『妹』は答えた。

『……もちろん偶然などではありません。わたくしの仕掛けです。お兄さまが言うことを聞かない限り、何度でも罰を与えますから、覚悟してくださいね』

　――捕まえた！

　間違いない。『妹』は『偶然』を自分のしわざに見せかけている！

「ふ……はははははっ!!」

『な、何がおかしいのですか？』

「なーんてな。仕掛けとか接着剤とかデタラメだよ！　俺と国立さんが閉じこめられたのは、俺がわざとやったことなんだ。最初から事故なんかじゃないんだよ！」

『…………っ』

　電話の向こうで、明らかに言葉を詰まらせる気配がした。

「白状しろ！　今まで偶然起きただけの事故を利用して、俺おれを脅迫してたんだろ!?　しょせんお前には、事故を起こせる力なんかないんだ！」

『…………』

　短い沈黙ののち、『妹』は何も言わず電話を切った。

　明らかに動揺している。彼女の態度が、将しよう悟ごの指摘の鋭さを物語っていた。

　――やっと『妹』の姿が見えたぜ……。

　もちろん『妹』の正体が判明したわけじゃない。

　大きな疑問も残っている。

　海での遭難と山での遭難。なぜ『偶然』の事故が二日も連続で起きたのか？

　ボートや靴ひもへの細工には、どんな意図があったのか？　ただのハッタリなのか？

『妹』のトリックは、まだ大半が謎なぞのままだ。

　しかし――たった今、謎の氷山の一角が崩れ落ちたことは間違いない！

「もう脅迫なんかに屈しないぞ……。俺は最後まで、臨海学校を守るからな」

　将悟は心の中で新たに決意した。

『妹』を追い詰めたこの晩、ディナーの中華料理フルコースは格別にうまかった。



    

  
    
      


５章　夜の妹





　ディナー後の陽ひの暮れた夜、将悟と愛ま菜なは例の廃屋の前に集まっていた。

「なんか、夜になるとマジで不気味だよな……」

　将悟は月明かりの中、ほとんどシルエットしか見えない別荘を見上げてつぶやいた。

　昨日歩きまわった山の森は真っ暗だ。

　庭先にたった一つ街灯が立って、心細い光を投げかけていた。

「肝試しの雰囲気バッチリだね～。みんなヒイイイィって怖がるよ～」

　懐中電灯で廃屋の外壁を照らしながら、愛菜がわくわくした声で言う。

　芽め依いの店で借りたあのパンプキン・ヘッドをかぶっていた。大きなカボチャ頭の下で、マントがレオタード姿の体を包んでいた。

「ぷ……」

　と、将悟は思わず噴き出しそうになった。

「あ～っ、将悟くんっ、なんで笑うのっ!?」

「あ、あんまりにも恐ろしくて、笑っちまうほど理性がどうかなりそうなんだよ！」

　すると愛ま菜なは、にま～っと満足そうな笑顔を浮かべた。

「もう～、将しよう悟ごくんってば怖がりなんだから～」

「まぁな……」

　肝試しは昨日決めたとおり、ビーチの上にある芝生の広場から一組ずつスタートして、この廃屋前まで歩いてもらう。置かれた箱に入っているお札を取って、再びスタート地点に戻るというコースだ。

　ちなみにお札には、一枚ずつコワ～い怪談が書かれているらしい。

　パンプキン・ヘッドの愛菜は、この折り返し地点で驚かす役である。同時に、参加者が森の奥へ迷い込まないよう見張る、大切な役目もあるのだ。

「それじゃ、俺おれは広場に行ってくるよ。天てん導どう会長、暗いから気をつけてくれな」

　将悟は参加者への司会進行役だった。くじ引きで二人一組になってもらい、順にスタートするのを仕切るのだ。

　広場に向かって歩き出した将悟の背に、愛菜が声をかけた。

「あの……将悟くん」

「……ごめんね。それと、ありがとう」

「ん？　急にどうしたんだよ」

「肝試しに協力させちゃって……。でも将悟くんと一緒じゃなきゃ、こんないいコース見つけられなかった」

「お礼を言われるのは早いぜ、天導会長。肝試しが大成功してからにしよう」

　愛菜はニコッとうなずき、持ち場に着くためにきびすを返した。

「よっとっと……」

　パンプキン・ヘッドが歩きにくそうに重い頭をふらつかせて……

「ひゃんっ!?」

　背中から倒れて、ひっくり返ったカメみたいに手足をバタバタさせた。

「ひん、たぁ～ふ～け～て」

　……大丈夫かなぁ、と、実に不安な気持ちで愛菜を助け起こす将悟だった。

　それから広場へと向かった。

　明かりは手に持った懐中電灯と、道の両側に点在する街灯だけだ。

　平へい坦たんな道だから暗くてもさほど危険はないけど、一人で歩くと心細くなる。

　――父さん、こんなところにどうして、秘密の別荘なんか持ってたのかな……。

　考えながら歩いていると、脇わきにある樹木の下で、ガサッ……と何かが動く音がした。

「な……なんだ!?」

　思わず懐中電灯の光を向けた先に……青白い肌でふらりと立つ女の影が見えた。

「う～ら～め～しぃ～…………ヒィアアアアアアアッ!!」

「うあああっ!!」

　突然の女の絶叫に、心臓が胸を突き破りそうなほど跳ね上がる。

「……って、新あら谷やさんじゃないか……。脅かさないでくれって……」

　真っ白な浴衣を着た新谷部長が、井戸の中に立っていた。井戸は芽め依いの店で見た、あの着ぐるみ井戸である。将しよう悟ごが知らないうちに、こんなのまで持ってきてたらしい。

「何を言うかァ～。人類どもを怪奇と幻想の暗黒地帯に引き入れるのが我の役目なりィ～。ク～クックックック～」

　三日月みたいに口を曲げ、アヤしく笑う。

　――コワい……。天てん導どう会長のカボチャお化けより百万倍コワいぜ……。

「新谷さんも協力してくれてありがとう……。よろしく頼むよ……」

　正体を知ってもなお、冷や汗をかいてしまった。

　なんていうか、新聞部よりよっぽど適役なんじゃないだろうか。

「そうだ新谷さん、記念に写真撮ってあげるよ」

　将悟は携帯電話を取り出して、新谷部長にカメラを向けた。

「やっ、やめろォ！　魂が、魂が抜かれるゥ!!」

「……幽霊になっても魂って抜かれるもんなのかな」

「ヒイイィ……やめてぇ……写真に写るの怖いのぉ……」

　弱々しい少女の泣き声になって、新谷部長は井戸の中に隠れてしまう。

「新谷さ～ん……だ、大丈夫かな～？」

　井戸に向かって声をかけると、くぐもった心底恨みがましい声が響いてきた。

「この憎しみをォ……晴らさずにィ……おくべきかァ…………」

　のぞきこむと、井戸の中からグワッとものすごい視線が突き刺さった。

　――し、死ぬっ！　俺おれ、呪のろわれて死ぬかもっ!?

　呪いの井戸は本当に実在するんだと確信する将悟だった。



　肝試しには、臨海学校の生徒のうち三十人が参加してくれた。全員が参加しても規模が大きすぎて仕切るのが大変だから、ちょうどいい人数だ。

　肝試しを開始して数十分。Ｔシャツ姿の二人組の女の子がコースを往復し、スタート地点の広場に戻ってきた。

「え～ん、何あの井戸の幽霊……まだ鳥肌がおさまんないよぉ～……」

　手にした懐中電灯は動揺したように揺れ動き、足元はふらついて、お互い肩を支えあっている。片方の女の子は目に涙を浮かべ、鼻をぐずぐずさせていた。

「無事に奥まで行って、厄除けのお札を持って来られたかな～？」

　将しよう悟ごが話しかけると、女の子の一人が震える手で握ったお札を見せた。

「任務完遂おめでとう！　怖かっただろ？　お札を読んで、心を落ち着かせるといいよ」

　女の子たちはコクコクとうなずき、言われたとおりお札を開いて読み始め……

「もう、いやああああああっ!!」

　絶望的な悲鳴が響き渡った。

　――あのお札、どんな怪談が書いてあるんだよ？

　仕掛け人の将悟まで背筋が寒くなってしまいそうだ。

　二人の女の子たちは、フラフラとホテルへの道を戻っていく。

　山の上のほうを見上げると、ホテルの近くにあるキャンプファイヤー場で、小さな炎がまたたいていた。肝試しの参加者は終了後、キャンプファイヤーに合流するのだ。

　そうして、一組、また一組と恐怖の地獄をめぐりながら肝試しは進行した。

　また新たな一組が帰ってきた。心こ乃の枝えと衣い楠くすのペアだ。

「衣楠、結局臨海学校に参加なのかよ」

「ボクも一応クラスメイトだからね」

　熊くま五ご郎ろうの別荘を調査に来た衣楠だけど、少しくらい楽しんでもらいたい。

　将悟としては肝試しの参加も大歓迎だ。

「なかなか興味深い肝試しだったよ。天てん導どう会長のハロウィン姿と新あら谷や部長の幽霊。和洋が組み合わさった斬ざん新しんな恐怖を体験させてもらった」



    

  
    
      



    

  
    
      「……絶対怖がってないだろ。――心こ乃の枝えはどうだった？」

「わたしは怖かったなぁ……。一人じゃ歩けないです。天てん導どう会長のカボチャはかわいくって、つい笑っちゃいましたけど」

　――やっぱ笑うよなぁ……。

　と、心の中で同意してしまう将しよう悟ごである。

　ともかく、心乃枝たちも楽しんでくれてよかった。

「さて、参加したい人は残ってないかな」

　将悟は暗い広場を見まわした。

　もう全員参加し終えたのか、広場にはほとんど人がいない。

「これでおしまい、か。早いもんだな」

　なんか、ずっと前から肝試しの準備をしていた気がする。

　もっとも一生懸命だったのは愛ま菜なで、将悟は少し手伝っただけだけど……。

「将悟さん、おしまいじゃないですよ」

　ふいに心乃枝が言って、広場にある東あず屋まやのあたりを指さした。

　東屋の陰に、一人の少女が立っている。

　将悟たちの視線に気づいて、彼女は振り向いた。雅みやびだ。

「おーい、雅！」

　将悟は呼びながら駆け寄った。

「どうした？　まだ間に合うぞ。ペアは誰だれになったかな？」

　ぶすっと怒った顔で、雅は引いたくじを見せた。

　書かれたくじには……『帝みかど野の将悟』と、名前が書かれている。

「って、俺おれ!?　おかしいな、このくじ、番号が書いてあるはずだけど……。そのくじ、どうやって引いたんだ？」

「……ディナーのあと、天導会長が渡してくれたの。どうしてよ？」

「ははぁ。天導会長が計らってくれたんだな。俺と雅がペアになれるようにって」

　臨海学校の準備をしていたとき、愛菜に雅との悩みを打ち明けたことを思い出した。雅が、将悟と離れてしまうことを恐れているって。

　愛菜はあのときの将悟の言葉を覚えてくれていたのだ。

　――それに俺、臨海学校で雅とあまり思い出作れてないもんな……。

　愛菜に感謝しつつ、雅の持っていたくじを受け取った。

　もう『妹』は大した恐怖じゃない。彼女の脅迫は単なるこけおどしなのだ。

「肝試し、俺と行こうぜ？　雅が参加したら天導会長も喜ぶぞ」

「別に、あたしは将悟となんて」

　……なんか、妙につんけんしている。何が不機嫌なんだろう。

　将しよう悟ごは雅みやびを見つめて……体中が微妙に震えてるのに気がついた。

「――まさか肝試しが怖いとか？」

　たちまち雅は真まっ赤かになって、将悟をにらみつけた。

「こっ、こここ、怖くなんかないわよっ!!」

「大丈夫だって、全然怖くないからさ」

「だから怖くないっつーの！」

「……実はさ、俺おれも本当は肝試し行きたかったけど、すげー怖くてたまらなかったんだ。だから、誰だれか一緒に行ってくれる心強い人いないかなーって探してたんだよ」

　ぷくーっとほおを膨らませて、雅はふんっとそっぽを向いた。

「将悟が、どぉーしてもって言うんなら、ついてってあげないこともないけど！」

「お願いします、強い雅さま！　このとおりっ」

「しょうがないなぁ。臆おく病びような将悟のためだし」

　というわけで、実に素直じゃない妹と一緒に、将悟は肝試しをすることになった。



「う……。真っ暗……」

　森に挟まれた道を、雅は将悟の隣でおっかなびっくり歩いている。両手で将悟の左腕に抱きついていた。

「おい雅、そんなにくっついたら歩きづらいってば」

「しょうがないでしょ！　怖いんだもん！」

　逆ギレ気味に認める雅である。

「知ってるか、雅？　このへんの森にはな、恐ろしーい人面樹がたくさん生えててなぁ、夜中になるとモゾモゾ這はいまわるんだぜ」

「ひぅっ！」

　立ち止まってビクつき、雅は将悟の腕に顔を埋うずめた。

「じょ、冗談だって」

「もぅ……。将悟、ちゃんと守ってよ……」

「わかってるって。俺、いつだって雅を守るつもりだぜ」

「……嘘うそばっかり」

「なんで嘘なんだよ」

　怖さのせいか、雅の声はずいぶん気弱になっている。

「だって将悟、すぐあたしのことなんか忘れちゃうもん……」

「忘れたりしないって。なんでそう思うんだ？」

「どうせ、あたしより好きな人いるんだし……」

　雅みやびの言葉に、返事ができなかった。

　今まさに、将しよう悟ごは恋人を作ろうとしている。

　父の遺言に従い、生涯愛しあえる女性と出会うために。

　高校を卒業するまでの間――そう遠くない未来のうちに、結婚を約束する恋人を作るために奮闘している。

　でもそんな女性と出会えたとき、雅は……？

「なぁ、雅……。もし俺おれに恋人ができたら……どう思う？」

「…………嫌」

「え？」

「そんなの……嫌……。将悟に恋人ができるなんて、そんなの……嫌だ……」

　グッと力を込めて、雅はますます強く将悟の腕を抱きしめた。

　まるで怯おびえるように、彼女の体が小刻みに震えている。

「雅……」

「ずっといて……。あたしと、一緒にいて……。将悟……せっかく臨海学校なのに、なんで一緒にいてくれないの……。あたし、ジャマなの……？」

　なんて答えていいかわからなかった。何も答えられなかった。

　俺はいつも雅と一緒にいる。……そんなふうに口で言うのは簡単だ。

　臨海学校で一緒にいられなかったのは『妹』のせい。……そう言い訳するのも簡単だ。

　でも、そんな言葉じゃ雅の気持ちは慰められない。

　雅は、いつか将悟が離れてしまうんじゃないかって怯えてるのだから。

　――どうすれば……俺は、信頼される兄になれるんだろう。

　これからずっと家族で一緒にいようって、伝えられるんだろう。

　わからないまま、将悟は雅の手をそっと握ろうとした。

「一人にしてっ！」

　雅は手を払いのけ、一歩後ずさった。

　サッと背を向けると、元の広場に向かって駆けていく。

「おい雅！　走るな、危ない！」

　広場まで戻ると、雅は暗い芝生にぽつんと立っていた。

　将悟は彼女の頭に、ポンと手を置いた。

　気持ちが落ち着いたのか、雅はもう震えていない。

「ったく、しょうがねぇなぁ。お化け、そんなに怖かったんだな」

　今の悲しい出来事を忘れるように、わざと明るい口調で言う。

「……怖いんじゃないもん」

「そうだな。――キャンプファイヤーに行こうぜ。みんなもいるからさ」

　雅みやびはこくりとうなずいた。

　肝試しがゴールできなかったのは残念だけど……今は無理だ。

　将しよう悟ごは携帯電話を取り出し、愛ま菜なに電話をかけた。

「――これでもう、全員終わったよ。雅をキャンプファイヤーに連れてってから、俺おれも後片づけに行くから」

『そうなんだ……。雅ちゃん、一緒に肝試し、まわれなかったんだね』

「天てん導どう会長。いろいろありがとうな」

『うん？　愛菜、なんにもしてないよ～』

　さりげなく気をつかってくれる愛菜に、将悟は心の中でもう一度感謝した。



　　　　§



　肝試しの後片づけも終わり、将悟は愛菜や新あら谷や部長とホテルに帰ってきた。彼女たちと別れたあと、汗を流すため一ひと風ふ呂ろ浴びた。

　部屋に戻るとソファに座り、ぼんやりと部屋の中を眺めていた。

　三泊四日の長い臨海学校も、明日で終わり。

「なんか……何もできなかったなぁ……」

　結局、女の子と親密になることもできず、雅と兄妹の親しん睦ぼくを深めることもできなかった。

　ずっと『妹』に怯おびえっぱなしの臨海学校だった。

　――『妹』は誰だれなんだ……。

　将悟の部屋からボイスチェンジャーつきの携帯電話を盗んだのは誰か？

　臨海学校一日目、ゴムボートに細工をしたのは誰？　その後に起きた事故は、ただの偶然なのか？　偶然の事故を期待して、わざわざボートに細工なんかしたのか？

　二日目、愛菜の靴ひもに細工したのは誰だろう？　山での遭難未遂の真相は？

　――全部、偶然の事故……？　いや……何かが違う……。

　将悟は一連の出来事に、明確で冷徹な計画性がひそんでいるように思えてならなかった。

　きっと『妹』がボートや靴ひもに細工したことには、何か意味があるはず……。

　どこまでが偶然で、どこからが必然なのか……。

　それにもし電話を盗んだのが柚ゆず璃り奈ななら、必ず協力者がいるはず。

　協力者はなぜ、なんのために柚璃奈と手を組んでいるのか……。

　将悟の脳裏に、ある一人の人物が像を結びそうになったとき……

　突然テーブルの携帯電話が鳴った。

　出ようとすると、『非通知着信』の文字が目に入った。

「――もしもし」

『将しよう悟ごお兄さまですか？　わたくしです。お兄さまの妹です』

「言わなくてもわかるさ。……どうした？　俺おれと雅みやびを事故に巻きこめず、くやしくて電話してきたか。残念だったな。雅のやつ、肝試しから抜け出しちまったからな」

『くやしくなんかありません。天罰はこれから起こるのです。その予告をしたいのです』

「……予告？」

『まだ肝試しは終わっていません。ちゃんとゴールの廃屋まで歩かなければ、恐怖の夜は明けませんからね』

「何を言ってるんだ？　またどこかに細工していて、事故に遭あわせようってのか!?」

『肝試しなんですから、一人で来てくださいね。――神かん凪なぎさんは、もうスタートしてます。ゴールできなければ、帰って来れなくなっちゃいますから』

　不気味な言葉を残し、プツッと電話は切れた。

　――雅が……スタートしてる……？　帰って来れなくなる……？

　急に得体の知れない不安が胸にこみ上げてきた。

　携帯電話のアドレスを開き、雅に電話をかける。

　……出ない。呼び出し音が何度鳴っても、雅の電話には誰だれも出ない。

　――雅、いるんだろ？　いるって言ってくれ……。

　将悟は電話を切り、続いて心こ乃の枝えに電話をかけた。

『もしもし、将悟さん？　どうしたんですか？』

「心乃枝！　雅、どこにいるか知らないか!?」

『神凪さんですか？　さっき、もう一度温泉に入るって言って、部屋を出ましたよ。なんか電話があって、友だちに誘われたんですって』

「頼む。温泉に雅がいないか、見てきてくれないか？」

『どうしたんですか、いったい？』

「あとで説明するよ。手遅れにならないうちに、頼む……！」

『はぁ、わかりました。じゃ、見てきますね』

　――『妹』め……。雅を呼び出したのか……？　あの廃屋に……。



　ジャージに着替えてホテルのロビーに行くと、大浴場のほうから心乃枝が駆けてきた。

「将悟さん！　今、お風ふ呂ろ見てきたんですけど……」

「どうだった!?　雅、いたか？」

　心乃枝は将悟の前で立ち止まり、ひざに両手をついてはぁはぁと息をした。

「いいえ……。入ってた人たちに聞いたんですけど、全然見てないって……」

　――やっぱり……。雅は『妹』に呼び出されて、あの別荘に行ったんだ。

「神凪さん、どこに行っちゃったんですか？」

「……『妹』に呼び出されたんだ。あの正体を隠す、電話の『妹』さ」

　将しよう悟ごは手短に、今回の『妹』について説明した。心こ乃の枝えとボートに乗って遭難しかかったことも『妹』の手によるものだと話した。

「それで将悟さん、わたしたちを危険に遭あわせないように、避けてたんですね……」

「すまん……」

「謝らないでください。でも、相談してくれたらよかったのに……」

「誰だれにも話すなって釘を刺されてたんだ。何が起きるかわからないから、言えなかった」

　心乃枝は少しくやしそうにうつむいている。

　黙っているしかなかったとはいえ、将悟は胸が痛んだ。

「とにかく、雅みやびを放ほうっておけない。俺おれ、行ってくるよ。心乃枝はここで待っててくれ」

「一人でなんて危険です！　せめて先生を呼んで……」

「『妹』は一人で来るように要求してる。守らなかったら、雅が何をされるかわからない。その代わり、お願いだ。もし一時間経っても俺から連絡がなかったら……そのときは衣い楠くすに連絡するんだ。彼女に事情を話して、廃屋に来させてほしい」

　心乃枝は不安そうにうつむき、ただ一言、

「……わかりました」

　とだけ言った。



　将悟はホテルの裏口から出て、夜の森へと入った。

　暗くら闇やみの遊歩道を懐中電灯で照らしながら下っていく。丸太の階段を下りると、芝生の広場に出た。肝試しのスタート地点だったところだ。

　そこに、立っていた。

　ぽつんと立った街灯の下で、暗闇に紛れ込むような黒いキャミソールのスカートを潮風に揺らしている。

「柚ゆず璃り奈な……。何をしてるんだ」

　柚璃奈は振り向くと、じっと見つめながら不敵な笑みを浮かべた。

「調べてたのよ。この先にある、帝みかど野の熊くま五ご郎ろうがかつて持っていた秘密の別荘をね」

「知ってたのか」

「奇遇ね。あなたも知ってたの？　今から父親の過去を暴きに行くところかしら」

　将悟は答えず、代わりに言った。

「……柚璃奈が、俺の部屋からボイスチェンジャーつきの携帯電話を盗んだんだな」

「わたくしが？　なぜそんなことを思うの？」

「俺の部屋に入って電話を盗めた可能性があるのは三人だけだ。心乃枝と雅、そして柚璃奈だ。――だけどまず、心乃枝は犯人じゃない。彼女には俺を脅迫するメリットがないからな。そして雅みやびでもない。確かに雅は、俺おれに恋人ができることを不安がってた。だからってあんな脅迫をしたら、俺は雅ともいられなくなる。雅にもメリットがないんだ。――となれば、電話を盗んだのは、残る一人……柚ゆず璃り奈な、お前しかいないんだよ！」

「わたくしなら、電話を盗むメリットがあると？」

「俺を帝みかど野のグループの社長にさせないため、恋人ができないよう脅迫したんだ！」

「わたくしと一緒にいるとき、その『妹』って人から電話が来たんでしょ？」

「あのとき『妹』からの電話があったのは、不思議でもなんでもない。柚璃奈から携帯電話を渡された女の子がいたからだ」

「わたくしの影武者がいたとでも言いたいのかしらね？」

「そうだ、柚璃奈！　お前がしたことはな、『妹』になって俺に脅迫の電話をかけろと、ある女の子を脅迫したことなんだよ!!」

　柚璃奈はニヤリと嫌な笑みを浮かべたまま、将しよう悟ごを見つめている。

　さも、怒りに震える彼の姿が面白くてしょうがないと言いたげに。

「そこまで気づくなんて、さすがね、帝野将悟。――でも電話を盗まれるのが嫌なら、肌身離さず持っておくべきだったのよ。まずは自分の不注意を憎むべきじゃないかしら？」

　――くそ、こんなやつ、相手にしてるヒマはねぇ……。

　将悟は柚璃奈を無視して、廃屋への道を駆け出した。

　暗い夜道を走り続けた。走りながら考えた。

　――どうしてもっと、早く気づいてあげられなかったんだ……。

　ずっと、自分が『妹』に脅迫されているんだと思っていた。

　しかし今、将悟はようやく気づいていた。

　この臨海学校で、本当に怖い思いをしていたのは誰だれかを。

　――肝試しのとき、すでに彼女は俺と雅を廃屋に呼び寄せるつもりだったんだ。

　肝試しのコースに何かを仕掛けて、俺たちを待ちかまえていたんだ。

　けれど雅が途中離脱して失敗したから、今度は電話で直接俺たちを呼び出して……。

　俺が『妹』のハッタリを暴いたから、追い詰められて、暴挙に出ようってのか？

　罠わなかもしれない。罠に決まってる。

　だけど……俺は行かなきゃいけない……。

　雅を守らなきゃ。

　どうして……どうして……。

　楽しい臨海学校に、したいんじゃなかったのかよ……。

　そうだろ……!?　天てん導どう会長!!



    

  
    
      


６章　苦しみの妹と涙の雨





　寂しい夜道を走り続け、将しよう悟ごは廃屋となった別荘の前にやってきた。

　いつの間にか雲が空を覆っていて、月が隠れている。わずかな街灯の明かりに照らされただけの建物は、さっきよりもいっそう不気味に感じられた。

　――昔、父さんが住んでたかもしれないんだよな。それに雅みやびと、雅のお母さんも。

　住人が去り、放置され、忘れられた別荘は、幾晩もこんな暗くら闇やみの夜を音も立てず過ごしたのだろうか。

「誰だれかいるのか!?　――雅！　いるか!?　いたら返事してくれ！」

　叫び、耳をそばだてた。

　どこからかホゥホゥとフクロウの鳴き声が聞こえる。

　――中に隠れてるのか？

　玄関の前に立って白い扉の取っ手をつかみ……意を決して開ける。

　中は暗かった。ほとんど真っ暗闇だ。しばらく立って目を慣らすと、かろうじて壁や床の形がわかってくる。

　心こころ許もとない懐中電灯の明かりで照らしながら、屋内へと踏みこんだ。とっさに脱出できるよう、靴は脱がずに土足のまま進んでいく。

　小さな玄関ホールを通りすぎ、戸を開けて広いリビングに入った。横長の長方形の部屋だ。壁や天井を懐中電灯で照らしながら奥へ向かう。

　奥の壁にあった半開きの戸に手をかけ、大きく開いた。

「――言われたとおり俺おれは来たぞ！　隠れてないで顔を見せるんだ！」

　戸の向こうは細い廊下のようだ。

　廊下に一歩踏みこんだとき、将悟は妙な予感がして足を止めた。

　床を照らすと、布のようなものが落ちている。

　近づいてのぞきこむと……ジャージの上着だった。くしゃくしゃに丸められた、深み流りゆう院いん学園の女子用ジャージの上着だ。

「なんでこんなところに……？」

　持ち上げようとした瞬間、手のひらにベッタリと生ぬるい嫌な感触が広がった。

　懐中電灯で手元を照らすと、得体のしれないドロッとした赤い液体が広がっている。

「……血っ!?」

　たまらず、将悟はジャージを離した。

　ジャージの胸元に小さな名札がついていた。そこに書かれていた名前は……

『天てん導どう愛ま菜な』

「て、天導会長……？　ケガをしてるのか……？　何が…あったんだ……」

　緊張のあまり、口の中が急速に乾いていく。

　汗で懐中電灯を取り落とし、ガチャンと音が響いた。

　明かりが消え、周囲が闇やみに包まれる。

　手探りで拾い上げたとき、バタンと玄関扉を閉める音が響いた。

　――誰だれか……いる……。

　何者かの気配がリビングに入ってきた。

　ミシ……ミシ……と、ゆっくり板の間を踏みしめる足音がする。

　将しよう悟ごは懐中電灯を消したまま、廊下の戸に息をひそめた。

　わずかに開いた隙すき間まからリビングをのぞき見ると、窓際に人影があった。

　手足は太く、ガッシリした体格の人物らしい。細長い板のようなものを持ち、誰かを捜しまわるように頭を左右に振っている。

　持っている板を掲げた瞬間、窓の外で稲光が走った。

　閃せん光こうに照らされ、板がキラリと反射した。

　大きな機械らしき影から伸びる、細かな無数の刃がついた金属板。半円形の先端部分には、血ち糊のりのような赤黒い液体がべっとりとついている。

　ドオオォ……と、遅れて聞こえた雷が空気を震わせた。

　人影が金属板を構えると、ドッドッという重いエンジン音と、キュルキュル……と、激しくチェーンの回転する音が響いてくる。

　――チェーンソー!?

　ふいに、人影が将悟のひそむ戸のほうを向いた。

　ギシ……と不気味に足音を立てながら、まっすぐ戸のほうに歩いてくる。

　――あいつが……天導会長を……？

　だとしたら……あいつは誰なんだ……？

　将悟は半ば混乱した頭で息を押し殺し、人影が近づくのを待ち続けた。

　すぐ正面まで来た瞬間、将悟はふいをつくように戸を蹴けって飛び出した。

　人影が立ち止まり、チェーンソーを突き出す。素早く避け、シュッと空を切った。

　将悟は懐中電灯を向け、スイッチを入れた。

　円形の光の中に白い仮面が浮かんだ。頭部を大きく覆う、無数のビスを打ちつけた卵形のマスク。寸胴な薄汚い体には、不気味な縫い目が網の目のように走っている。

　まぶしさに目がくらんで、白いマスクの人物が一瞬よろめく。

　将悟は床を蹴り、一気に飛びかかった。

　正面から体当たりすると、ゴフッと巨体の胸元に将しよう悟ごの肩が激突した。厚いマットのようなボディだ。

　さらにもう一度床を蹴けり、背後にまわって、ガッシリした図体を羽交い締めにした。

　瞬間、ゴトリと何か落ちる音がした。チェーンソーが床に落ちたようだ。

「正体を……見せろっ！」

　将悟はマスクに手をかけ、一気に引きはがした。

　マスクに隠していた長い髪がはらりとこぼれ、将悟の顔をくすぐる。

　次の瞬間、懐中電灯の光の中に見えた横顔は……

「え……天てん導どう会長……？」

　思わず力をゆるめると、彼女は前に二、三歩ふらついて振り返った。

　強こわばった顔で将悟を見つめ返す。ガッシリした体格に見えたのは、全身をぶ厚く覆う着ぐるみのような服のせいだ。

　一瞬混乱したものの、将悟はすぐに事態をのみこめた。さっきのジャージは、惑わすためのカモフラージュだ。

「やっぱり俺おれに電話をかけてきた『妹』は、天導会長だったんだな」

　愛ま菜なの表情に薄笑いが浮かんだ気がした。

「なんで愛菜が、『妹』だって思っちゃったのかな？」

「俺たち、森で遭難しかかったよな。あのとき天導会長の靴ひもに切れ込みを入れたのは、誰だれなのか。――誰が切ったとしても、疑問が残るんだよ。靴ひもに細工する隙すきがあったのは、午前中の特別授業のときだけ。けれど俺と天導会長が森へ行く約束は午後になってから。奇妙な話だろ？　細工の犯人は、予知能力でもあったのかな？」

　愛菜は「わかんないな～」と言いたそうな顔で首をかしげた。

「答えは簡単だったんだ。天導会長の靴ひもに切れ込みを入れ、俺と天導会長を森に誘い出して道に迷わせ、靴ひもをちぎるまで、すべてを意図的にできる人物が、一人だけいるんだから」

「……誰？」

「天導会長自身さ。――天導会長は俺を肝試しのコース探しに誘ったあとに、自分で自分の靴ひもに切れ込みを入れたんだ。そして二人で森に行き、わざと道に迷った。森の奥まで来たとき、俺の隙を見て、自分で靴ひもを引きちぎったんだよ。

　おそらく靴ひもに切れ込みを入れたのは、手で切りやすくするためでしかなかった。ところが俺が、刃物による不自然な切れ込みを見つけてしまった。当然、誰が切ったのか疑問が生じる。……しかも困ったことに、実際に切れ込みを入れていた時間は、臨海学校の生徒たちは町に出てたんだ。このままでは自演が疑われる。そこで『午前中の特別授業のときに細工された』と思わせるような証言をしたんだ。

　ホテルに戻ったあと、天てん導どう会長は『妹』の声で俺おれに電話して、事故に遭あいたくなければ女の子と仲良くなるなって脅迫したのさ」

「愛ま菜ながなんでそんなことするのかな～？」

「そう。それが疑問なんだ。まず第一に、天導会長が『妹』になって俺を脅迫する理由がない。そして第二に……天導会長は、俺の部屋からボイスチェンジャーつきの携帯電話を盗み出せないはず。俺の部屋に入ったこともないのに、盗むなんて無理だよな」

「そうだよ～、愛菜、盗んでなんかないもん」

「第二の疑問から考えよう。これは電話を盗み出した人物が別にいて、天導会長に渡したとしか考えられない。そのとき、天導会長に『妹』になるよう依頼したなら……第一の疑問、天導会長が『妹』になった理由も生じる」

「なんでそんなお願い聞かなきゃなんないの？」

「一日目、俺と心こ乃の枝えがボートで流された事故は覚えてるだろ？　あの事故は、偶然起きたものでしかない。俺が沖に出なければ、大した事故にならなかったんだから。『妹』がボート事故を自分のしわざと思わせたのは、単なるハッタリさ。

　だけど何者かがゴムボートに細工したのは事実。目的は何か？　俺と心乃枝を事故に遭わせるため？　いいや、違う。偶然の事故を期待したものなんかじゃない。犯人にとって、事故が起きるかどうかなど大して重要じゃなかった。細工すること自体に重要な意味があったんだ。――なぜって、あの細工は、俺を脅迫するためにしたんじゃない。天導会長を脅迫するためのものだったからさ！」

　脅迫と聞いて、愛菜の全身に緊張が走った。

「臨海学校に行く前に、一度『妹』からの脅迫電話がかかってきた。そのときの『妹』は柚ゆず璃り奈なだったんだよ。俺はすぐに彼女を疑って、追求した。そこで柚璃奈は追求を逃れるため、別の女の子を『妹』に仕立てることにしたんだ。

　臨海学校で、柚璃奈はゴムボートのオールロックのビスをゆるめて、天導会長を脅迫することを考えた。事故など起きなくても、脅迫にはこう言えばいい。『ゴムボートに事故を起こす細工をした。要求を聞かなければ、これからも似たような細工を仕掛けて臨海学校を妨害する』とな。万が一事故が起きたら、臨海学校は中止になってしまう。準備委員でもあり、臨海学校を成功させたいって願う天導会長にとって、この言葉だけで充分すぎるほど恐ろしい脅迫になる……」

　しばらく、愛菜は黙っていた。

　やがてうつむきながら、ぽつりぽつりと話し始めた。

「あの日……ビーチにいたら、柚璃奈ちゃんから電話がかかってきたの。広場のゴムボートのビスをゆるめたって。あわてて見に行ったら、ボートは将しよう悟ごくんたちが乗ったあとだった。愛菜、将悟くんたちに戻ってって伝えたかったけど、沖に出てて、叫んでも聞こえないの。――ハラハラして見てたら、だんだんボートが流されていくのが見えて……。それで愛ま菜な、小こ都と里り先生に将しよう悟ごくんたちのこと話して、助けに向かったの」

　その後、愛菜と小都里先生は近くにいた釣り人の協力で、崖がけ下したに流された将悟と心こ乃の枝えを救出に来てくれたのだ。

「ホテルに戻ったら、また柚ゆず璃り奈なちゃんから電話がかかってきた。『どうしてこんなことするの!?』って聞いたら、『明日も臨海学校で事故が起きるわよ』って脅してきた。そんなのやめてって頼んだら、柚璃奈ちゃんは言ったの。『妹になりなさい』って。携帯電話で将悟くんの『妹』になって、女の子たちを近づけないよう脅迫しなさいって。――愛菜、臨海学校を成功させたかった。中止になんかさせたくなかった。だから……」

「あの電話を受け取り、柚璃奈に言われるまま『妹』になったんだな……。俺おれと柚璃奈が一緒にいるときを狙ねらって『妹』の電話をかけたのも、彼女に言われたんだろ？」

　愛菜はこくりとうなずいた。

「愛菜、将悟くんと一緒にいる女の子を事故を起こさなきゃいけなくなった。でも、せっかく楽しんでるみんなを事故になんか巻きこめない。だったら……自分が将悟くんと一緒に、事故に遭あえばいいんだって考えた」

「それが、森での自演の事故だったんだ」

「迷ったとき本当は、愛菜たちがいる場所わかってたの。事前に地図を調べてたから」

「え……。じゃ、俺が歩きまわったのはムダ……」

「ごめん……。三日目も、自分で事故に遭う計画を考えてた。ところが、将悟くんと凜りん香かちゃんがシャワー室の小屋に閉じこめられたでしょ？　助かったあとで考えたの。この事故を『妹』のせいにすれば、何度も将悟くんを怖い目に遭わせないで済むって」

　結局愛菜は、できるかぎりみんなを怖い目に遭わせないようにって考えてたのだ。

　一人、臨海学校を終わらせないために、柚璃奈の脅迫にしたがっていたのだ。

「天てん導どう会長。もういいんだ。柚璃奈なんて気にするな。あいつは、なんでか知らないけど俺を憎んでる。柚璃奈の目的は、俺を孤立させることだけだ。――もし本気で臨海学校を妨害するようなら、俺がとっちめてやるからさ」

　愛菜はじっと黙りこみ、やがて落ちていたチェーンソーを拾い上げた。

　じっと、まっすぐ将悟を見た。

　稲光がフラッシュのように室内を照らした。

　……一瞬の白い光に浮かんだ愛菜の顔は、どこかうつろな、無表情な目に見えた。

「将悟くん……。肝試しは、まだ終わってないよ？」

　押し殺した声に、一瞬、将悟の背筋を冷や汗が伝い落ちた。

「な、何を言ってるんだよ。さ、そのチェーンソー、危ないから俺が預かるから……」

　チェーンソーを受け取ろうと一歩前に踏み出すと、愛菜は避けるように一歩後ずさった。

「まだ雅みやびちゃん来てないもん。雅ちゃんがゴールするまで、肝試し、終わんないよ？」

「お、おい……天てん導どう会長！　冗談はやめてくれ……。雅に……何するつもりなんだ！」

　愛ま菜ながチェーンソーのスイッチを入れると、暗くら闇やみの中で、キュイイイィン……と、空気を裂くような音が響き渡る。

　将しよう悟ごは額ひたいに汗を浮かべながら、愛菜から間合いを取った。

　――どうしてだ……。天導会長、なんでまだ柚ゆず璃り奈なの脅迫に動かされてるんだ……。

　俺おれが苦しみをわかってやれなくて、追い詰めて、こんなになっちまったのか……!?

　雅を待っているらしく、愛菜はチェーンソーを持ったままじっと立っている。

　何度もちらちらと窓の外を見ていた。

　ボツッ、ボツッ、と屋根を叩たたく音が聞こえ、たちまち、ザアァ……とひっきりなしに降りそそぐ雨粒の音が響き渡った。にわか雨らしい。少し塩しお気けのある雨のにおいが廃はい墟きよの中にまで入りこんでくる。

　――マズい。もし雅がこの別荘に向かってる途中なら……雨の夜道じゃ心配だ。

　将悟が外に駆け出そうとしたとき、ふいに愛菜の口から、不安そうな声が響いた。

「雅ちゃん、雨の中じゃ危ないよ……」

　突然、愛菜は玄関に向かって駆け出した。

「天導会長!?」

　将悟も続いて走り出したとき、ポケットの携帯電話が鳴った。

　着信表示を見ると、相手は『神かん凪なぎ雅』。

　――雅!?

「もしもし！　雅か!?　今、どこにいる!?」

『将悟こそ、どこにいるの!?　……あたしはホテルのロビーにいるわよ！』

「ホテル？」

『そ、その……なんか将悟の妹だって電話で廃墟に来なさいって言われて、外に出たんだけど、暗いし怖いし……』

「とにかく、今、無事なんだな？」

　雅に代わって、衣い楠くすの声が聞こえた。

『将悟くん、鶴つる眞まくんから話は聞いたよ。捜しに出たところで、広場でためらっていた神凪くんを保護したんだ』

　どうやら、一人でこの別荘に向かおうとしていた雅を、衣楠が見つけてホテルまで連れ帰ってくれたらしい。

『むしろ将悟くんのほうが心配だ！　今どこにいるんだい!?　別荘か!?』

　将悟は扉近くに立っている愛菜を見た。

　電話している将悟を見守っている。

　――今、天てん導どう会長、雅みやびのこと心配してた……。

　まだ彼女には、今までの、優しかったときの心が残ってるはず……。

　考え、将しよう悟ごは再び電話の向こうの衣い楠くすに話しかけた。

「ありがとう、衣楠。こっちは心配ない」

『ムチャしないでくれたまえ！　すぐ助けに行く！』

「いや……その必要はないさ。雨が上がったら、俺おれもすぐ戻るから」

　衣楠の言葉はうれしかったが……将悟は断った。

　――今助けられるべきは、俺じゃない。天導会長なんだ。

　電話の向こうに、再び雅の声が聞こえた。

『うっ……将悟の……バカッ！　なんで一人で危ないことするのっ!?　あたしなんかのために……』

　ぐずったような声で叫ぶ。よっぽど心配らしい。

「何言ってんだ。妹を守るなんて、兄として当然の務めじゃないか」

『だからって……一人で危険なことして……』

「心配するな。もう解決したよ。俺が帰るまで、待っててくれな」

『将悟……。肝試しのとき、逃げ出しちゃって、ごめん……。あのねあたし、ずっと一緒にいてだなんて、わがままばっかり言ってるってわかってた。なのにそんなこと言っちゃう自分が嫌だったの。将悟に、顔合わせらんなくて……』

「雅……。わがままだろうとなんだろうと、お前は俺の妹だ。ずっと一緒にいようぜ」

『ね、将悟。帰ってきたら花火しようよ。みんなでホテルの庭でやろうって言ってるの』

「いいな！　楽しみにしてるぞ！　俺のぶん、ちゃんと残しといてくれよ」

『ぐすぐすしてると、なくなっちゃうんだからね～』

　あはは、と小さく笑いあった。

『早く帰ってきてね……』

　という雅の声にうなずいて、将悟は電話を切った。

　――必ず帰るさ。元に戻った天導会長を連れて、な。

「天導会長。待ってても、雅はここには来ない。――どうしても誰だれかを傷つけたいのなら、この俺だけを……」

　言いかけたとき……

「えぇ～っ！　雅ちゃん、また来れないの～っ!?」

　愛ま菜なは突然、すっとんきょうな叫びを上げた。

「……お、おぅ。今ホテルにいるから……」

「そんなぁ～。それじゃ、将悟くんのかっこいい姿、見せられないよ～」

「そうだ、俺のかっこいい…………は？」

　将しよう悟ごは、目をパチクリとしばたたいた。

「あの、天てん導どう会長？　何を言って……」

「だからぁ、肝試しなんだってば～！　将悟くんと雅みやびちゃんが、廃はい墟きよで謎なぞのチェーンソー怪人に襲われるでしょ？　雅ちゃんはキャア～って悲鳴を上げて、将悟くんは『俺おれが守ってやるぜっ！』って叫んで、怪人をバコ～ンってやっつけちゃうの！」

「バコ～ン……」

「それで雅ちゃんは将悟くんのこと、『お兄ちゃんかっこいい～』って見直すんだよ！　……って、なるはずだったのにぃ～」

　愛ま菜なはガッカリして力が抜けたように、床にへたりこんだ。

　どう見ても、いつもの愛菜である。

「あのー、天導会長？　でも、そんな危ないチェーンソー持ってるのは……」

「これ～？」

　愛菜は持っていたチェーンソーを将悟の懐中電灯に照らさせた。

　間近で見ると、プラスチック製のおもちゃみたいなチェーンソーだ。連なる刃はペラペラの布製である。

「嵯さ峨が良らセンパイの店の倉庫にあったの借りたんだ。今日、持ってきてくれたの～」

　愛菜がスイッチを押すと、ドドドドッというエンジン音と、キュイイィーンという刃のまわる音が、本体部分のスピーカーから聞こえてくる。

「ジェイさんのコスプレ用なんだって。よくできてるよね～」

「……その、刃についた血ち糊のりは……？」

「赤いスライムだよ～。びろ～ん」

　愛菜は赤く粘つくゼラチン質の液体に手を触れ、くにゅーっと引き伸ばした。

「じゃあ、廊下に落ちてたジャージは……」

　愛菜は立ち上がって将悟の懐中電灯を借り、トタトタと廊下のほうに走っていく。

　ジャージを手に戻ってくると、将悟の前で広げてみせた。

「ほら、怪人の正体が愛菜だってバレたら、将悟くん手加減して、あまりかっこよくないかもしれないでしょ？　だから、愛菜は先にやられたことにしといたの～」

　だんだん、頭痛がしてきた将悟である。

「ったく……。俺、てっきり柚ゆず璃り奈なに脅されて、俺と雅をチェーンソーで八つ裂きにしよってほど追い詰められちまったのかって思ったぜ……。マジでただの肝試しだったんなら、そう言ってくれよ……」

「だから～、ずっと肝試しって言ってるじゃない～」

　本気で恐怖を感じてくやしい将悟である。

「なんでそんなに、俺と雅を肝試しさせるのにこだわるんだ？」

「将しよう悟ごくん、雅みやびちゃんとの兄妹のことで、悩んでたでしょ。だから将悟くんが頼りになるところ見せてあげたら、雅ちゃんもきっと将悟くんのこと、信頼できるお兄ちゃんって思えるきっかけになるんじゃないかなって考えたの……」

　聞いて、将悟はやっと愛ま菜なの行動を理解できた。

　彼女はただ遊びたくて、こんな凝った肝試しを仕掛けたんじゃない。

　将悟と雅のことを心配して、気にかけてて……二人の絆きずなを強めようとしてくれたんだ。

「ほんとに、俺おれたちのこと心配しててくれたんだな……。しかも柚ゆず璃り奈なに脅迫されたことを逆手に取ってしまうなんて……天てん導どう会長ってなんつーか、すげぇ人かもな。さすが、だてに深み流りゆう院いん学園の生徒会長やってるわけじゃないんだ！」

「でも愛菜、失敗しちゃった。将悟くんと雅ちゃんの肝試し、できなかったね……」

　将悟はほほ笑んで、首を横に振った。

「ううん。失敗じゃない。俺たち、しっかり絆をもらった。俺、今まで雅が話してくれなかった本心を聞けたんだ。雅がいなくなるとどんなに不安か、思い知らされたんだ。天導会長のおかげだよ」

　愛菜は、ちょっと照れたようにうつむいた。

　けれど彼女の表情はどこか悲しそうで、寂しそうだ。

「愛菜、ダメだよ……。将悟くんに怖い思いばかりさせちゃったもん……」

　――違うぜ、天導会長。

　将悟は思った。ずっと怖い思いしてたのは将悟じゃない。愛菜自身のはずだ。

　楽しい臨海学校を守るため、『妹』になるしかなかった生徒会長だ。

「天導会長、前に言ってたの覚えてるか？　『楽しませてあげられたら、きっと仲良くなれる』って。あれ、やっぱり違うって思うんだ」

「違う……？」

「いや、間違ってるわけでもなくて……半分しか正しくないって思うんだ。――楽しいのは確かに大切さ。だけどそれだけじゃない」

　将悟は窓のほうを見た。雨が激しく叩たたきつけ、流れていた。

「俺、後悔してるんだ。なんでもっと早く『妹』の正体に気づけなかったんだろうって。脅迫されてた天導会長がどれだけ恐怖を感じてたか、想像できるんだ。俺だって『妹』に脅されて怖かったんだから」

「……いいの。もう過ぎたことだもん」

「だからさ、天導会長。これからは、怖いときは怖いって言ってくれていいんだ。悲しいときは悲しい、辛つらいときは辛いって。――思いっきり、泣いてくれていいんだ」

　愛菜は大きな目で将悟を見つめた。

　目に涙が溜たまり、開いた唇が少しずつ揺れ動く。

「そうしたら……楽しくなくなっちゃう。落ちこんじゃうよ……」

「そのぶん、楽しいときは好きなだけ笑えばいいじゃないか」

「だって……泣いて、二度と笑えなくなっちゃったら……」

「天てん導どう会長が怖がったって、悲しんだって……全部大切な、天導愛ま菜なの表情だよ」

　う……と、愛菜の口が震えながら開いていった。

「こわ……かった……。こわかった……。臨海学校がなくなっちゃうって思って……そんなの嫌だって……ずっと…………怖かったよ…………」

　一滴、二滴とほおを涙がつたい……

「う……うぁ…………うあああああああああぁん!!」

　愛菜は大きく口を開け、わぁわぁと泣き続けた。

　ぼろぼろと流れ落ちる大粒の涙は屋根に叩たたきつける雨より激しく、腹の底から響く嗚お咽えつの声は窓を揺らす風より強い。

　将しよう悟ごはそっと愛菜の手を握り締め、彼女の前に寄り添っていた。

　長く続くように思える豪雨の時間が過ぎていく。

　いつの間にか、雨はやんでいた。愛菜の涙は止まっていた。

「どう？　思いっきり泣くと、気持ちいいだろ」

「……なんだか疲れちゃう。でもなんだろ……」

　まだ目の端に残る涙を手で拭ふきながら、恥ずかしそうにほほ笑んだ。

「すごく、安心した気がする……。もう、怖がらなくていいんだよね」

「怖がらなくていいんだぞ。――雨も上がったみたいだし、早く帰ろうぜ。衣い楠くすも心こ乃の枝えも心配してる。雅みやび、みんなで花火やろうってさ」

「あっ、そうだ。これ、将悟くんに返しておくね」

　愛菜はポケットから携帯電話を取り出した。懐中電灯で照らすと、間違いない、将悟の部屋から盗まれたボイスチェンジャーつき携帯電話だ。

「よかった。もう盗まれないようにしないとな……」

　将悟はポケットの奥にぐいっとつっこんだ。

　もう誰だれも『妹』にしたくない。落とさないよう気をつけて、肌身離さず持っていよう。

　外が少し明るくなった。雨雲が去って、月が出たらしい。

　窓から差しこむ月明かりが室内を照らし、ほんのり青い光が満ちる。

　と、将悟は気がついた。

　愛菜が着ているのは、フランケンシュタインみたいな縫い目だらけの厚ぼったいコスプレ衣装だ。いかにもホラー映画の怪人って雰囲気である。

「まるで着ぐるみだな。そんな服まで嵯さ峨が良らセンパイに借りてたのか？」

「怪人になったとき、将悟くんにパンチされても痛くないようにしといたの～。さっきタックルされたけど、全然平気だったよ～」

「はぁ……用意がいいっていうか。帰る前に、そのコスプレは脱いだほうがよくない？」

　こんな女子高生チェーンソーな姿で戻ったら、ホテル中大パニックである。

「これ、一人だと脱ぎにくくて……。将しよう悟ごくん、後ろのチャック開けてもらっていい？」

　将悟は愛ま菜なの背後にまわって、背中のチャックを開けた。

　うんしょ、と着ぐるみの中でモゾモゾしながら、セミの脱皮みたいな格好で脱いでいく。

「って天てん導どう会長!?　な、なんで水着なんだっ!?」

　愛菜は、真まっ赤かなビキニの水着姿だった。

　小さな布をひもで結ぶだけのマイクロビキニだ。

「ひゃう」

　愛菜は恥ずかしそうに両腕を胸の前で組んだ。

「このコスプレ暑いんだもん……」

「早くジャージ着なって。俺おれ、あっち向いてるからさ」

　将悟が愛菜の反対側を向こうとすると……愛菜の全身が、突然ガクガクと震え始めた。

「あああ、あのね、将悟くん……う、動けなくなっちゃった……」

「どうしたんだよ」

「まま、愛菜、ああ、安心したら、ききき、急に、こ、怖く、怖くなっちゃったの……」



    

  
    
      



    

  
    
      　愛ま菜なの顔は恐怖に怯おびえ、奥歯をカチカチと鳴らしている。

「何が怖いんだ？　もう、何も恐れることないって……」

「おおお、おばおば、お化け……」

「……は？」

「だだだ、だってだってだって、こ、こんな真っ暗な廃はい墟きよなんだよ、ほほほ、ほ、本物のお化け、で、出ちゃったらどうしよう……」

　はぁ……と将しよう悟ごはふかーいため息をついた。

　――さんざん人を怖がらせて、今さらそれかよ。

　ガクガク震える愛菜を見てると、イタズラの一つもしてやりたい気分だ。

　突然ビシッと窓を指さし、将悟は叫んだ。

「あっ、あれはなんだ!?　窓の外に青白い人ひと魂だまがー!!」

「いやああああああああああっ!!」

　ビクウウウウゥッ！と愛菜の全身が引きつった。

　次の瞬間、彼女の着ていたマイクロビキニのひもが、上も下もするりとほどけ……

　はらりと音もなく、宙を舞い落ちた。

　青い月明かりの中に、何一つ隠すもののない愛菜の体が浮かび上がった。

「ひうぅっ!?」

「なななっ、なんで脱げるんだっ!?」

「はうぅ、水着にすぐ脱げる細工して、将悟くんと事故に巻きこまれる予定だったの～。すっかり忘れてた～っ」

「どんな事故だよっ！」

「ひぃんっ！　見ちゃだめええぇっ!!」

　愛菜は将悟の目をふさごうと飛びかかった。

　将悟は尻しりもちをつき、勢いあまった愛菜の体がのし掛かって、床に押し倒される。

　愛菜は頭を将悟の肩に乗せ、倒れこんだまま動かない。

「てて、天てん導どう会長……。そそそ、その、ど、どいてくれないと、いろいろ、理性が……」

「……てないの……」

「え？」

「立てないの……。こ、腰が抜けちゃって、立てないよぅ～っ！　将悟くんが怖がらせるから悪いんだ～っ！」

「んなムチャなっ!!」

　――ど、どうすりゃいいんだ……。

　このままじゃ、マジで理性が……。

　将悟はつばきを飲みこみながら、そーっと愛菜の体に目を向けた。

　――でも……天てん導どう会長は、血のつながった妹じゃないんだし……。

　け、健全な男子としてはだな、ちょっとくらい見たり……触ったりしたってだな……。

　将しよう悟ごの手が、愛ま菜なの肌に触れかかったとき……

「将悟くん！　無事かい!?　返事をしてくれたまえ!!」

　突然外から衣い楠くすの声が聞こえて、将悟と愛菜はビクッと顔を見合わせた。

「将悟さーん！　どこにいるんですかー？」

「返事しないと、ただじゃおかないんだからねっ!!」

　心こ乃の枝えと雅みやびもいるらしい。

「ど、どうしよう……」

　愛菜が真まっ青さおになった。こんな場面を目撃されたら、どんな誤解をされるかわからない。

「とにかくジャージ着ないと……。立てる？」

　愛菜は、まだ力の入り切らなさそうな腰でひざ立ちになった。

　将悟はなるべく彼女の体を見ないように立ち上がり、玄関のほうを向く。

「俺おれ、外に出て時間を稼ぐよ。その間に天導会長はジャージを！」

　玄関に向かって駆け出そうとすると、背中に愛菜の呼び声がした。

「あ、将悟くん、待って！」

「どうした!?」

　振り返った瞬間……

　服も着てない愛菜が手を伸ばし、将悟の肩にまわして……

「……!?」

　唇を重ねあわせた。

　柔らかさが一気に脳天をつき、彼女の舌がちろっと触れる。

　一瞬時が止まったのち、愛菜は唇を離した。

「……愛菜から、臨海学校の思い出」

「な……え……？」

「ほら将悟くん！　早く外に出ないと、みんな入って来ちゃうよ！」

「あ、あぁ……えぇ……!?」

　将悟は混乱した頭のまま、フラフラと扉のほうへ歩き、外へ出た。

　懐中電灯の光が一斉に将悟を照らす。衣楠と心乃枝と雅がいた。

「将悟くん！」「将悟さん！」「将悟っ!!」

　駆け寄ってくる三人の前で、まだ将悟の頭はボーッとしていた。

　その後、将悟は心乃枝と雅から、愛菜と別荘で何をしてたのか、さんざん問い詰められることになるのだった。
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　長く思えた臨海学校も、とうとう最終日になった。

　四日目の午前中、ブレックファーストのあとの自由時間に、将しよう悟ごは再び廃はい墟きよとなった別荘にやって来た。くすんだ青い色のレンガ屋根が陽ひに照らされている。

「明るい時間に見ると、オシャレな建物ですよね」

　玄関前に立った心こ乃の枝えが、別荘を見上げながら言った。

「放置されてなければ、きれいな別荘のままだったんだろうなぁ」

　将悟の隣にいる雅みやびは黙って、真剣な目で建物を見つめていた。

　三人のほかに、愛ま菜なと凜りん香かと芽め依い、それに衣い楠くすも来ている。

　周囲の庭を歩きまわって、忘れ去られた別荘を興味深そうに眺めていた。

「衣楠。この建物が、昔父さんが持っていた別荘ってのは事実なんだよな？」

「ボクは昨日、町の不動産業者をおとずれて調べたんだ。――この建物自体は古く、三十年ほど前にとある富豪が建てたものらしい。しかし富豪は別荘を手放し、今から十五年ほど前に売りに出された。そのころに買ったのが熊くま五ご郎ろう氏なんだ。別荘の存在は一切公表されず、ごく一部の身内にしか知らされなかったようだね」

　当時の熊五郎は、まだ帝みかど野のグループの社長に就任する前だ。次代の社長と目され、毎日激務に追われていたという。

「熊五郎氏が別荘を持っていた期間はわずか数年だった。彼は再び別荘を売りに出したんだ。山中にある古い建物のせいか買い手もなく、地元の不動産業者が買い取った。リフォームして賃貸用の別荘にする計画だったそうだが、結局手つかずになって、そのまま放置されてしまったというわけさ」

　将悟はホテルのウェイターの証言を思い出した。

　十年以上前に、ホテルのレストランに現れた三人。熊五郎らしき男性と一緒にいた、若い婦人と小さな女の子。この別荘に住まわされてたらしいけど……。

　――彼女たちは、雅と、雅の母さんなのか？

「他人の子供のために、わざわざ高い金出して別荘買う理由もないしなぁ。やっぱり父さん、ここに雅を住まわせてたのかな。――どうかな雅。この別荘、覚えてるか？」

　雅はちょっと、戸惑ったような顔をした。

「う……ん……なんか、よく覚えてないかも……」

「ずっと昔のことだしな」

「でもあたし、ここに住んだって話になってるけど……住んでた家なんて忘れるかな」

「住んだって言っても、避暑目的とかの短い期間かもしれないぞ。父さんが雅や雅のお母さんと密会するときだけ使ったとかさ。――その程度なら、忘れてもおかしくない」

「そっか、ずっと暮らしてたんじゃないんだ。なんとか思い出してみる」

「将しよう悟ごくん、中に入って調べてみるかい？」

　衣い楠くすが聞いた。

「いいのかな。一応持ち主がいるんだろ？　昨日は中に入っちゃったけど……」

「不動産業者に許可をもらったよ。荒れているから、崩れて危険なところにさえ注意すれば、自由に見てかまわないそうだ」

　将悟は扉を開け、心こ乃の枝えや雅みやびと一緒に中に入った。

　小さな玄関ホールを過ぎてリビングに入ると、今までに見たのと同じ、からっぽの部屋が広がっていた。

　衣楠と愛ま菜な、凜りん香か、芽め依いの四人も続いて中に入ってきた。

「何もない屋内というのも、寂しいものですわね」

「う～む、よさげな別荘なのに放置とはもったいないぞ」

「修繕すればまだまだ住めそうな家なのにね～」

　凜香、芽依、愛菜が思い思いの感想を口にする。

「みんなで歩いても狭いし、適当に見てまわろうか」

　そんなわけで、一同は思い思いに別荘の中を見て歩いた。

　一階にはリビングのほか、大きな食堂や風ふ呂ろ場ば、和室などがある。もっとも風呂場に風呂釜はなく、和室には畳が敷かれず床板が広がっていた。

　かつて熊くま五ご郎ろうや隠し子が住んでいたころの生活感など何一つ残っていなかった。

「マジで何もねぇな。ずっと前に引っ越したんだから当然だけど……」

　一階を見てまわると、将悟は心乃枝と一緒に二階に上がった。

　小さな廊下があり、左手に部屋の戸が並んでいる。寝室や書斎などの小部屋らしい。

　将悟は一番手前の戸を開けて中を見たが、やはり何もなかった。

「……あら？」

　と、次の部屋の戸を開けようとした心乃枝が声を上げた。

「将悟さん、この部屋、鍵かぎがかかってますよ」

「ほんとに？」

　将悟は戸の前に立って、ドアノブをまわしてみた。確かに動かない。

「引っ越すとき、この部屋だけ鍵をかけていったのかな」

　ここだけ開かないってのも、なんかスッキリしない。

　衣楠と雅が階段を上がってきた。

「なぁ衣楠。この部屋の鍵、持ってないか？」

「ふむ。鍵は持っていないけど、このくらいの鍵ならボクの解錠スキルで開けられるよ」

「勝手に開けていいのかな」

「開けられて困るものもないと思うけどね。どうする？」

　将しよう悟ごは少し考え、うなずいた。

「あの部屋に何か隠されてたかも……なんて思うのも後味悪いしな」

　衣い楠くすはポケットから針金のようなものを取り出した。鍵かぎ穴あなに入れて、カチャカチャと小刻みに動かす。三十秒ほどして、カチャッと錠の外れる音がした。

　将悟はもう一度ドアノブをまわした。今度はしっかりまわった。戸を押すと、ずっと開けられていなかったせいか、ガリガリとサビを削るような音がした。

　瞬間、太古の墓を開けたかのように、中から濃縮された生暖かい空気が噴き出した。

　将悟は思わず咳せきこみ……室内を見て目を見開いた。

　後ろにいる心こ乃の枝えと雅みやび、衣楠の三人も、息をのんで見つめているようだ。

　奥の窓の向こうには、森の木々の間から、広がる海が見渡せる。床にはうっすらホコリが積もり、差しこむ陽ひ射ざしが日だまりを作っていた。

　この部屋にだけ、忘れられたように家具が置かれていた。木製のタンスと洋服棚、そして白いシーツがかかっただけのベッド。

　――子供部屋？

　直感的に思った。家具がどれも一回り小さく、丸っこくかわいらしいデザインだ。

　一歩中に入ると、積もったホコリがふわっと舞った。

　瞬間、将悟の頭の奥がうずいた。

　おととい、初めてこの別荘に入ったときに似たデジャヴがあった。

　――う……。俺おれ、この部屋……知ってる……？

「将悟さん？」

　心乃枝の心配そうな声で、頭のうずきは消えた。

「なんでもない……」

　タンスと洋服棚を開けてみたが、何も入っていなかった。

　続いて将悟はベッドを見つめた。シーツはきれいだけど、ホコリが積もっている。

「ずっと、家の人が帰るのを待ってるみたいですね……」

　ぽつりと心乃枝がつぶやいた。

「そうだな……。また、誰だれか住んでくれるといいよな」

　ともかく、この部屋にも熊くま五ご郎ろうが残した痕こん跡せきは見つかりそうもない。

　将悟は部屋を出ようとして……ふと、ベッドと壁の間に何かが落ちているのに気づいた。

　なんだろうと拾い上げてみると、チェスの駒こまだった。

　子供向けのチェスなのか、動物のキャラクターの形をしている。白い牝め鹿じかの胸像で、頭に小さな冠を乗せていた。白のクイーンの駒らしい。

　将悟はじっとチェスの駒を見つめて……また、頭の奥が強くうずき始めた。

「うぅ……っ」

「将しよう悟ごさん！　どうしたんですか!?」

　将悟の頭の奥から、何かがわき出した。封印されていた記憶が箱を突き破るように。

　フラッシュバックしながら、突然鮮烈なイメージが浮かび上がった。

　窓から差しこむ夕陽の光。外では森の木がそよ風に揺れ、潮騒の音が響いている。

　暖かいオレンジ色に満たされた子供部屋に、将悟は座っていた。彼は幼い子供だった。

　目の前に女の子がいた。将悟同様に幼い女の子。

　二人の間には、動物の駒こまが並んだ白黒のボードがある。チェスをしているのだ。

　だけど幼い二人はチェスのルールなんてわからない。将悟はもっともらしく考え……手駒である黒のキングを、白のクイーンのそばに置いた。

　それは、二人が寄り添う合図のように……。

　――な、なんだ……今の!?

　将悟はハッとして顔を上げた。心こ乃の枝えも雅みやびも衣い楠くすも、心配そうに見つめている。

　イメージはかき消え、将悟の目にはさっきまでと同じ、廃はい墟きよの部屋が広がっていた。

「……俺おれ、少しだけ思い出した気がする……。事故で記憶をなくす前のこと……」

「どんな記憶なんですか？」

「間違いない。俺、ずっと昔、この別荘に来たことがある……。たぶん、父さんに連れられて来たんだ。この部屋で小さな女の子と一緒に遊んだんだよ……」

　将悟は雅に、拾ったチェスの駒を見せた。

「思い出さないか？　ずっと昔、俺と二人でこの部屋でチェスをしたの」

　雅はじっと駒を見つめ……小さくうなずいた。

「う、うん。ぼんやりとだけど……。あたしも将悟と、遊んだ気がする」

「きっと父さんが招いたんだ。こっそり、俺たち兄妹を会わせてくれてたんだよ」

　この部屋はずっと昔……幼い兄と隠し子の妹が、二人で遊ぶことを許された空間だったのかもしれない。

「この駒、持っていってもいいのかな」

　衣楠に聞いてみた。

「ボクはかまわないと思うよ」

　将悟は古いチェスの駒をそっと握り締めた。

　駒を持っていれば、また何か思い出せるかもしれない。

「将悟く～ん、そろそろ戻らないと、集合時間に遅れちゃうよ～」

　階下から愛ま菜なの声が響いてきた。

　思い出にひたる時間もないまま、将悟たちはあわただしく別荘を出るのだった。



    

  
    
      
エピローグ





　深み流りゆう院いん学園の生徒は、再び三台のバスに乗って帰路についた。

　別便で来た凜りん香かと芽め依い、衣い楠くすとはホテル前で別れ、それぞれ別行動だ。凜香と芽依はまだ元気らしく、帰りの途中で水族館に寄るらしい。

　柚ゆず璃り奈なはどうしているのかわからない。もう帰ったのか、まだあの土地にいるのか。

「くぅ～……」

　バスの一番後ろの座席に座る将しよう悟ごの肩に、心こ乃の枝えが頭をもたれてきた。かわいい寝顔で、寝息を立てている。

　反対側を見ると、雅みやびが窓枠に肘ひじをついて、ぼんやり外の景色を眺めている。なんだか眠そうな表情だ。

　――二人とも、疲れたんだな。

　将悟は静かに目を閉じ、心地よいバスの揺れに身を任せていた。



　夕方、バスは無事に深流院学園の正門前に着いた。

「じゃ～あ、今夜はゆっくり眠って疲れを取るんだぞぉ～。ふぁ～あ、かいさ～ん……」

　今にも眠りそうな大あくびをする小こ都と里り先生の言葉で、臨海学校は終了した。

「あーあ、終わっちまったなぁ。また遊びに行きたいぜ」

　将悟が背伸びをしていると、愛ま菜なの呼び声がした。

「将悟く～ん」

「お、天てん導どう会長、おつかれさ……うわっ!?」

　愛菜は背中に、あのパンプキン・ヘッドを背負っている。

　後ろのほうには、バスの荷台から下ろされた、井戸やらジェイさんやらの着ぐるみがドカッと置かれていた。

「それ、どうするんだ……？」

「今日は先生が校内に運んでくれるって。だけど明日、嵯さ峨が良らセンパイの店に返しに行かなきゃいけないから～」

　なんだか、イヤーな予感のする将悟である。

「将悟くん、一緒に運ぶの、手伝ってくれるとうれしいな～」

「お、俺おれ明日、どうしても外せない大切な用事が……」

「うれしいな」

　にっこり笑顔の愛ま菜なを見て、将しよう悟ごはつい、暗い別荘の中で抱きつかれたときの感触を思い出してしまった。

「……ハイ。お手伝いしますです」

「よかった～。明日一時に生徒会室前に集合ね～」

　愛菜は手を振りながら、着ぐるみのほうに戻っていった。

　――やれやれ。なんか臨海学校はまだ終わってないみたいだな。

　でもそんな気分が、ちょっとうれしい将悟だった。

「将悟さ～ん……」

　相変わらず眠そうな心こ乃の枝えが歩いてきた。

「心乃枝、口にヨダレのあとがついてるぞ」

「ふぁい……。わたし、今日はもう帰って寝まふね～。おやふみなさい……」

「マジで眠そうだなぁ。しっかり寝ろよ」

　心乃枝のあとについて、雅みやびが歩いてくる。

「雅もよく寝るんだぞ。あと、心乃枝を女子寮まで送ってやってくれ」

「うん。じゃ将悟、またね。――鶴つる眞まさん、行こ」

　雅は心乃枝を連れて、帰路を歩いていく。

「ふあぁ……。俺おれまで眠くなってきたぜ。帰るか……」

　自宅のほうに向かって歩き出そうとしたとき、背後で駆け寄る足音がした。

　振り返ると、雅が一人で戻ってくる。

「どうした？　忘れ物か？」

「ね、将悟……」

　雅は将悟の前で立ち止まり、じっと真剣な、どこか怯おびえるような目で見つめた。

「あたし……知らないの……」

「何がだよ？　何を知らないんだ？」

「あの別荘……。あたし知らない……。あんなとこ、行ったことなんてない……」

「え……。だ、だって、覚えてるって言ったじゃないか」

「あのときは本当に忘れてるだけかもって思って……。でも、何度考えても、思い出そうとしても、やっぱり知らないの！　あたしも、あたしのお母さんも、あんな別荘に行ったことなんて一度もないの!!」

　雅の声が震えていた。

「どういうことなの？　これ、どういうこと……？」

　――知らない……？　雅は、あの別荘に行ったことがない……？

　雅は将悟のように、記憶喪失なんて経験していない。

　なのに覚えてないということは……本当に、別荘に行ったことがない？

　――じゃ、ホテルのレストランにいた父さんらしき人たちは、誰だれだ？

　俺おれの記憶にいる、別荘の部屋でチェスをして遊んだ女の子は……誰なんだ？

「き、きっとまだ思い出せないんだよ。気にすることないさ。帰ってゆっくり休みな」

　将しよう悟ごは元気づけるように、雅みやびの肩に手を置いた。

「でももし、ずっと思い出せなかったら……あたし……」

「ヘンな心配しなくていいんだって。別荘のことは、何かの記憶違いかもしれないしな。そもそも俺の父さん、雅のお父さんに養育費渡してたんだろ。雅はちゃんと、俺の妹だってことだ」

「うん……」

「そうだ、明日天てん導どう会長と、肝試しの道具を返しに嵯さ峨が良らセンパイの店まで行くんだけど、雅も来ないか？」

「手伝わせる気？　アイスおごってくれるんなら行ってもいいけど！」

「……わかったよ。おごってやるから」

「へへ～ん、じゃ、ちょっとだけ手伝ってあげよっかな。――じゃ、またね」

　雅は明るい顔に戻って、タタタっと、待っている心こ乃の枝えのほうに駆けていった。

　――十年以上も前の子供時代の話だ。簡単に思い出せなくて当然さ。

　将悟は納得するように、心の中でつぶやいた。

　雅たちが去って見えなくなると、やっと家路についた。



　自分の部屋に戻った将悟は、机の椅い子すに座って、ズボンのポケットに入れてあったボイスチェンジャーつき携帯電話を取り出した。

「しかしこの携帯電話、マジでどうにかしないとなぁ……」

　二度と盗まれるわけにいかない。二度と『妹』を生み出すわけにいかない。

　愛ま菜なに返してもらってから、ずっとズボンのポケットに入れて、常に肌身離さず持っていた。風ふ呂ろのときはしっかり部屋に鍵かぎをかけておいたのだ。

「とりあえず金庫でも用意して入れとくかな……」

　何なに気げなく携帯電話を開くと、液晶に無機質な壁紙の待ち受け画面が表示される。

　この機種が発売中止になる原因となったボイスチェンジャー機能を除けば、ごく標準的な性能の携帯電話だ。

　気がつくと、バッテリーの目盛りが残り一つだけになっていた。

　考えてみれば、元々の持ち主だった芽め依いがこの電話を捨ててから、二ヶ月以上が経過しているのだ。バッテリーが消耗してもおかしくない。

　もっとも充電器は、ほかの携帯電話用充電器と共用して使えるようなので、今までに手にした誰かが充電した可能性もあるけど。

　――そんなにたくさん、『妹』と会話したのか……。

　将しよう悟ごはメニューを操作して、通話履歴を表示させてみた。

「……あれ？」

　履歴を見て、思わず声を上げた。妙な通話記録が残っているのだ。

　履歴の前のほうには、将悟の電話との通話記録が表示されている。時間からして、愛ま菜なが『妹』になって電話したときのものだ。一回だけ、雅みやびの携帯にかけた記録もある。別荘に呼び出したときのだろう。

　奇妙な履歴はそれらのあとから続いていた。

　この電話が何回かに渡って、非通知の番号から着信を受けていたのだ。

　一度目は、肝試しのあと、心こ乃の枝えや雅たちとホテルで花火をしていたとき。

　二度目は、今朝、みんなで別荘を調べに行ったとき。

　三度目はホテルを出発して、帰り道のパーキングエリアで昼食を食べていたころ。

　そして最後は、バスが深み流りゆう院いん学園に到着する直前から。

　――電話がかかってきてた……？

　しかし、ずっと電話を持っていたはずの将悟は、着信など気づかなかった。

　携帯の設定を調べてみると、着信音もバイブレーションもＯＦＦになっている。

　しかし奇妙なことに、かかってきた電話は不在にならず、それぞれ三十分から一時間もの時間、通話した記録になっているのだ。

　合計すると三時間以上も謎なぞの通話をしている。バッテリーも減るはずだ。

　そして最後の通話が終わったのは……将悟が家に帰ってくる直前だった。バスを降りて部屋に帰り着くまで、この携帯電話は通話中になっていたのだ。

　将悟はだんだん不気味になってきた。

　普通、電話はこちらから出なければ、通話は開始しないはずなのに。

　念入りに電話機を調べ……側面に妙なでっぱり部分があるのに気がついた。

　電話の外部端子に、極小のパーツが差しこまれている。外部にはみ出た部分は細長い長方形で、厚さは二ミリもない。

　色も本体に合わせてあり、注意して見なければ、端子のフタかと思ってしまいそうだ。

　――こんなパーツ、前からついてたっけ？

　とにかく確かめてみないと。

　将悟はこの携帯の電話番号をメモした。電話を閉じ、机の上に置く。

　続いて自分が使ってる携帯電話を取り出し、メモした番号にかけた。

　しばらく呼び出し音が鳴るが、机の上の電話は着信音がＯＦＦのため無音だ。

　そして数秒後……。回線がつながり、通話が開始された。

　手も触れていないのに、ボイスチェンジャーつき携帯電話は通話開始になったのだ！

　おそるおそる、目の前の不気味な電話を手に取った。

　と、外部端子に差しこまれた長方形のパーツに触れた瞬間、将しよう悟ごの電話の受話器から、ガサッと物音が聞こえる。

　――マイク……？

　どうやらこのパーツは、超小型のシリコンマイクらしい。

　将悟は電話を切り、もう一度ボイスチェンジャーつき携帯電話のメニューを開いた。

　設定のメニューを見ていくと、その中に『自動通話』と書かれた項目がある。設定項目は、ＯＮになっていた。着信して五秒後に通話が開始される設定だ。

　――これか……。これを利用してるのか……。

　自動通話機能とは、多くの携帯電話に搭載されているありふれた機能だ。着信があると自動で通話を開始し、両手がふさがっている状態で電話するのに便利なものだ。

　通常は外部接続したイヤホンやマイクとセットで使用する。携帯電話単体では、自動通話機能は働かないのが一般的である。

　将悟はあらためて、外部端子に接続された超小型マイクを見つめた。

　おそらくこのマイクは、自動通話機能を使用するためにセットされたのだ。

　――てことは……つまり……。

　将悟はずっと、この携帯電話を肌身離さず持っていた。その間、かかってきた謎なぞの着信に気づくこともなかった。自動通話によって通話は開始され、外部接続された小型マイクが、こっそり将悟たちの会話を拾い始める。

　拾われた会話は電話回線を通じて、通話相手が持つ電話へと送られる……。

「くそっ……やられた……！」

　この携帯電話は、まぎれもない盗聴器として働いていたのだ！

　将悟はくやしさのあまり、両手の拳こぶしで机をドンッと叩たたいた。引きちぎるように小型マイクを外し、自動着信機能をＯＦＦにする。

　この電話は愛ま菜なから渡されたものだ。愛菜は、柚ゆず璃り奈なから渡された。

　愛菜が臨海学校中に超小型マイクなんか用意するのは無理だろう。

　つまり盗聴者は柚璃奈だ。柚璃奈は将悟が『妹』の正体を突き止めることまで見越して、こんな細工を仕掛けていたのだ……。

「柚璃奈……。何を盗み聞きした……。俺おれの、何を嗅かぎまわろうとしてるんだ……」

　将悟は隣室に面した壁をにらみ、歯ぎしりすることしかできなかった。



　そのころ隣の部屋で、柚璃奈は部屋のベッドに寝転がりながら、小型ボイスレコーダーを操作していた。イヤホンからは、将悟たちの会話が早送りで聞こえている。

　聴き続け、ある会話のところでストップした。時間を戻し、今度は通常の速度で聴く。

　録音の最後付近、将しよう悟ごたちがバスから下りたあとの時間に録音された会話だ。

『何がだよ？　何を知らないんだ？』

　将悟の戸惑った声がする。続いて、雅みやびの声が聞こえた。

『あの別荘……。あたし知らない……。あんなとこ、行ったことなんてない……』

　聴きながら、柚ゆず璃り奈なの口元には、抑えきれない笑みが浮かび上がっていた。

「では、あの別荘に隠れ住んでいた娘は、誰だれなのかしらねぇ……」

　柚璃奈はボイスレコーダーを停止し、真顔に戻って考えこんだ。

「神かん凪なぎ雅が別荘の住人でないのなら、帝みかど野の熊くま五ご郎ろうに秘密に育てられた娘が別にいることになる……。それが事実なら、帝野将悟の本当の妹は……神凪雅ではない……？」

　柚璃奈は険しい目で天井を見つめた。

「捜さなくては……。あの別荘で、幼い帝野将悟と接触していた娘を……。帝野将悟の妹は、彼にとって敵かもしれないし、強力な味方となるかもしれない。決してわたくしの復ふく讐しゆうを阻ませてはならない。どんな手を使ってでも、捜し出さなくては……」



　　　　§



　その日の夜。どこかの部屋の床に、一人の少女がペタンと座っていた。

　彼女の目の前にはチェスのボードが置かれている。まん中に黒いキングの駒こまがあり、取り囲むように白い六つの駒が置かれている。

「さぁ、今度は将悟お兄さまの番ですよ。どんな手を打つのかしら」

　少女は指先でキングの駒を持ち上げ……迷うように右往左往させた。

　そして自分の胸元に引き寄せ、抱きしめるように両手で押し当てる。

「あぁ……もう一度……お兄さまと二人で過ごしたい……。幼いころのように、熊五郎お父さまの別荘で二人きりでいられたときのように……」

　少女の目からこぼれた一滴の涙が、ほおを伝って落ちた。

「どうかお願い、将悟お兄さま……。わたくしの愛を見つけてください。わたくしの愛を受け止めてください。血のつながった妹であるこのわたくしを、愛してください……。わたくしは誓います、将悟お兄さまの妻となり、一生お守りすることを」

　少女の声は悲痛に震え、祈りにすら似ていた。

「ですからお願いです。どうか将悟お兄さまも、このわたくしをお守りください……」

　真夏の熱帯夜は、静かにふけていった。
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　私は昔から、夏休みというものに深い疑問を持っていました。

　どうして夏休みは、あんなに早く終わってしまうのでしょうか？

　ついこないだ始まったばかりの夏休みが、気がついたらあと一日しか残っていない。そんな経験は、皆さん誰だれもが持っているのではないかと思います。

　普通、日本の学校では約四十日ほどの夏休みがあると言われています。

　本当でしょうか？　私たちは皆、だまされているのではないでしょうか？　長い夏休みなんてのは単なる錯覚で、実際には四日くらいしかないんじゃないでしょうか？

　思えば小学生時代、八月三十一日になっても、まだ宿題のドリルが三ページしか終わっていないという不可解な経験をしたものです。朝顔の観察日記は三日分しか書かれてないし、ラジオ体操のスタンプも三つしか押されていません。自由研究にいたっては、何をテーマにするかすら決まっていない状況です。

　長い夏休みを過ごしたとは思えないありさまに、幾度となく呆ぼう然ぜんとしたものです。

　ですがある日、私は気がつきました。こんな不可思議な現象も、夏休みは本当は四日間しかなかったのだと考えれば、すべて説明がつくのだと！

　そうです。私たちは本当は、長い夏休みなど過ごしていなかったのです。あまりにも早く夏休みが終わるように思えたのも、最終日なのになぜかちっとも宿題が終わってなかったのも、みんな当然のことだったのです。決して三日坊主じゃないのです。



　さて今巻では、夏休みの臨海学校が舞台となりました。ですが、夏のイベントはまだまだたくさんあるはず！ということで、次巻はシリーズ初の短編集として、さらなる夏のイベントのお話を予定しています。どうぞお楽しみにしていただければ幸いです。



　イラストレーターのＣＵＴＥＧカムさま、ヒロインたちの水着姿が楽しみで、早くも完成原稿をドキドキ楽しみに待っております。

　担当編集の児こ玉だまさま、装丁・デザインの担当さま、校正担当さま、本書に関かかわっていただいた皆さま、今回もお世話になりました。

　いよいよスタートしたコミック版作者のもっつん＊先生、どうぞ、これからもよろしくお願いいたします。

　本巻におつきあいくださいました読者の皆さま。おかげさまでこのシリーズも、コミック化をはじめとした展開へ広げることができました。どうかこれからも、見守りつつ楽しんでいただけることを願っております。

二〇一一年七月　田た口ぐち　一はじめ



    

  
    
      　著者

　田口一（たぐち・はじめ）

　　名古屋出身の東京在住。『魔女ルミカの赤い糸』で第３回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞の佳作を受賞。他に『黒姫のユズハ』シリーズ、『三流木萌花は名担当！』シリーズ（ともにＭＦ文庫Ｊ）を刊行。

　　このごろ、デジカメを持って写真を撮りに行きたいな～と思っているのですが、出不精な性格のせいか、なかなか普段行かない場所へ出歩けずにいる毎日。今日こそ出かけようと思った日にかぎって雨が降っていたり。



　イラスト

　ＣＵＴＥＧ（カム）

　　イラストを描いたり漫画を描いたりしています。

　　『ココロコネクト』のコミカライズと『Sweet Magic Syndrome』連載中。

　　最近はiPhoneでAngryBirdsというゲームをしています。ぼーっとしながら鳥をなげていると複雑な気分になっちゃう日々…



　　ＨＰ：‥*Strawberry Pink*

　　http://cuteg.exblog.jp/



    

  
    
      この中に1人、妹がいる！５
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